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は
じ
め
に

（
ｃ
）
環
境
保
護
政
策
に
お
け
る
共
同
体
と
加
盟
国
の
権
限

一
リ
サ
ー
チ
・
イ
ン
タ
レ
ス
ト

（
ｄ
）
環
境
先
進
国
ド
イ
ツ
に
与
え
た
影
響

二
先
行
研
究
と
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー

（
ｅ
）
権
限
配
分
に
関
す
る
問
題
点

第
一
章
欧
州
共
同
体
の
サ
プ
シ
デ
ィ
ァ
リ
テ
ィ
ー

四
欧
州
憲
法
条
約
草
案

一
公
文
書
の
な
か
の
サ
プ
シ
デ
ィ
ァ
リ
テ
ィ
ー

（
ａ
）
分
権
化

二
分
権
主
義
的
原
理
か
集
権
主
義
的
原
理
か

（
ｂ
）
権
限
配
分
の
明
確
化

（
ａ
）
ピ
ウ
ス
ｎ
世
社
会
回
勅

（
ｃ
）
加
盟
国
国
内
議
会
に
よ
る
監
視
（
以
上
一
○
三
巻
三
号
）

〈
ｂ
）
第
２
次
世
界
大
戦
後
の
サ
ブ
シ
デ
ィ
ァ
リ
テ
ィ
ー

第
二
章
ア
ク
タ
ー
と
し
て
の
「
市
民
」
の
登
場

（
ｃ
）
共
同
体
制
度
に
お
け
る
サ
プ
シ
デ
ィ
ァ
リ
テ
ィ
ー

｜
欧
州
共
同
体
と
主
権
国
家
の
関
係

三
欧
州
裁
判
所
の
判
決
ｌ
デ
ン
マ
ー
ク
容
器
事
件
判
決

二
地
方
政
府
・
「
地
域
」
の
台
頭

（
ａ
）
高
ま
り
つ
つ
あ
る
環
境
保
護
政
策
の
重
要
性

（
ａ
）
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
「
地
域
」
の
定
義

（
ｂ
）
ロ
ー
マ
条
約
第
妬
条
と
デ
ン
マ
ー
ク
容
器
事
件
判
決

（
ｂ
）
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
地
域
構
成

欧
州
共
同
体
に
お
け
る
「
民
主
主
義
の
赤
字
」
問
題
と
そ
の
処
方
菱
西
．
完
）
（
細
井
）

二
四
五

欧
州
共
同
体
に
お
け
る
「
民
主
主
義
の
赤
字
」
問
題
と
そ
の
処
方
菱
西
．
完
）

ｌ
代
議
制
・
討
議
・
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
Ｉ

細

井
優
子
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法
学
志
林
第
一
○
四
巻
第
二
号

（
ｃ
）
”
地
域
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
“
会
議

三
ア
ク
タ
ー
と
し
て
の
「
市
民
」
の
登
場

（
ａ
）
欧
州
共
同
体
に
お
け
る
市
民
社
会
ｌ
第
二
の
近
代

（
ｂ
）
第
二
の
近
代
的
欧
州
市
民
と
市
民
参
加
（
以
上
一
○
三
巻

四
号
）

第
三
章
共
同
体
立
法
に
お
け
る
「
市
民
」
不
在
の
構
図

一
共
同
体
立
法
シ
ス
テ
ム
の
構
図

（
ａ
）
基
本
構
図

（
ｂ
）
欧
州
議
会
の
権
限
強
化
ｌ
市
民
の
意
思
を
反
映
し
て
い

る
か

（
Ｃ
）
欧
州
委
員
会
の
発
議
権
独
占

二
欧
州
委
員
会
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
・
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ

（
ａ
）
欧
州
委
員
会
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
・
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
左
右
す

る
条
件

（
ｂ
）
廃
棄
物
の
政
治
化
に
み
る
欧
州
委
員
会
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン

（
ｃ
）
利
害
調
整
と
産
業
界
の
影
響
力

三
共
同
体
立
法
に
「
市
民
」
は
存
在
す
る
か

（
ａ
）
共
同
体
立
法
に
お
け
る
従
来
の
市
民
参
加

（
ｂ
）
共
同
体
立
法
に
お
け
る
「
市
民
」
の
不
在
〈
以
上
一
○
四

巻
一
号
）

二
四
六

第
四
章
「
欧
州
市
民
」
の
参
加

一
市
民
参
加
に
お
け
る
欧
州
憲
法
条
約
草
案
の
評
価

（
ａ
）
欧
州
憲
法
の
必
要
性

（
ｂ
）
背
景
と
経
緯

（
ｃ
）
欧
州
恵
法
草
案
条
約
の
評
価

二
市
民
の
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

（
ａ
）
市
民
が
求
め
る
市
民
参
加

（
ｂ
）
ド
イ
ツ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
も
っ
と
民
主
主
義
を
！
」
が
求
め
る
市

民
参
加
ｌ
「
市
民
立
法
」

三
欧
州
共
同
体
に
お
け
る
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
可
能
性

（
ａ
）
欧
州
連
合
条
約
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
）
第
姐
条
と
各

加
盟
国
憲
法
改
正
問
題

ｌ
ド
イ
ツ
を
中
心
に

（
ｂ
）
手
続
き
の
複
雑
化
と
電
子
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
可
能
性

お
わ
り
に

一
第
二
の
近
代
に
お
け
る
サ
プ
シ
デ
ィ
ア
リ
テ
ィ
ー

ニ
欧
州
共
同
体
に
お
け
る
市
民
社
会
と
市
民
参
加

三
欧
州
共
同
体
に
お
け
る
新
し
い
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

四
残
さ
れ
た
研
究
課
題
（
以
上
本
号
）
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（
＆
欧
州
憲
法
の
必
要
性

二
○
○
四
年
五
月
に
共
同
体
は
「
二
五
ヵ
国
体
制
」
に
移
行
し
、
六
月
に
は
欧
州
議
会
議
員
選
挙
を
控
え
て
い
る
。
こ
の
大
き
な
体
制

変
化
に
間
に
合
う
よ
う
に
現
議
長
国
で
あ
る
イ
タ
リ
ア
は
新
憲
法
署
名
を
実
現
す
る
た
め
、
二
○
○
三
年
一
二
月
一
二
、
一
三
日
の
欧
州

（
１
）
 

理
事
会
（
首
脳
会
議
）
で
の
△
ロ
意
を
目
指
し
た
が
、
重
要
政
策
を
決
定
す
る
場
で
あ
る
閣
僚
理
事
会
で
の
決
定
方
式
を
め
ぐ
っ
て
意
見
の

一
致
が
見
ら
れ
ず
、
先
送
り
さ
れ
た
状
態
で
あ
る
。
（
そ
の
後
二
○
○
四
年
六
月
に
合
意
、
現
在
批
准
過
程
に
あ
る
）

新
体
制
に
な
る
と
い
う
こ
と
の
他
に
、
も
う
ひ
と
つ
、
共
同
体
に
憲
法
が
必
要
な
段
階
に
き
た
こ
と
を
確
認
す
る
事
実
が
あ
る
。
そ
れ

は
、
一
言
で
言
え
ば
、
共
同
体
の
法
体
系
を
整
理
す
る
必
要
が
で
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
’
九
五
三
年
の
石
炭
鉄
鋼
共
同
体
（
Ｅ

Ｃ
Ｓ
Ｃ
）
条
約
発
効
以
来
、
す
で
に
五
○
年
が
経
ち
、
ロ
ー
マ
条
約
を
は
じ
め
、
Ｓ
Ｅ
Ａ
、
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

条
約
、
ニ
ー
ス
条
約
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
成
立
し
た
諸
条
約
を
一
本
化
し
て
、
欧
州
憲
法
と
す
る
こ
と
が
必
要
な
時
期
に
き
て
い
る
。

と
い
う
の
も
、
上
記
の
基
本
条
約
が
積
み
重
ね
ら
れ
、
さ
ら
に
分
野
ご
と
に
個
別
条
約
群
が
加
わ
る
共
同
体
の
法
体
系
は
、
ア
キ
・
コ

ミ
ュ
ノ
テ
ー
ル
（
囚
２
日
晩
８
ヨ
ョ
巨
目
昌
巴
『
の
）
と
よ
ば
れ
、
「
専
門
家
さ
え
簡
略
版
を
使
用
し
て
い
る
」
と
皮
肉
ら
れ
る
よ
う
な
状
態

欧
州
共
同
体
に
お
け
る
「
民
主
主
義
の
赤
字
一
問
題
と
そ
の
処
方
蔓
西
．
完
）
（
細
井
）

二
四
七

第
四
章
「
欧
州
市
民
」
の
参
加

第
一
節
市
民
参
加
に
お
け
る
欧
州
憲
法
条
約
草
案
の
評
価
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慣
習
法
の
伝
統
を
誇
り
に
し
て
き
た
イ
ギ
リ
ス
の
ジ
ャ
ッ
ク
・
ス
ト
ロ
ー
外
相
で
す
ら
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
憲
法
や
国
連
憲
章
の
よ
う
な

（
３
）
 

「
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
る
よ
う
な
整
理
統
ム
ロ
さ
れ
た
条
約
」
を
望
む
と
い
う
よ
う
に
な
っ
た
ほ
ど
で
あ
る
。

コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
は
こ
う
し
た
要
望
を
受
け
、
共
同
体
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
て
き
た
ベ
テ
ラ
ン
政
治
家
の
ヴ
ァ
レ
リ
ー
・
ジ
ス

カ
ー
ル
・
デ
ス
タ
ン
元
フ
ラ
ン
ス
大
統
領
を
そ
の
議
長
に
据
え
、
一
一
○
○
二
年
三
月
か
ら
憲
法
条
約
草
案
を
作
成
す
る
た
め
の
作
業
を
続

（
４
）
 

け
て
き
た
。
ジ
ス
カ
ー
ル
・
デ
ス
タ
ン
議
長
は
「
五
○
年
は
も
つ
憲
法
を
作
る
」
と
意
欲
を
見
せ
た
。

ま
た
、
共
同
体
の
草
創
期
の
指
導
者
で
あ
っ
た
ジ
ャ
ン
・
モ
ネ
や
、
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
外
相
ロ
ベ
ー
ル
・
シ
ュ
ー
マ
ン
の
現
実
主
義
的

統
合
政
策
に
よ
り
、
合
意
が
得
や
す
く
、
実
現
可
能
な
分
野
か
ら
の
統
合
推
進
、
つ
ま
り
、
Ｅ
Ｃ
Ｓ
Ｃ
や
欧
州
原
子
力
共
同
体
（
Ｅ
Ｕ
Ｒ

Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｍ
）
、
欧
州
経
済
共
同
体
（
Ｅ
Ｅ
Ｃ
）
な
ど
経
済
面
で
の
統
合
の
み
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
政
治
的
統
合
を
含
め
た
将
来
の

欧
州
の
姿
は
な
か
な
か
見
え
て
こ
な
か
っ
た
。

一
九
九
○
圧
代
に
入
っ
て
、
よ
う
や
く
政
治
的
統
合
を
含
む
統
合
の
三
つ
の
柱
が
見
え
て
き
た
①
市
場
、
②
外
交
・
安
全
保
障
政
策
、

③
司
法
・
内
務
政
策
の
統
合
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
の
成
立
に
よ
っ
て
明
確
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
②
③
の
柱
は

依
然
と
し
て
構
築
途
上
の
ま
ま
で
、
今
も
課
題
で
あ
り
続
け
て
い
る
。

当
然
、
今
回
の
憲
法
条
約
草
案
は
こ
う
し
た
課
題
を
ク
リ
ア
す
べ
く
次
の
よ
う
な
討
議
項
目
を
挙
げ
て
い
る
（
｜
）
欧
州
大
統
領

（
二
）
外
交
問
題
（
三
）
司
法
・
内
務
問
題
（
四
）
加
盟
国
議
会
の
役
割
（
五
）
経
済
問
題
（
六
）
基
本
的
人
権
憲
章
（
七
）
共
同
体
組

織
の
簡
素
化
。
四
六
条
か
ら
な
る
こ
の
憲
法
条
約
草
案
は
、
ま
だ
骨
組
み
だ
け
と
い
う
感
は
否
め
な
い
が
、
課
題
で
あ
る
政
治
的
統
合
に

意
欲
的
に
取
り
組
も
う
と
す
る
姿
勢
は
見
ら
れ
る
。

（
２
）
 

で
あ
る
。

法
学
志
林
第
一
○
四
巻
第
二
号

四
八
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二
○
○
二
年
九
月
か
ら
一
○
月
ま
で
に
①
サ
プ
シ
デ
ィ
ァ
リ
テ
ィ
ー
、
②
法
人
化
、
③
経
済
統
合
、
④
基
本
権
、
⑤
国
内
議
会
を
担
当

す
る
五
つ
の
作
業
部
会
が
そ
れ
ぞ
れ
報
告
書
を
ま
と
め
、
そ
の
提
出
を
受
け
て
、
一
○
月
一
一
八
日
に
「
欧
州
憲
法
制
定
条
約
」
準
備
草
案
、

通
称
「
ジ
ス
カ
ー
ル
・
デ
ス
タ
ン
草
案
」
が
発
表
さ
れ
た
。
こ
の
後
も
、
⑥
補
充
的
権
限
、
⑦
簡
素
化
、
⑧
司
法
内
務
、
⑨
対
外
的
行
動
、

⑩
防
衛
の
そ
れ
ぞ
れ
五
つ
の
作
業
部
会
が
報
告
書
を
提
出
し
、
二
月
一
二
日
に
は
フ
ラ
ン
ス
と
ド
イ
ツ
が
共
同
案
を
安
保
・
防
衛
、
経

済
統
治
に
つ
い
て
発
表
し
た
。
さ
ら
に
一
二
月
に
は
欧
州
委
員
会
案
と
欧
州
委
員
長
の
プ
ロ
ー
デ
ィ
ー
私
案
も
発
表
さ
れ
た
。
ま
た
、
一
一

（
５
）
 

○
○
三
年
に
な
っ
て
一
月
に
は
フ
ラ
ン
ス
と
ド
イ
ツ
が
機
構
改
革
に
つ
い
て
の
共
同
案
を
発
表
し
た
。

こ
れ
を
機
に
、
一
月
か
ら
四
月
は
総
会
と
幹
事
会
の
審
議
が
行
わ
れ
、
六
月
に
は
総
会
で
最
終
草
案
が
採
択
さ
れ
た
。
そ
の
草
案
は
六

月
二
○
、
二
一
日
の
テ
サ
ロ
ニ
ヶ
欧
州
理
事
会
（
首
脳
会
議
）
に
提
出
さ
れ
、
一
一
○
○
三
年
一
二
月
ま
で
に
政
府
間
会
議
（
以
降
Ｉ
Ｇ
Ｃ

（
６
）
 

と
略
記
）
に
提
出
さ
れ
る
予
定
に
な
っ
て
い
た
。
実
際
、
一
○
月
に
は
Ｉ
Ｇ
Ｃ
は
始
ま
り
、
国
益
が
ぶ
つ
か
り
合
う
厳
し
い
交
渉
が
行
わ

（【ｌ）

れ
、
’
’
一
月
の
首
脳
会
議
で
は
採
択
は
で
き
ず
、
年
越
し
に
な
っ
た
。
一
一
○
○
四
年
五
月
に
新
た
な
一
○
ヵ
国
が
加
わ
り
「
二
五
ヵ
国
体

（
８
）
 

制
」
に
な
る
前
に
採
択
を
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
現
時
点
で
は
ど
う
な
る
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
意
見
が
多
い
。
こ
こ
で
最
も
激
し

く
議
論
さ
れ
た
争
点
は
、
重
要
政
策
を
決
定
す
る
場
で
あ
る
閣
僚
理
事
会
で
の
決
定
方
式
で
あ
っ
た
。
現
在
は
全
会
一
致
が
得
ら
れ
な
い

場
合
に
各
加
盟
国
が
そ
れ
ぞ
れ
配
分
さ
れ
た
「
持
ち
票
」
に
応
じ
て
投
票
し
、
可
決
す
る
た
め
に
は
票
総
数
八
七
の
う
ち
六
一
一
票
以
上
が

必
要
と
さ
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
特
定
多
数
決
」
を
採
用
し
て
い
る
。
し
か
し
、
今
回
の
憲
法
草
案
で
は
「
共
同
体
の
力
は
国
だ
け
で
は
な

く
市
民
に
も
由
来
す
る
」
と
す
る
悪
法
原
則
に
よ
り
、
従
来
の
「
持
ち
票
」
制
度
で
は
な
く
「
人
口
比
」
を
よ
り
忠
実
に
反
映
し
よ
う
と

欧
州
共
同
体
に
お
け
る
「
民
主
主
義
の
赤
字
」
問
題
と
そ
の
処
方
菱
西
．
完
）
（
細
井
）

二
四
九

（
ｂ
）
背
景
と
経
緯
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学
志
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一
○
四
巻
第
二
号

二
五
○

す
る
改
革
が
行
わ
れ
た
。
し
か
し
、
ス
ペ
イ
ン
や
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
、
共
同
体
拡
大
後
の
制
度
改
革
を
盛
り
込
ん
だ
ニ
ー
ス
条
約
（
二
○
○

一
年
二
月
署
名
）
で
英
・
仏
・
独
・
伊
の
二
九
票
と
ほ
ぼ
肩
を
並
べ
る
二
七
票
を
獲
得
し
て
い
る
が
、
草
案
が
通
る
と
そ
の
影
響
力
が
低

下
す
る
た
め
、
激
し
く
抵
抗
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
草
案
を
作
成
す
る
一
連
の
作
業
は
、
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
き
た
。
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
が
召
集
さ

れ
る
ま
で
の
経
緯
を
説
明
す
る
た
め
に
は
、
少
な
く
と
も
二
○
○
○
年
に
ま
で
話
を
さ
か
の
ぼ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
頃
は
盛
ん

に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
将
来
像
を
め
ぐ
る
議
論
が
な
さ
れ
た
頃
で
あ
っ
た
。
そ
の
口
火
を
き
っ
た
の
が
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
独
外
相
で
、
二
○
○
○

年
五
月
一
二
日
、
フ
ン
ポ
ル
ト
大
学
で
行
わ
れ
た
演
説
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
外
相
は
共
同
体
の
最
終
形
態
と
し
て
連
邦

（
９
）
 

制
を
主
張
し
た
。
そ
の
こ
と
は
欧
州
憲
法
論
議
に
火
を
つ
け
た
。
こ
れ
に
呼
応
し
て
シ
ラ
ク
仏
大
統
領
は
、
六
月
一
一
七
日
、
ド
イ
ツ
連
邦

議
会
で
の
演
説
に
お
い
て
欧
州
統
合
推
進
の
必
要
性
と
と
も
に
、
加
盟
国
政
府
の
主
権
の
保
持
も
主
張
し
た
の
で
あ
っ
た
。
二
○
○
｜
年

（
川
）

七
月
二
五
日
に
は
、
欧
州
委
員
会
が
「
欧
州
統
治
」
白
書
を
採
択
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
よ
り
開
か
れ
た
市
民
に
近
い
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス

の
あ
り
方
を
提
案
し
て
い
る
。
こ
の
背
景
に
は
、
一
九
九
九
年
六
月
の
欧
州
議
会
選
挙
の
投
票
率
が
五
○
％
を
き
り
、
共
同
体
が
市
民
の

関
係
に
危
機
感
を
感
じ
て
い
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
頃
共
同
体
は
そ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
市
民
か
ら
の
意
見
を
募
集
し
た
り
、
市
民
と
の

（
皿
）

関
係
の
あ
り
方
を
模
索
し
て
い
た
。

ニ
ー
ス
欧
州
理
事
会
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
将
来
像
に
関
し
て
、
二
○
○
｜
年
後
期
議
長
国
で
あ
っ
た
ベ
ル
ギ
ー
に
報
告
書
を
提
出
す
る
こ

と
を
要
求
し
た
。
こ
の
時
点
で
す
で
に
、
従
来
の
Ｉ
Ｇ
Ｃ
で
審
議
、
決
定
す
る
方
式
に
は
、
欧
州
市
民
と
の
関
係
構
築
と
い
う
点
で
限
界

が
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
任
務
は
議
長
国
ベ
ル
ギ
ー
に
よ
っ
て
賢
人
グ
ル
ー
プ
、
通
称
ラ
ー
ヶ
ン
・
グ
ル
ー
プ
に
委
託
さ

れ
た
。
そ
れ
は
、
デ
ハ
ー
ネ
前
ベ
ル
ギ
ー
首
相
、
ア
マ
ー
ト
元
イ
タ
リ
ア
首
相
、
ド
ロ
ー
ル
元
欧
州
委
員
長
、
そ
し
て
ゲ
レ
メ
ク
元
ボ
ー
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ラ
ン
ド
外
相
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
。
ラ
ー
ヶ
ン
・
グ
ル
ー
プ
が
二
○
○
一
年
一
二
月
に
開
催
さ
れ
た
ラ
ー
ケ
ン
欧
州
理
事
会
に
報

（
吃
）

告
書
が
提
出
さ
れ
、
そ
れ
を
も
と
に
こ
の
欧
州
理
事
会
か
ら
い
わ
ゆ
る
ラ
ー
ケ
ン
宣
一
一
一
一
口
が
だ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
ラ
ー
ヶ
ン
宣
言
で
、
欧
州
統
合
を
ど
こ
ま
で
進
め
る
か
を
よ
り
具
体
的
に
検
討
す
る
た
め
に
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
を
立
ち
上
げ
る
こ

と
が
宣
言
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
共
同
体
と
欧
州
市
民
の
関
係
・
距
離
を
も
っ
と
近
い
も
の
に
す
る
必
要
性
も
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と

〈
旧
）

は
憲
法
条
約
草
案
を
作
成
す
る
に
あ
た
っ
て
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
に
刺
激
を
与
一
え
た
。

こ
う
し
て
立
ち
上
げ
ら
れ
た
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
は
、
各
加
盟
国
の
利
害
の
ぶ
つ
か
り
あ
い
が
避
け
が
た
い
Ｉ
Ｇ
Ｃ
と
は
形
式
を
異
に

し
て
、
大
所
高
所
に
立
っ
て
よ
り
開
か
れ
た
協
議
を
展
開
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
が
ま
と
め
あ
げ

た
最
終
苗
事
《
を
最
終
的
に
決
定
す
る
の
は
Ｉ
Ｇ
Ｃ
な
の
で
、
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
が
い
か
に
説
得
力
の
あ
る
改
革
案
を
ま
と
め
あ
げ
る
か

が
、
改
革
の
行
方
を
大
き
く
左
右
す
る
こ
と
に
な
る
。

コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
の
改
革
に
期
待
さ
れ
た
方
向
性
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
①
欧
州
市
民
が
共
同
体
に
何
を
期
待
し
て
い
る
の
か
を
見
極
め
、

共
同
体
と
加
盟
国
と
の
間
の
明
確
な
権
限
分
担
を
提
案
す
る
こ
と
、
②
共
同
体
の
各
機
関
の
間
で
の
権
限
の
配
分
を
再
検
討
し
、
対
外
関〈
Ｍ
）

係
の
一
貫
性
と
効
率
化
の
た
め
の
去
禦
束
を
提
案
す
る
こ
と
、
③
共
同
体
に
民
主
的
な
正
当
性
を
付
与
す
る
た
め
の
方
法
を
検
討
す
る
こ
と
、

で
あ
る
。
①
に
つ
い
て
は
ま
さ
し
く
サ
ブ
シ
デ
ィ
ァ
リ
テ
ィ
ー
の
問
題
で
あ
り
、
こ
れ
は
第
一
章
第
四
節
で
述
べ
た
通
り
、
各
領
域
の
権

限
配
分
を
ゆ
る
や
か
に
、
し
か
し
明
確
に
公
文
轡
の
中
に
明
記
さ
れ
た
こ
と
は
、
注
目
に
値
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
チ
ェ
ッ
ク
万
圧
に

つ
い
て
も
、
初
め
て
加
盟
国
議
会
に
役
割
を
分
担
し
た
こ
と
は
大
き
な
前
進
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
③
に
お
い
て
も
、
こ
の
章
で

取
り
上
げ
て
い
る
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
盛
り
込
む
な
ど
、
最
終
草
案
は
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
の
意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ
る
も
の
に
な
っ

て
い
る
。

欧
州
共
同
体
に
お
け
る
「
民
主
主
義
の
赤
字
」
問
題
と
そ
の
処
方
菱
西
．
完
）
（
細
井
）

五
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二
五
二

そ
の
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
の
構
成
で
あ
る
が
、
総
会
、
幹
部
会
、
事
務
局
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
欧
州
理
事
会
は
コ
ン
ヴ
ェ
ン

シ
ョ
ン
の
設
置
と
同
時
に
そ
の
議
長
に
フ
ラ
ン
ス
元
大
統
領
ヴ
ァ
レ
リ
ー
・
ジ
ス
カ
ー
ル
・
デ
ス
タ
ン
を
任
命
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

ま
た
、
副
議
長
と
し
て
イ
タ
リ
ア
元
首
相
ジ
ュ
リ
ァ
ノ
・
ア
マ
ー
ト
、
ベ
ル
ギ
ー
元
首
相
ジ
ャ
ン
リ
ュ
ッ
ク
・
デ
ハ
ー
ネ
を
任
命
し
た
。

親
欧
派
で
知
ら
れ
る
有
力
政
治
家
の
顔
ぶ
れ
で
あ
る
。

総
会
は
、
議
長
と
二
人
の
副
議
長
に
以
下
の
一
○
三
人
を
加
え
た
計
一
○
五
人
の
委
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
。
そ
の
一
○
五
人
の
内

訳
は
、
共
同
体
加
盟
国
の
政
府
代
表
者
一
五
人
（
各
国
一
人
）
、
共
同
体
加
盟
国
候
補
の
政
府
代
表
者
一
三
人
（
各
国
一
人
）
、
共
同
体
加

盟
国
の
議
会
代
表
者
三
○
人
（
各
国
二
人
）
、
共
同
体
加
盟
国
候
補
の
議
会
代
表
者
二
六
人
（
各
国
二
人
）
、
欧
州
議
会
の
代
表
者
一
六
人
、

欧
州
委
員
会
の
代
表
者
二
人
で
あ
る
。
こ
の
一
○
五
人
の
他
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
、
共
同
体
の
社
会
経
済
評
議
会
の
代
表
者
三
人
、

地
域
評
議
会
の
代
表
者
六
人
、
労
使
代
表
者
三
人
、
欧
州
オ
ン
プ
ズ
マ
ン
一
人
が
参
加
し
た
。
欧
州
司
法
裁
判
所
と
会
計
検
査
院
の
各
召

喚
は
、
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
の
幹
部
会
か
ら
要
請
が
あ
っ
た
と
き
の
み
、
参
加
し
、
総
会
で
そ
の
見
解
を
述
べ
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
。

幹
部
会
は
、
総
会
を
構
成
す
る
委
員
の
代
表
者
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
議
長
、
副
議
長
二
人
、
欧
州
議
会
代
表
者
か
ら
二
人
、
欧
州
委
員

会
代
表
者
二
人
、
議
長
国
政
府
代
表
一
一
一
人
の
計
一
二
人
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
。
な
お
、
議
長
国
は
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
の
活
動
期
間
で

あ
る
二
○
○
二
年
上
半
期
か
ら
一
一
○
○
一
一
一
年
上
半
期
の
間
に
議
長
国
を
務
め
る
ス
ペ
イ
ン
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ギ
リ
シ
ア
で
あ
る
。
こ
の
ほ

か
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
、
加
盟
国
候
補
の
議
会
代
表
者
の
中
か
ら
、
ア
ロ
イ
ス
・
ペ
テ
ル
レ
（
ス
ロ
ヴ
ェ
ー
ー
ア
元
外
相
）
が
参
加
し

た
。
事
務
局
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
の
ジ
ョ
ン
・
カ
ー
を
事
務
局
長
と
し
て
常
設
さ
れ
て
い
た
。

コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
の
総
会
は
、
最
低
月
一
回
は
行
わ
れ
た
。
そ
こ
で
は
開
か
れ
た
意
見
交
換
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
、
委
員
以
外
に
も
各

界
の
代
表
者
に
随
時
意
見
を
求
め
て
発
言
の
場
を
提
供
し
た
。
ま
た
幹
部
会
は
月
二
回
行
わ
れ
、
総
会
の
議
事
進
行
の
準
備
や
具
体
的
提
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図ｌ幹部会のメンバ

欧
州
共
同
体
に
お
け
る
「
民
主
主
義
の
赤
字
」
問
題
と
そ
の
処
方
菱
（
四
．
完
）
（
細
井
）

一
一
五
三

(細井作成）

案
の
策
定
を
し
た
。
こ
こ
で
も
必
要
に
応
じ
て
欧
州
委
員
会
の
部
局
や

専
門
家
な
ど
の
諮
問
を
行
い
、
適
宜
作
業
部
会
も
設
置
し
た
。
コ
ン
ヴ

ェ
ン
シ
ョ
ン
の
議
長
は
、
欧
州
理
事
会
で
、
協
議
の
進
展
状
況
を
報
告

し
、
同
時
に
各
国
首
脳
の
見
解
を
集
め
た
。

こ
う
し
て
、
二
○
○
三
年
六
月
に
ま
と
め
ら
れ
、
Ｉ
Ｇ
Ｃ
で
の
審
議

に
か
け
ら
れ
た
最
終
草
案
は
、
そ
の
形
式
と
し
て
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が

得
ら
れ
た
項
目
に
つ
い
て
は
問
題
な
い
が
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
得
ら
れ

ず
意
見
が
分
か
れ
た
ま
ま
の
と
き
は
、
ひ
と
つ
の
項
目
に
つ
い
て
い
く

つ
か
の
選
択
肢
が
併
記
さ
れ
た
。
そ
の
際
に
は
、
各
選
択
肢
に
そ
の
支

（
脂
）

持
者
の
名
前
を
明
記
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
最
終
的
な
決
定

は
Ｉ
Ｇ
Ｃ
で
下
さ
れ
る
。

こ
の
後
の
日
程
と
し
て
は
、
二
○
○
四
年
五
月
一
日
、
一
○
ヵ
国
の

新
規
加
盟
の
実
現
。
二
○
○
四
年
五
月
以
降
、
憲
法
条
約
の
調
印
式
を

挙
行
。
各
加
盟
国
に
よ
る
批
准
手
続
き
の
開
始
。
二
○
○
四
年
六
月
、

欧
州
議
会
選
挙
。
欧
州
理
事
会
は
こ
の
選
挙
前
ま
で
に
、
憲
法
条
約
の

最
終
的
な
内
容
を
公
表
す
る
と
約
束
。
二
○
○
五
年
末
～
二
○
○
六
年

初
頭
、
批
准
を
経
て
憲
法
条
約
が
正
式
に
発
効
。
た
だ
し
、
批
准
手
続

議長 ヴァレリー・ジスカール・デスタン（フランス）

副議長 ジュリアノ・アマート（イタリア）

ジャンリュック・デハーネ（ベルギー）

共同体議長国政府代表 アナ・パラシオ（スペイン）

ヘンニク・クリストファーセン（デンマーク）

ゲオルギオス・カティフォリス（ギリシア）

加盟国議会代表 ジョン・プルトン（アイルランド）

ジゼラ・スチュアート（イギリス）

欧州議会代表 クラウス・ヘンシュ（ドイツ）

イニゴ・メンデス・デ・フィーゴ（スペイン）

欧州委員会代表 ミンェル・バルニエ（欧州委員会委員地域政策担当，
フランス）

アントニオ・ビトリーノ（欧州委員会委員司法・内務
問題担当，ポルトガル）

オブザーバー アイロス・ペテルレ（スロヴェニァ）

Hosei University Repository



こ
の
ジ
ス
カ
ー
ル
・
デ
ス
タ
ン
草
案
の
基
本
的
な
方
向
性
と
し
て
は
、
①
憲
法
条
約
の
制
定
「
三
本
柱
構
造
」
（
共
通
外
交
、
安
全
保

〈
Ｗ
）

陣
、
司
法
内
務
協
力
）
の
廃
止
。
一
九
九
二
年
一
一
月
七
日
に
署
名
さ
れ
、
’
九
九
三
年
一
一
月
一
日
に
発
効
し
た
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約

は
、
「
憲
法
的
憲
章
」
と
し
て
の
Ｅ
Ｃ
条
約
と
は
異
質
で
あ
り
な
が
ら
、
Ｅ
Ｃ
と
共
通
の
制
度
的
枠
組
み
を
有
す
る
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）

を
創
設
し
た
。
そ
の
特
徴
と
し
て
こ
の
三
本
柱
構
造
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
Ｅ
Ｃ
と
Ｅ
Ｕ
の
構
造
を
複
雑
に
し
、
一
般
市
民
に
と
っ
て
Ｅ

Ｕ
・
Ｅ
Ｃ
を
い
よ
い
よ
わ
か
り
に
く
い
も
の
に
し
た
。
そ
し
て
、
対
内
的
に
も
、
対
外
的
に
も
よ
り
効
率
的
に
行
動
が
で
き
る
た
め
の
機

構
改
革
が
求
め
ら
れ
て
き
た
。
②
憲
法
条
約
へ
の
基
本
権
憲
章
の
編
入
。
③
Ｅ
Ｕ
の
単
一
法
人
格
を
規
定
。
④
国
内
議
会
関
与
の
明
文
化
、

つ
ま
り
サ
ブ
シ
デ
ィ
ア
リ
テ
ィ
ー
の
強
化
。
国
内
議
会
は
共
同
体
立
法
を
監
視
す
る
。
第
一
段
階
と
し
て
、
欧
州
委
員
会
は
立
法
提
案
を

従
来
の
欧
州
議
会
、
理
事
会
に
加
え
て
各
加
盟
国
議
会
に
も
直
接
送
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
国
内
議
会
は
そ
の
提
案
が
サ
プ
シ
デ

す
で
に
述
べ
た
。

法
学
志
林
第
一
○
四
巻
第
二
号

き
に
お
い
て
、
憲
法
条
約
を
否
決
す
る
国
が
一
国
で
も
あ
っ
た
場
合
に
は
、
発
効
が
遅
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。

（
ｃ
）
欧
州
憲
法
条
約
草
案
（
岳
①
己
【
凰
言
目
『
の
自
昌
ｏ
【
弓
の
因
胃
目
の
目
○
目
印
日
員
】
目
）
の
評
価

ジ
ス
カ
ー
ル
・
デ
ス
タ
ン
草
案
は
、
前
文
、
第
一
部
、
第
二
部
、
第
三
部
、
第
四
部
、
五
つ
の
議
定
書
と
一
一
一
つ
の
宣
言
で
構
成
さ
れ
て

（
脆
）

い
る
。
第
一
部
（
基
本
的
組
織
構
造
）
は
、
「
憲
法
条
約
」
と
し
て
の
中
核
部
分
を
な
し
、
政
体
と
し
て
の
共
同
体
の
骨
格
を
一
示
す
。
第

二
部
は
、
共
同
体
基
本
権
憲
章
を
欧
州
憲
法
条
約
本
文
と
し
て
規
定
し
て
い
る
。
第
三
部
は
、
共
同
体
の
政
策
お
よ
び
そ
の
実
施
に
つ
い

て
、
た
と
え
ば
域
内
の
諸
政
策
、
対
外
的
政
策
、
諸
機
関
の
運
営
（
財
政
規
定
を
含
む
）
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
。
第
四
部
は
一
般
規
定

お
よ
び
最
終
規
定
で
あ
る
。
最
後
の
議
定
書
な
ど
で
、
サ
ブ
シ
デ
ィ
ァ
リ
テ
ィ
ー
な
ど
重
要
な
も
の
に
つ
い
て
は
す
で
に
第
一
章
第
四
節

二
五
四
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イ
ァ
リ
テ
ィ
ー
に
そ
っ
た
も
の
か
ど
う
か
を
審
議
し
、
異
議
が
あ
る
場
合
は
そ
の
旨
を
欧
州
委
員
会
に
送
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
を
受

け
た
欧
州
委
員
会
は
そ
の
内
容
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
二
段
階
と
し
て
、
立
法
後
に
国
内
議
会
が
そ
の
内
容
に
サ
ブ
シ
デ
ィ

ァ
リ
テ
ィ
ー
の
理
に
か
な
わ
な
い
問
題
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
、
欧
州
裁
判
所
に
提
訴
で
き
る
。

つ
ぎ
に
、
ジ
ス
カ
ー
ル
・
デ
ス
タ
ン
草
案
の
個
別
的
な
特
徴
と
し
て
は
、
①
Ｅ
Ｕ
の
名
称
変
更
の
可
能
性
。
｜
‐
欧
州
連
合
」
、
こ
れ
は
欧

州
委
員
会
が
支
持
し
て
お
り
、
他
に
は
「
欧
州
共
同
体
」
、
「
欧
州
合
衆
国
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
「
欧
州
合
衆
国
」
は
連
邦
制
を
推
す

勢
力
に
支
持
さ
れ
て
い
る
傾
向
が
あ
る
。
②
共
同
体
の
「
連
邦
（
【
の
：
『
■
｜
）
」
的
性
格
へ
の
言
及
。
③
Ｅ
Ｕ
と
し
て
の
法
人
格
の
明
文
化
。

こ
れ
に
よ
り
、
Ｅ
Ｕ
が
将
来
国
連
に
加
盟
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
る
。
④
欧
州
市
民
権
お
よ
び
各
国
市
民
権
の
二
重
市
民
権
の
自
由
な
行

使
。
⑤
憲
法
条
約
へ
の
基
本
権
憲
章
の
編
入
。
⑥
Ｅ
Ｕ
に
憲
法
条
約
で
付
与
さ
れ
て
い
な
い
権
能
は
加
盟
国
に
属
す
る
こ
と
が
原
則
と
さ

れ
る
。
そ
し
て
Ｅ
Ｕ
権
限
が
類
型
化
さ
れ
た
。
こ
の
権
限
の
類
型
化
に
つ
い
て
の
詳
細
は
第
一
章
第
四
節
に
す
で
に
述
べ
た
。
⑦
サ
プ
シ

デ
ィ
ァ
リ
テ
ィ
ー
お
よ
び
比
例
性
原
則
の
実
効
的
監
視
と
国
内
議
会
の
役
割
強
化
。
こ
れ
は
判
例
法
で
す
で
に
確
立
し
て
い
た
も
の
を
明

文
化
し
た
。
⑧
欧
州
理
事
会
議
長
と
閣
僚
理
事
会
議
長
の
区
別
。
欧
州
理
事
会
議
長
の
パ
ー
マ
ネ
ン
ト
ポ
ス
ト
を
想
定
し
て
の
こ
と
。
こ

れ
は
、
加
盟
国
が
多
く
な
り
、
半
年
ご
と
の
持
ち
回
り
制
が
機
能
し
な
く
な
る
こ
と
を
予
想
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。
⑨
「
参
加
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
」
導
入
。
市
民
団
体
と
の
接
触
ル
ー
ト
を
正
式
に
確
立
し
た
。
こ
れ
に
関
し
て
は
詳
し
く
後
述
す
る
。
⑩
欧
州
議
会
お
よ
び
理
事
会

に
お
け
る
立
法
審
議
の
公
開
。
欧
州
議
会
に
つ
い
て
は
立
法
機
能
を
果
た
し
て
い
る
審
議
に
限
る
。
こ
れ
は
「
民
主
主
義
の
赤
字
」
、
秘

密
外
交
、
エ
リ
ー
ト
主
義
な
ど
と
い
っ
た
、
従
来
共
同
体
が
受
け
て
き
た
批
判
を
払
拭
す
る
た
め
、
透
明
性
を
追
及
す
る
た
め
の
策
と
い

一
元
ブ
（
話

（
旧
）

ま
た
、
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
に
お
け
る
主
な
筆
丁
点
と
し
て
は
、
議
長
国
制
度
の
改
革
、
対
外
的
代
表
ポ
ス
ト
（
Ｅ
Ｕ
大
統
領
、
Ｅ
Ｕ
外

欧
州
共
同
体
に
お
け
る
「
民
主
主
義
の
赤
字
」
問
題
と
そ
の
処
方
菱
西
。
完
）
（
細
井
）

二
五
五
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相
な
ど
）
、
欧
州
委
員
長
の
任
命
手
続
き
（
任
命
す
る
の
は
欧
州
議
会
か
欧
州
理
事
△
室
か
）
、
欧
州
委
員
の
投
票
権
（
全
員
が
投
票
権
を
も

つ
か
否
か
）
、
「
欧
州
諸
民
会
議
」
の
設
置
（
す
で
に
否
決
）
、
立
法
・
政
策
手
続
き
、
国
の
持
ち
票
、
補
強
化
協
力
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
詳
細
は
こ
こ
で
は
割
愛
す
る
。
こ
れ
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
争
点
を
め
ぐ
る
審
議
か
ら
見
え
て
く
る
も
の
は
、
い
く
つ
か
の

対
立
軸
で
あ
る
。
「
大
国
」
対
「
小
国
」
、
「
政
府
間
主
義
」
対
「
超
国
家
主
義
」
、
「
先
行
統
合
」
対
「
共
同
歩
調
」
と
い
う
い
く
つ
か
の

（
、
）

大
き
な
対
立
軸
が
見
え
て
く
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
対
立
軸
に
お
い
て
前
者
、
大
国
・
政
府
間
主
義
・
先
行
続
く
ロ
と
い
っ
た
立
場
は
大
国
に
有

利
で
、
統
合
を
政
府
間
会
議
に
よ
っ
て
進
め
よ
う
と
す
る
立
場
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
後
者
、
つ
ま
り
小
国
・
超
国
家
主

義
・
共
同
歩
調
と
い
っ
た
立
場
は
小
国
有
利
、
大
国
に
よ
る
イ
ニ
シ
ァ
テ
ィ
ヴ
よ
り
も
、
欧
州
委
員
会
に
よ
る
イ
ニ
シ
ァ
テ
ィ
ヴ
を
好
む

立
場
で
あ
る
。

以
上
が
憲
法
草
案
の
全
体
の
概
要
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
本
論
文
が
最
も
注
目
す
る
の
は
、
や
は
り
サ
ブ
シ
デ
ィ
ァ
リ
テ
ィ
ー
に
関
す

る
規
定
と
「
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
。

ま
ず
、
サ
ブ
シ
デ
ィ
ア
リ
テ
ィ
ー
に
関
し
て
で
あ
る
が
、
第
一
章
第
四
節
で
も
そ
の
詳
細
な
手
続
き
を
述
べ
た
よ
う
に
、
立
法
の
事
前

と
事
後
に
各
加
盟
国
議
会
が
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
ま
で
サ
ブ
シ
デ
ィ
ァ

リ
テ
ィ
ー
は
欧
州
統
合
の
重
要
な
基
本
原
理
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
て
き
た
が
、
実
際
の
制
度
の
な
か
で
こ
れ
を
監
視
、
判
断
す
る
た
め
の
シ

ス
テ
ム
は
正
式
に
明
言
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
第
一
章
第
三
節
で
扱
っ
た
デ
ン
マ
ー
ク
容
器
事
件
の
よ
う
に
、
欧
州
委
員
会
と
加
盟
国
政

府
と
の
間
で
、
共
同
体
政
策
あ
る
い
は
加
盟
国
の
国
内
政
策
が
サ
ブ
シ
デ
ィ
ァ
リ
テ
ィ
ー
に
照
ら
し
て
ど
ち
ら
の
政
策
が
優
先
さ
れ
る
べ

き
か
を
争
う
裁
判
が
欧
州
裁
判
所
で
行
わ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
そ
の
判
断
を
す
る
の
は
当
然
欧
州
裁
判
所
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
で
は
問
題
点
が
多
す
ぎ
た
。
ま
ず
、
こ
れ
は
共
同
体
の
立
法
さ
ら
に
は
実
施
の
事
後
に
な
っ
て
初
め
て
、
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サ
ブ
シ
デ
ィ
ァ
リ
テ
ィ
ー
に
関
す
る
チ
ェ
ッ
ク
機
能
が
働
く
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
問
題
が
あ
れ
ば
欧
州
裁
判
所
に
提
訴
す
る
た
め
、

立
法
、
政
策
実
施
、
訴
訟
、
す
べ
て
が
莫
大
な
労
力
と
時
間
を
費
や
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
サ
ブ
シ
デ
ィ
ア
リ
テ
ィ
ー
に
関

す
る
チ
ェ
ッ
ク
機
能
と
し
て
は
非
効
率
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
パ
タ
ー
ン
の
欧
州
裁
判
所
で
の
訴
訟
は
、
サ
プ
シ

デ
ィ
ァ
リ
テ
ィ
ー
に
そ
っ
た
も
の
か
否
か
を
メ
イ
ン
に
行
わ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
環
境
と
自
由
貿
易
、
域
内
統
一
市
場
な
ど
と
い
っ
た

相
容
れ
な
い
立
場
の
衝
突
が
当
事
者
の
関
心
事
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
、
従
来
の
シ
ス
テ
ム
は

サ
ブ
シ
デ
ィ
ァ
リ
テ
ィ
ー
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
た
め
の
機
能
と
は
言
い
が
た
い
。

今
回
の
草
案
で
、
立
法
の
事
前
、
つ
ま
り
提
案
の
段
階
で
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
ら
れ
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
こ
と
が
、
い
か
に
効
率
的

で
画
期
的
で
あ
る
か
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
そ
の
役
割
を
加
盟
国
議
会
に
付
与
し
た
こ
と
に
も
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
の
意
欲
が
う
か
が
え

る
。
第
三
章
で
見
た
よ
う
に
、
従
来
の
共
同
体
立
法
は
欧
州
委
員
会
で
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
作
成
す
る
際
、
市
民
以
外
の
利
害
関
係
者
、
つ

ま
り
各
種
業
界
に
は
そ
の
門
戸
を
開
い
て
い
る
が
、
｜
股
市
民
に
は
ま
っ
た
く
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
行
わ
れ
て
い
た
。

そ
し
て
そ
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
は
、
加
盟
国
ト
ッ
プ
の
集
ま
り
で
あ
る
欧
州
理
事
会
と
欧
州
議
会
に
諮
問
、
採
択
が
求
め
ら
れ
る
。
欧
州
議

会
が
、
共
同
体
機
関
の
中
で
唯
一
欧
州
市
民
か
ら
直
接
選
ば
れ
た
も
の
で
あ
る
と
は
い
え
、
欧
州
議
会
選
挙
へ
の
投
票
率
か
ら
も
わ
か
る

よ
う
に
、
一
般
欧
州
市
民
に
は
ま
だ
ま
だ
身
近
な
存
在
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
が
同
時
に
国
内
議
会
の
審
議
に
か
か

れ
ば
、
各
加
盟
国
内
で
の
メ
デ
ィ
ア
な
ど
の
扱
い
も
大
き
く
な
る
で
あ
ろ
う
し
、
一
般
市
民
の
目
に
触
れ
る
機
会
や
、
議
員
、
ロ
ビ
ー
な

ど
を
通
じ
て
市
民
が
な
ん
だ
か
の
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
も
理
論
上
一
○
○
％
不
可
能
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
異
議
を
申
し
た
て
る
期
間
は

限
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
、
代
議
制
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
制
約
を
考
え
る
と
、
そ
の
可
能
性
は
実
際
問
題
と
し
て
限
り
な
く
不
可
能
に
近
い
と

い
え
一
ら
。

欧
州
共
同
体
に
お
け
る
「
民
主
主
義
の
赤
字
」
問
題
と
そ
の
処
方
菱
（
四
．
完
）
（
細
井
）

二
五
七
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さ
ら
に
、
こ
の
問
題
を
第
二
章
で
論
じ
た
よ
う
に
、
ア
ク
タ
ー
に
着
目
し
て
考
え
て
み
る
と
、
こ
の
場
合
の
議
会
は
国
家
レ
ヴ
ェ
ル
に

該
当
す
る
。
そ
こ
に
は
地
方
レ
ヴ
ェ
ル
、
も
ち
ろ
ん
市
民
レ
ヴ
ェ
ル
の
関
与
は
実
質
な
い
に
等
し
い
。
共
同
体
の
政
治
、
各
加
盟
国
内
政

治
の
表
舞
台
に
お
い
て
、
地
方
レ
ヴ
ェ
ル
の
ア
ク
タ
ー
の
存
在
は
十
分
で
な
い
に
し
る
尊
重
さ
れ
つ
つ
あ
る
傾
向
に
あ
る
。
し
か
し
、
市

民
レ
ヴ
ェ
ル
の
ア
ク
タ
ー
の
大
半
を
占
め
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
ｚ
○
コ
の
。
く
の
『
ロ
曰
の
ロ
白
一
○
局
目
團
詳
一
目
⑫
）
は
、
そ
の
名
が
示
す
よ
う
に
政
府

で
は
な
い
た
め
、
政
治
へ
の
正
式
に
確
立
さ
れ
た
ル
ー
ト
は
持
っ
て
い
な
い
。

共
同
体
、
加
盟
国
政
府
、
地
方
政
府
と
い
う
三
層
の
政
府
系
ア
ク
タ
ー
に
加
え
、
市
民
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
と
い
う
非
政
府
系
の
新
し
い
ア
ク

タ
ー
が
登
場
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
、
そ
の
政
策
が
サ
ブ
シ
デ
ィ
ァ
リ
テ
ィ
ー
に
か
な
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
は

政
府
系
ア
ク
タ
ー
に
は
有
意
義
で
あ
る
が
、
非
政
府
系
ア
ク
タ
ー
に
は
ほ
と
ん
ど
無
意
味
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
サ
ブ
シ
デ
ィ
ァ
リ
テ

ィ
ー
に
よ
る
「
権
限
の
綱
引
き
」
に
参
加
で
き
な
い
市
民
と
い
う
ア
ク
タ
ー
に
と
っ
て
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
作
成
す
る
欧
州
委
員
会
に
イ

ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
（
意
見
の
提
出
）
の
権
利
を
市
民
に
正
式
に
認
め
た
「
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
の
規
定
は
、
共
同
体
の
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ

ー
に
と
っ
て
小
さ
な
一
歩
で
は
あ
る
が
、
非
常
に
大
き
な
意
味
の
あ
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
市
民
の
共
同
体
レ
ヴ
ェ
ル
の
政
治
参
加

へ
の
道
を
確
立
し
て
い
く
こ
と
は
、
サ
ブ
シ
デ
ィ
ア
リ
テ
ィ
ー
に
お
け
る
ア
ク
タ
ー
と
し
て
の
市
民
の
存
在
を
確
立
す
る
こ
と
で
も
あ
る
。

そ
の
こ
と
は
第
二
章
で
述
べ
た
、
「
地
域
」
の
共
同
体
に
お
け
る
政
治
的
ア
ク
タ
ー
と
し
て
、
そ
の
存
在
を
確
立
し
て
き
た
経
験
か
ら
予

測
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
政
治
的
ア
ク
タ
ー
と
し
て
の
市
民
は
、
ポ
リ
テ
ィ
ー
つ
ま
り
政
府
で
は
な
い
と
い
う
ハ
ン
デ
ィ
ー
が
あ
る
が
、
参

加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
的
要
素
の
導
入
と
い
う
新
た
な
動
き
が
そ
の
一
翼
を
担
う
大
き
な
要
因
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

そ
の
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
的
要
素
は
具
体
的
に
は
、
憲
法
条
約
草
案
の
第
四
八
条
四
項
に
「
市
民
の
イ
ニ
シ
ァ
テ
ィ
ヴ
（
Ｃ
三
Ｎ
の
：

冒
爵
牙
の
）
」
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
図
２
に
示
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
現
実
に
こ
の
制
度
を
利
用
し
よ
う
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図２市民のイニシアティヴの発展のために

欧
州
共
同
体
に
お
け
る
「
民
主
主
義
の
赤
字
」
問
題
と
そ
の
処
方
菱
（
四
。
完
）
（
細
井
）

‐
序
式
小
心
》
」
小
稀

五
九

出所：IRIEuropeSurvey2004onhowtheInitiative＆Referendumprocesscan

contributetomoreandbctterdemocracy・ＢｙＢｒｕｎｏＫａｕｆｍａｎｎ

具体的な事項
コンヴェンションの提案

(46.4条〉
改善の可能性と助言

腿始の条件：イニシアティヴ

を開始するために，どれくら

いの署名を集めなければなら

ないか？

｢相当数の市民，ＩＣ0万以上」 100万以上の署名＝拡大後の

共同体のすべての住民の0２
％ 

(４億8000万）

時間的制約：署名を集めるた

めに時間はどれくらい与えら

れるか？

｢ＥＣ法が特定の手続きに関

する規定を決定する」

８－１６カ月（より力のないア

クターもイニシアティヴを成

し遂げられるために）

除外される政治的問題：どの

ような政治的問題が直接民主

主義的決定から除外されるの

か？

｢この憲法を実施する目的に

共同体による法的行動が求め
られると市民が考えるような

事柄」

なし（市民のイニシアティヴ

は欧州委員会の権限に限定さ

れているため，それ以上の制

限は適切ではない）

領土的配分：いくつの加盟国

から署名は染められなければ

ならないのか？また．一国に

おける署名数の上限はどれく

らいか？

｢相当数の加盟国から」 イニシアティヴのトランスナ

ショナルな側面を促進するた

めに５－８加盟国

署名活動の方法：どのように

署名は集められるべきか？

自由に集められるべきか，法

の規制のもと地方政府におい

て署名をすべきか？

｢ＥＣ法が特定の手続きに関

する規定を決定する」

署名活動はできるだけ自由に

行われるべきで，インターネ

ットなどの電子ネットワーク

も含む（確認作業は加盟国の

行政がランダムなサンプル検

査によって行う）

麟会の役割：直接・間接民主

民主主義の両形式は，議会で

の議論によってリンクされる

ことが必要で！異なる提案が

提出される可能性を残さなけ
ればならない

｢欧什|委員会を召喚」 欧州議会は欧州市民によるイ

ニシアティヴのプロセスにお

いて役割があるが，それをス

トップさせる櫨限は持たない

有梅者への情報提供：有樅者

が問題についての適切な慨報

が提供されるために多くの努

力が必要とされる．そしてそ

れは十分に議論されなくては
ならない．少なくとも有梅者

のためのパンフレットが配布

されるべきである

｢ＥＣ法が特定の手続きに関

する規定を決定する」

登録されたイニシアティヴ

は，任務遂行のためのある程

度の基本的枠組みに必要な財

源を共同体から給付される．
加えて有効なイニシアティヴ

はすべての共同体有11,1者に告

知するための財源を給付され

る

公式な資格とイニシアティヴ

欧州委員会の法的ステータス

｢適切な法案」 ＥＣ法の草案
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法
学
志
林
第
一
○
四
巻
第
二
号

二
六
○

と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
の
提
案
し
て
い
る
各
事
項
は
あ
ま
り
に
も
大
雑
把
で
抽
象
的
す
ぎ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え

な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
Ｅ
Ｒ
Ｃ
は
「
改
善
の
可
能
性
と
助
言
」
を
各
事
項
に
与
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
Ｅ
Ｒ
Ｃ
の
中
心
的
メ
ン
バ
ー
の

ひ
と
り
で
あ
る
ブ
ル
ー
ノ
・
カ
オ
フ
マ
ン
（
因
日
ロ
・
属
目
｛
日
四
目
）
は
、
「
市
民
の
イ
ニ
シ
ァ
テ
ィ
ヴ
」
が
ほ
と
ん
ど
欧
州
委
員
会
の
好

意
（
ぬ
８
９
菖
｝
一
）
に
依
存
し
て
い
る
か
ぎ
り
、
こ
の
新
し
い
参
加
手
段
を
市
民
に
と
っ
て
信
頼
で
き
る
も
の
に
す
る
た
め
の
、
あ
る
種

（
釦
）

の
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
イ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
が
必
要
で
あ
ろ
う
、
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。
ま
た
、
各
加
盟
国
政
府
を
含
め
、
共
同
体
諸
機
関

に
よ
る
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
な
姿
勢
も
必
要
で
あ
る
と
し
、
そ
の
た
め
に
は
Ｉ
Ｒ
Ｉ
（
自
圖
ば
く
の
陣
訶
の
｛
の
『
の
目
ロ
ョ
『
ロ
⑰
ロ
白
（
の
回
こ
『
○
℃
の
）
は

（
幻
）

喜
ん
で
ア
シ
ス
ト
す
る
用
意
が
あ
る
こ
と
も
付
け
加
一
え
て
い
る
。

（
＆
市
民
が
求
め
る
市
民
参
加

（
魂
）

ド
イ
ツ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
も
っ
と
民
主
主
義
を
！
（
三
の
胃
□
の
日
。
【
『
四
【
】
の
一
）
」
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
問
題
担
当
の
ミ
ヒ
ャ
ェ
ル
・
エ
フ
ラ
ー
（
三
一
‐

。
ｇ
の
一
回
亘
閂
）
を
中
心
に
、
欧
州
議
会
議
員
の
ブ
ル
ー
ノ
・
カ
オ
フ
マ
ン
、
ア
ラ
ン
・
ラ
マ
ス
ー
ル
（
ど
巴
ロ
Ｅ
日
日
山
の
印
・
ロ
『
の
）
、
ユ

ル
ゲ
ン
・
マ
イ
ャ
ー
（
」
旨
い
の
ロ
ニ
の
］
の
『
）
と
連
携
し
て
憲
法
条
約
草
案
に
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
導
入
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
Ｅ
Ｒ
Ｃ
を

展
開
し
た
彼
ら
は
、
ま
ず
、
憲
法
条
約
草
案
を
作
成
す
る
た
め
の
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
開
催
期
間
中
に
、
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
の
メ
ン
バ

ー
の
同
意
を
と
り
つ
け
る
た
め
の
粘
り
強
い
ロ
ビ
ー
活
動
を
し
な
が
ら
、
二
つ
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
提
出
し
、
署
名
活
動
を
行
っ
た
。
そ

の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
と
は
、
（
｜
）
憲
法
条
約
批
准
の
た
め
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
、
（
二
）
共
同
体
立
法
プ
ロ
セ
ス
に
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

（
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
・
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
）
を
憲
法
条
約
に
盛
り
込
む
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
旨
冨
昌
ぐ
の
陣

第
二
節
市
民
の
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
１
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①
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
民
主
化

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
的
手
法
は
ま
す
ま
す
重
要
性
を
増
し
、
実
施
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
実
際
、
一
九
七
二
年

以
降
、
欧
州
統
合
に
関
す
る
四
○
以
上
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
が
二
二
の
国
々
で
実
施
さ
れ
て
き
た
。
欧
州
市
民
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
問
題
に
関

す
る
重
要
な
決
定
に
お
い
て
市
民
の
直
接
参
加
を
実
施
し
て
き
た
経
験
か
ら
、
そ
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
れ
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ほ
と
ん
ど
の
市
民
た
ち
に
と
っ
て
、
欧
州
統
合
は
い
ま
だ
に
身
近
に
は
感
じ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
エ
リ
ー

ト
た
ち
の
み
の
問
題
あ
る
い
は
非
民
主
主
義
的
事
柄
と
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
二
○
○
三
年
六
月
に
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
採
択
さ
れ
た
新
し
い
憲
法
条
約
草
案
に
関
し
て
、
近
い
将
来
多
く
の
市

民
が
そ
の
意
見
を
表
明
す
る
機
会
を
も
つ
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
節
の
（
ｂ
）
で
紹
介
す
る
ド
イ
ツ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
が
展

開
し
た
、
憲
法
条
約
を
各
加
盟
国
が
批
准
す
る
際
に
各
加
盟
国
が
同
時
に
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
を
実
施
し
よ
う
と
い
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
身

を
結
び
つ
つ
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
事
態
は
動
き
始
め
た
ば
か
り
で
あ
る
が
、
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
が
憲
法
条
約
草
案
に
参

欧
州
共
同
体
に
お
け
る
「
民
主
主
義
の
赤
字
」
問
題
と
そ
の
処
方
菱
西
．
完
）
（
細
井
）

一
一
一
ハ
一

幻
日
①
『
①
且
ロ
ョ
］
ロ
の
一
冒
芹
の
回
巨
『
○
℃
の
や
ベ
ル
ギ
ー
、
オ
ラ
ン
ダ
の
活
動
家
、
メ
デ
ィ
ア
な
ど
を
巻
き
込
ん
で
、
大
々
的
に
展
開
さ
れ
、

コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
・
メ
ン
バ
ー
か
ら
も
大
き
な
支
持
を
と
り
つ
け
な
が
ら
も
、
最
終
的
に
は
、
（
二
）
の
共
同
体
立
法
プ
ロ
セ
ス
に
お

け
る
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
の
み
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
結
果
に
終
わ
っ
た
。

こ
の
節
で
は
、
今
な
ぜ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
市
民
の
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
、
具
体
的
に
は
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
と
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
が
必
要
と

さ
れ
て
い
る
の
か
、
そ
の
特
質
、
ア
ド
ヴ
ァ
ン
テ
ー
ジ
と
は
何
か
を
考
察
し
、
第
二
の
近
代
に
お
け
る
市
民
が
求
め
て
い
る
共
同
体
へ
の

市
民
参
加
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
考
察
す
る
。
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一
九
八
○
年
当
時
、
自
由
選
挙
、
多
党
制
な
ど
の
よ
う
な
基
本
的
な
民
主
的
な
権
利
を
享
受
し
て
い
た
の
は
世
界
で
人
口
に
し
て
四
六
％
、

国
の
数
に
し
て
五
四
し
か
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
、
二
○
世
紀
末
ま
で
に
は
、
七
○
億
人
以
上
い
る
人
口
の
う
ち
の
六
八
％
、
国
の
数
に
し

て
一
二
九
が
、
民
主
的
国
家
に
住
ん
で
い
る
。

し
か
し
、
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
の
報
告
書
の
中
で
、
「
真
の
民
主
化
と
は
選
挙
を
実
施
し
た
だ
け
で
達
成
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
人
々
の
尊
厳

が
守
ら
れ
、
彼
ら
を
統
治
す
る
法
や
制
度
の
形
成
と
管
理
運
営
に
彼
ら
自
身
が
参
加
で
き
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」
と
も
述
べ
ら
れ
て
い

法
学
志
林
第
一
○
四
巻
第
二
号

一
ニ
ハ
一
一

加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
最
も
初
歩
的
手
段
で
あ
る
「
欧
州
市
民
の
イ
ニ
シ
ァ
テ
ィ
ヴ
」
（
倉
向
巨
『
○
℃
Ｂ
ｐ
Ｑ
目
の
ロ
の
》
百
三
：
ぐ
の
弓
）
を
導
入
す

る
な
ど
、
こ
こ
最
近
共
同
体
は
市
民
の
直
接
参
加
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
感
が
あ
る
。

世
界
的
に
み
て
も
、
市
民
の
直
接
参
加
は
政
治
的
意
思
決
定
の
セ
ン
タ
ー
ス
テ
ー
ジ
に
な
り
つ
つ
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ

（
『
ゴ
の
ロ
巳
戸
の
」
ｚ
ｇ
－
ｏ
。
⑪
ｏ
の
く
の
］
。
□
日
⑦
貝
勺
８
ｍ
『
ロ
ョ
）
は
そ
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
中
で
、
最
近
以
下
の
よ
う
な
一
一
つ
の
結
論
を
出
し

（
鰯
）

て
い
る

る風
０－戸

こ
れ
は
、
国
連
が
イ
ニ
シ
ァ
テ
ィ
ヴ
と
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
と
い
う
か
た
ち
で
、
市
民
が
立
法
に
直
接
参
加
す
る
こ
と
を
二
一
世
紀
の
グ

ロ
ー
バ
ル
な
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
挑
戦
の
中
心
に
す
え
た
最
初
で
あ
る
。
欧
州
統
合
は
、
こ
の
中
心
的
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
世
界
中
の
他

１
社
会
の
民
主
化
は
、
わ
れ
わ
れ
の
時
代
の
最
も
重
要
で
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
な
傾
向
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

２
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
民
主
化
は
、
近
い
将
来
の
最
も
大
き
な
挑
戦
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
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②
イ
ニ
シ
ァ
テ
ィ
ヴ
と
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
に
よ
る
代
議
制
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
補
強

ア
メ
リ
カ
や
ス
イ
ス
の
よ
う
な
連
邦
制
を
と
っ
て
い
る
国
で
は
、
イ
ニ
シ
ァ
テ
ィ
ヴ
と
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
は
一
○
○
年
以
上
も
の
歴
史

を
も
ち
、
政
治
的
決
定
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
は
た
し
て
き
た
。
そ
の
他
の
国
で
そ
れ
ら
が
憲
法
や
政
治
的
決
定
に
取
り
入
れ
ら
れ
、

（
班
）

実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
冷
戦
後
の
こ
と
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
は
一
九
七
二
年
か
ら
お
も
に
共
同
体
制
度
加
盟
の

是
非
を
問
う
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
が
当
該
国
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
頻
繁
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
や
は
り
一
九
九
○
年
代
に
な
っ

て
か
ら
で
あ
る
（
図
３
参
照
）
。
と
は
い
え
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
多
く
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
に
よ
っ
て
そ
の
統
合
プ
ロ
セ
ス
が
進
め
ら
れ
て

き
て
お
り
、
世
界
の
ど
こ
を
み
て
も
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
て
い
る
事
例
は
な
い
。
一
九
七
二
年
か
ら

一
一
○
○
三
年
の
間
、
二
一
一
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
で
一
一
五
億
人
以
上
の
人
々
が
四
○
の
欧
州
統
合
に
関
す
る
決
定
を
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
に
よ

っ
て
行
っ
て
い
る
（
図
３
参
照
）
。

こ
れ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
イ
ニ
シ
ァ
テ
ィ
ヴ
と
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
の
発
展
過
程
の
ほ
ん
の
入
り
口
に
す
ぎ
な
い
が
、
欧
州
議
会

議
員
で
あ
り
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
っ
た
ブ
ル
ー
ノ
・
カ
オ
フ
マ
ン
、
ア
ラ
ン
・
ラ
マ
ス
ー
ル
、
ユ
ル
ゲ
ン
・
マ
イ
ャ

ー
と
ド
イ
ツ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
も
っ
と
民
主
主
義
を
！
」
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
問
題
担
当
の
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
エ
フ
ラ
ー
ら
が
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
に

提
出
し
た
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
ひ
と
つ
、
憲
法
条
約
の
批
准
を
二
五
ヵ
国
同
時
に
実
施
す
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
で
行
う
と
い
う
プ
ロ
ポ
ー
ザ

欧
州
共
同
体
に
お
け
る
「
民
主
主
義
の
赤
字
」
問
題
と
そ
の
処
方
菱
西
。
完
）
（
細
井
）

一一一ハーーー

の
ど
ん
な
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
レ
ヴ
ェ
ル
の
政
治
過
程
を
み
て
も
、
欧
州
共
同
体
ほ
ど
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
享
受
と
い
う
こ
と
に
こ
だ

わ
っ
て
い
る
政
治
機
構
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
欧
州
共
同
体
は
「
民
主
主
義
の
赤
字
」
と
い
う
よ
う
な
批
判
を
受
け
る
こ
と
に

も
な
る
の
で
あ
る
。
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ロッパに関する４０のレファレンダム図３ヨ

Ｉ 
法
学
志
林
第
一
○
四
巻
第
二
号

９９１－ 

１３二

二
六
四

１９９： 

二：二

国名 最終投票日 テーマ 賛成率 投票率 定数
発鑛
／拘束力

法的根拠

１ フランス 1972年

４月２３日
EECの拡大 ６８２７％ 60.27％ なし 大統領

なし

】Ｌ８９条

２ アイルラ

ンド

1972年
５月１０日

ＥＣ承諾 83.1％ 70.88％ なし 義務的Ｒ
あり

46.2条

３ ノルウェ 1972年
９月２６日

ＥＣ承諾 46.5％ 79.2％ なし 議会
なし

なし

４ デンマー

ク

1972年
10月２日

ＥＣ承諾 63.29％ 90.4％ 非承認
30％ 

義務的Ｒ
あり

20条

５ スイス 1972年

１２月３日

EECとの自

由貿易条約

７２５％ 52％ カントンと市民

で両方とも多数
義務的Ｒ
あり

なし

６ イギリス 1975年
６月５日

EＣ加盟 67.23％ 64.03％ なし 政府
なし

なし

７ グリーン

ランド

1982年

２月２７日
EＣ加盟 45.96％ 74.91％ なし 議会

あり

なし

８ デンマー

ク

1986年

２月２７日
共同市場 56.24％ 75.39％ 非承認

30％ 

議会
あり

42条

９ アイルラ

ンド

1987年
５月２６日

共同市場 69.92％ 414.09％ なし 義務的Ｒ
あり

46.2条

1０ イタリア 1989年
６月１８日

欧州趨法
プロセス

88.06％ 85.4％ なし 市民のイニシ
アティヴ

なし

71条

1１ デンマー

ク

1992年
６月２日

マーストリ

ヒト条約

47.93％ 83.1％ 非承認
30％ 

義務的Ｒ
あり

20条

1２ アイルラ

ンド

1992年

６月１８日

マーストリ

ヒト条約

68.7％ 57.31％ なし 義務的Ｒ
あり

46.2条

1３ フランス 1992年

９月２０日

マーストリ

ヒト条約

5Ｌ０５％ 69.69％ なし 大統領
あり

11条

1４ スイス 1992年
１２月６日

EEA承諾 49.7％ 78％ カントンと市民
で両方とも多数

義務的Ｒ
あり

89.5条
123条

1５ リトアニ

ア

1992年
１２月１２日

EEA承諾 55.81％ 87％ なし 議会
あり

66条

1６ デンマー

夕

1993年

５月１８日

マーストリ

ヒト条約

５６７７％ 85.5％ 非承認
30％ 

議会
あり

42％ 

1７ オースト

リア

1994年
６月１２日

ＥＵ承諾 66.58％ 82.35％ なし 義務的Ｒ
あり

44条

1８ フィンラ

ンド

1994年
１０月１６日

56.88％ 70.4％ 70.4％ なし 議会
なし

22条

1９ スウェー

テン

1994年

１１月１３日
ＥＵ承諾 52.74％ 83.32％ なし 鏡会 ８章４項

2０ Ａｌａｎ｡‐ 
1s]aｎｄｓ 

1994年

11月２０日
ＥＵ承諾 73.64％ 49.1％ なし 議会

なし

なし

2１ ノルウェ 1994年
１１月２０日

ＥＵ承諾 47.8％ 89％ なし 識会
なし

なし

2２ リトアニ

ア

1995年

４月９日

EＥＣ 55.88％ 82.05％ なし 義務的Ｒ
あり

66条

2３ スイス 1997年

６月８日
ＥＵ承諾 25.9％ 35％ カントンと市

民で両方とも
多数

市民のイニシ
アティヴ

あり

121条

2４ アイルラ

ンド

1998年
５月２２日

アムステル

ダム条約

61.74％ 56.26％ なし 義務的Ｒ
あり

46.2条

2５ デンマー

ク

1998年
５月２８日

アムステル

ダム条約

55.1％ 76.24％ 非承認
30％ 

義務的Ｒ
あり

46.2条
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欧
州
共
同
体
に
お
け
る
「
民
主
主
義
の
赤
字
」

l謹
一出所：IRIEuropeSurvey2DO4onhowtheInitiative＆ReferendumprocesscanｌＲＩＥｕｒｏｐｅＳｕｒｖｅｙ２ＤＯ４ｏｎｈｏｗｔｈｅInitiative＆Referendumprocesscan 

contributetomoreandbetterdemocracy・ＢｙＢＴｕｎｏＫａｕｆｍａｎｎ

が
。
し
か
し
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ス
ペ
イ

ン
、
フ
ラ
ン
ス
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
デ

ン
マ
ー
ク
の
よ
う
な
加
盟
国
の
政
府
は
、

す
で
に
二
○
○
四
年
か
二
○
○
五
年
市

民
に
よ
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
の
実
施
を

行
う
こ
と
を
発
表
し
て
い
る
し
、
オ
ー

ス
ト
リ
ア
や
ベ
ル
ギ
ー
で
は
近
い
将
来

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
規
模
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム

に
参
加
す
る
意
向
を
表
明
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
発
展
の

か
げ
に
は
、
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
と
レ
フ

ァ
レ
ン
ダ
ム
に
よ
っ
て
、
多
く
の
国
が

参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
的
な
制
度
の
基
盤

二
六
五

法
条
約
草
案
に
盛
り
込
ま
れ
な
か
っ
た

述
す
る
が
、
こ
の
プ
ロ
ポ

ル
は
広
く
支
持
さ
れ
た
。
詳
し
く
は
後

ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
に
お
け
る
決
定
で
意

ザ
ル
は
．

2６ スイス 2000年
５月２１日

ＥＵとの双

務的条約
672％ 48％ なし FacultativeR 

あり
141条

2７ デンマー

ク

2000年

９月２８日
ユーロ導入 46.87％ 87.2％ 非承認

30％ 
市民のイニシ
アティヴ

あり

139条

2８ スイス 2001年
３月４日

ＥＵ承諾

手続き,開始
23.2％ 55％ カントンと市民

で両方とも多飲
市民によるイ
ニシアティヴ

139条

2９ アイルラ

ンド

2001年
６月７日

ニース条約 46.13％ 34.79％ なし 義務的Ｒ
あり

46.2条

3０ アイルラ

ンド

2002年

10月１９日
ニース条約 62.89％ 48.45％ なし 義務的Ｒ

あり
46.2条

3１ マルタ 2003年

３月８日
ＥＵ承諾 53.6％ 91.0％ なし 議会

なし

なし

3２ スロヴェ

ニア

2003年
３月２３日

ＥＵ承諾 89.6％ 60.3％ 投票率
50％ 

議会
あり

169条

3３ ハンガリ 2003年
４月１２日

EC承諾 8ａ８％ 45.6％ 25％以上の承
認

蟻会
あり

19条
28条

3４ リトアニ

ア

2003年
５月１日

ＥＵ承諾 9Ｌ１％ 63.4％ 投票率
50％ 

承認
33％ 

蟻会
あり

147条

3５ スロヴァ
キア

2003年

５月１７日
ＥＵ承諾 92.5％ 52.5％ 投票率

50％ 
雛会
あり

3６ ポーラン

ド

2003年
６月８日

ＥＵ承諾 77.5％ 58.9％ 投票率
50％ 

霞会
あり

125条

3７ チェコ共
和国

2003年
６月１４日

Eu承諾 77.3％ 55.2％ なし 議会
あり

特別法

3８ エストニ

ア

2003年

９月１４日
ＥＵ承諾 66.83％ 64.06％ なし 議会

あり
105条

3９ スウェー

デン

2003年
９月１４日

ユーロ導入 42％ 82.6％ なし 鏑会
なし

4条

4０ リトアニ

ア

2003年

９月２０日
ＥＵ承諾 67％ 72.5％ 投票率

50％ 
鎖会
あり

79条
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法
学
志
林
第
一
○
四
巻
第
二
号

一
二
ハ
ー
ハ

（
妬
）

を
強
化
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
う
か
が
え
る
。

「
共
同
体
創
設
の
父
」
た
ち
は
、
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
政
治
的
意
思
決
定
に
市
民
の
直
接
参
加
と
い
う
考
え
に
は

否
定
的
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
ド
イ
ツ
な
ど
で
よ
く
い
わ
れ
る
第
二
次
世
界
大
戦
の
後
遺
症
と
い
う
よ
り
は
、
増
大
す
る
冷
戦
の
脅
威
で

（
薊
）

あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
冷
戦
は
ま
ず
何
よ
り
も
一
九
四
○
年
代
に
発
展
し
つ
つ
あ
っ
た
民
主
的
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
邦
（
■
・
の
日
○
。
『
呉
一
・
ロ
ロ
『
‐

○
℃
の
目
同
巴
の
『
：
○
口
）
の
構
想
を
打
ち
砕
い
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
ジ
ャ
ン
・
モ
ネ
、
シ
ュ
ー
マ
ン
と
い
っ
た
一
九
五
○
年
代
の
欧

州
統
合
を
進
め
た
リ
ー
ダ
ー
た
ち
は
、
機
能
主
義
的
な
仕
事
を
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
統
合
は
加
盟
国
間
の
抵
抗
の
少
な
い

経
済
や
官
僚
的
な
関
心
事
か
ら
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
政
治
的
統
合
は
保
留
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
当
然
そ
こ
に
は
政
治
的
意
思
決

定
へ
の
市
民
の
直
接
参
加
な
ど
考
慮
さ
れ
る
は
ず
な
ど
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
一
九
六
○
年
代
に
な
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
規
模
で
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
に
挑
戦
し
よ
う
と
し
た
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
が
い
た
。
そ

れ
は
シ
ャ
ル
ル
・
ド
・
ゴ
ー
ル
で
あ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
、
様
々
な
国
の
人
々
が
自
ら
同
盟
を
結
ぶ
こ
と
を
決
定
す
る

と
き
に
初
め
て
誕
生
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
各
加
盟
国
の
議
員
が
各
国
議
会
内
で
投
票
し
て
批
准
を
決
定
す
る
の
で
は
不
十
分
で
あ
り
、

（
鍋
）

市
民
に
よ
る
投
票
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
当
該
国
す
べ
て
に
お
い
て
同
時
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
」
。
驚
く
こ

と
に
ド
・
ゴ
ー
ル
の
構
想
は
一
一
○
○
二
年
か
ら
二
○
○
一
一
一
年
に
か
け
て
、
前
述
し
た
欧
州
議
会
議
員
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
メ
ン
バ
ー
が
憲
法
条
約
草

案
作
成
の
た
め
の
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
に
提
出
し
た
ふ
た
つ
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
う
ち
、
憲
法
批
准
の
た
め
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
に
つ
い

て
主
張
し
て
い
る
こ
と
と
ほ
ぼ
同
じ
な
の
で
あ
る
。
二
一
世
紀
に
は
い
っ
て
よ
う
や
く
動
き
を
見
せ
始
め
た
市
民
の
直
接
参
加
の
構
想
は
、

す
で
に
こ
の
時
代
に
提
唱
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
実
際
に
共
同
体
に
お
い
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
問
題
に
関
す
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
が
初
め
て
実
施
さ
れ
た
の
は
、
そ
れ
か
ら
一
○
年
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を
経
た
一
九
七
一
一
年
一
一
一
月
一
一
三
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ポ
ン
ピ
ド
ー
（
の
①
。
『
、
①
の
勺
・
日
己
己
・
ロ
）
が
自
国
の
市
民

に
、
共
同
体
の
北
一
々
拡
大
の
是
非
を
問
う
た
め
に
実
施
し
た
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
フ
ラ
ン
ス
の
市
民
は
三
分
の

こ
の
多
数
で
デ
ン
マ
ー
ク
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
共
同
体
加
盟
を
承
認
す
る
意
志
を
表
明
し
た
。
こ
の
レ
フ
ァ

レ
ン
ダ
ム
は
具
体
的
な
加
盟
承
認
と
い
う
こ
と
以
外
に
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
市
民
の
直
接
参
加
に
可
能
性
を
開
い
た
と
い
う
意
義
を
持

っ
て
い
る
。
こ
れ
に
続
く
よ
う
に
し
て
、
こ
の
年
の
五
月
一
○
日
に
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
共
同
体
加
盟
に
関
す
る
レ
フ

ァ
レ
ン
ダ
ム
が
実
施
さ
れ
、
九
月
二
六
日
に
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
一
二
月
三
日
に
は
ス
イ
ス
が
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
を
実
施
し
て
い
る
。

一
九
七
二
年
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
関
す
る
最
初
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
か
ら
気
が
つ
く
こ
と
は
、
加
盟
国
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
実
施
の
た
め

の
シ
ス
テ
ム
に
相
違
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
図
３
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
た
と
え
ば
フ
ラ
ン
ス
で
は
大
統
領
が
発
議
し
て
、
レ

フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
の
結
果
は
拘
一
宋
力
を
も
た
ず
に
単
な
る
諮
問
と
い
う
か
た
ち
で
使
わ
れ
る
。
し
か
し
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
は
そ
の
レ
フ
ァ

レ
ン
ダ
ム
は
憲
法
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
結
果
は
拘
束
力
を
も
つ
。
デ
ン
マ
ー
ク
で
は
、
共
同
体
に
加
盟
す
る
場
合
の
よ
う

な
、
そ
の
主
権
の
一
部
を
国
際
機
関
に
移
譲
す
る
と
き
、
議
会
で
六
分
の
五
以
上
の
多
数
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
が
得
ら
れ

な
い
場
合
に
市
民
に
よ
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
が
実
施
さ
れ
る
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー
が
共
同
体
に
加
盟
す
る
と
き
は
、
議
会
が
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム

を
発
議
し
、
ス
イ
ス
が
自
由
貿
易
条
約
を
批
准
す
る
と
き
は
連
邦
政
府
が
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
を
発
議
し
た
。

こ
の
図
の
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、
平
均
し
て
三
分
の
二
以
上
の
有
権
者
（
六
七
％
）
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
関
す
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
に
参
加

（
”
）
 

し
て
い
る
。
一
九
七
九
年
以
降
、
欧
州
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
率
は
平
均
し
て
五
五
・
七
五
％
で
あ
る
こ
と
を
考
一
え
る
と
、
い
か
に
欧
州

市
民
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
問
題
に
興
味
を
も
ち
、
そ
の
決
定
に
参
加
し
た
が
っ
て
い
る
の
か
が
わ
か
る
。
テ
ー
マ
に
関
し
て
い
え
ば
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
制
度
に
加
盟
す
る
か
否
か
（
二
七
件
）
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
基
本
条
約
の
改
正
（
一
○
件
）
の
二
つ
に
わ
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
実
施
さ

欧
州
共
同
体
に
お
け
る
「
民
主
主
義
の
赤
字
」
問
題
と
そ
の
処
方
菱
（
四
．
完
）
（
細
井
）

二
六
七
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図４ヨーロッパ問題に関するレファレンダムのための手続き

法
学
志
林
第
一
○
四
巻
第
二
号
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二
六
八

れ
た
時
期
に
つ
い
て
は
、
一

九
九
四
年
以
降
頻
繁
に
な
っ

て
お
り
、
全
体
の
四
分
の
三

が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
を
実
施

す
る
た
め
の
制
度
を
み
て
み

る
と
、
誰
が
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ

ム
を
発
議
す
る
か
と
い
う
と

こ
ろ
で
、
大
き
く
わ
け
て
二

つ
の
タ
イ
プ
が
あ
る
。
そ
れ

は
、
政
治
的
権
限
を
も
っ
た

者
た
ち
が
多
数
賛
同
し
た
と

き
に
行
わ
れ
る
レ
フ
ァ
レ
ン

ダ
ム
（
己
の
宮
の
○
耳
の
の
）
、
そ

し
て
社
会
の
少
数
の
者
が
イ

ニ
シ
ァ
テ
ィ
ヴ
を
起
こ
し
て
、

ま
た
は
議
会
の
発
議
に
よ
っ

拘束力なし 拘束力あり

国民投票
(Plebiscites） 

フランス１９７２

ノルウエー１９７２

1994 

イギリス１９７５

グIﾉｰﾝﾗﾝﾄﾞ1982

フィンランド１９９４

スウェーデン１９９４

エーランド１９９４

マルク２O03

スウェーデン２００３

フランス１９９２

アイルランド２００２

デンマーク１９８６

1993 

スロヴェニア２００３

ハンガリー２O03

リトアニア２００３

スロヴァキア２００３

ボーランド２００３

チエコ共和国２O03
エストニア２００３

ラトヴィア２００３

イニシアティヴ＆

レファレンダム

イタリア１９８９ チェコ共和国１９９７
2000 

2001 

義務的レファレンダム アイルランド１９７２

1987 

1992 

1998 

2000 

デンマーク１９７２

1992 

1998 

2000 

チエコ共和国１９７２
１９９２ 

リヒテンシュタイン１９９２

１９９５ 

オーストリア１９９４
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●
政
治
家
と
市
民
の
間
に
新
し
い
関
係
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
。

高
水
準
で
の
認
識
と
理
解
、
二
者
間
に
よ
り
良
い
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
を
も
た
ら
す
。

●
政
治
に
お
け
る
市
民
の
役
割
を
増
大
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

実
際
に
問
題
に
定
期
的
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
市
民
は
よ
り
有
能
か
つ
高
い
モ
チ
ヴ
ェ
ー
シ
ョ
ン
を
も
ち
、
よ
り
学
習
す
る
よ

欧
州
共
同
体
に
お
け
る
「
民
主
主
義
の
赤
字
」
問
題
と
そ
の
処
方
菱
回
。
完
）
（
細
井
）

二
六
九

欧
州
統
合
と
の
関
連
か
ら
、
ア
ン
ド
レ
ア
・
グ
ロ
ス
（
少
且
【
８
ｍ
○
『
・
印
⑫
）
（
三
の
ぐ
』
８
‐
頁
の
⑪
区
の
貝
。
『
岳
の
○
・
目
Ｑ
］
。
［

（
別
）

向
ロ
『
○
℃
の
）
は
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
利
点
を
次
の
よ
う
に
挙
げ
て
い
る
。

て
行
わ
れ
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
（
己
Ｃ
Ｄ
巳
四
『
目
冒
冒
の
）
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
は
、
諮
問
的
な
も
の
と
拘
束

力
が
あ
る
も
の
と
に
分
け
ら
れ
る
。

ま
た
、
図
４
で
明
ら
か
な
よ
う
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
問
題
に
関
す
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
は
、
拘
束
力
を
も
つ
も
の
が
増
え
つ
つ
あ
る
傾
向
に

あ
る
。
一
九
七
二
年
か
ら
一
九
八
一
年
の
間
に
実
施
さ
れ
た
六
件
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
の
う
ち
、
拘
束
力
を
も
っ
た
も
の
は
た
っ
た
二
件

で
あ
っ
た
。
一
九
八
二
年
か
ら
一
九
九
一
年
で
は
、
全
体
の
二
五
％
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
が
拘
古
土
刀
を
も
っ
た
。
そ
し
て
一
九
九
二
年
以

降
は
二
○
件
中
一
六
件
が
拘
市
土
〃
を
も
ち
、
そ
の
率
八
○
％
で
あ
る
。
一
九
九
五
年
以
降
で
は
マ
ル
タ
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
を
除
く
、
す
べ

て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
問
題
に
関
す
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
は
拘
市
企
刈
を
も
っ
た
も
の
で
あ
る
。

よ
り
多
く
の
欧
州
市
民
が
増
加
傾
向
に
あ
る
拘
古
企
〃
の
あ
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
に
よ
っ
て
共
同
体
政
治
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

き
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
経
験
は
他
の
す
べ
て
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
も
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
、
市
民
の
直
接
参
加
へ
門
戸
を
開
い
て
い
く
傾
向

（
鋤
）

に
あ
る
。
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ま
た
、
サ
イ
モ
ン
・
ハ
グ
（
四
日
。
□
津
匡
阻
）
、
マ
テ
ィ
ア
ス
・
ベ
ン
ツ
（
三
口
耳
三
園
、
の
目
）
、
ア
ロ
ワ
・
シ
ュ
ッ
ッ
ッ
ア
ー
（
し
一
○
一
の
の
目
‐

百
日
）
な
ど
の
学
者
た
ち
は
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
の
質
的
側
面
の
中
の
量
的
効
果
を
指
摘
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
。

う
に
な
る
。

●
統
合
を
推
進
す
る
勢
力
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
経
済
に
対
す
る
よ
り
効
果
的
な
カ
ウ
ン
タ
ー
バ
ラ
ン
ス
と
な
る
。

（
躯
）

ハ
グ
に
よ
れ
ば
、

●
義
務
的
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
ま
た
は
イ
ニ
シ
ァ
テ
ィ
ヴ
が
導
く
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
を
実
施
す
る
国
で
は
、
国
民
投
票
（
ご
］
①
曰
⑪
。
旨
の
）
（

み
か
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
的
な
決
定
を
ま
っ
た
く
行
わ
な
い
国
と
く
ら
べ
て
、
共
同
体
政
策
が
よ
り
市
民
の
要
望
と
調
和
し
て
い
る
。

●
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
問
題
に
関
す
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
を
実
施
し
て
き
た
国
は
、
一
度
も
そ
れ
を
行
っ
た
こ
と
の
な
い
国
と
く
ら
べ
て
、
条
坐

の
交
渉
に
関
す
る
決
定
に
お
い
て
よ
り
良
い
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
い
る
。

伝
統
的
で
支
配
的
な
純
粋
な
議
会
政
治
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
の
対
比
で
、
代
議
制
・
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
ほ
ど
よ
い
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン

（
鋼
）

ベ
ン
ツ
や
シ
ュ
ッ
ッ
ッ
ア
ー
に
よ
れ
ば
、

●
市
民
に
よ
り
広
く
政
治
参
加
の
道
が
ひ
ら
か
れ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
彼
ら
は
政
治
的
に
よ
り
情
報
を
与
え
ら
れ
る
。

法
学
志
林
第
一
○
四
巻
第
二
号

二
七
○

条
約

の
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第
三
章
で
は
、
市
民
参
加
と
い
う
観
点
か
ら
二
つ
の
問
題
点
が
明
ら
か
に
な
っ
た
①
非
政
府
系
ア
ク
タ
ー
の
参
加
機
会
の
不
平
等
、
②

非
政
府
系
ア
ク
タ
ー
が
市
民
団
体
で
は
な
く
利
益
団
体
で
あ
る
こ
と
。
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
理
論
に
照
ら
し

て
検
証
し
て
み
る
。
代
議
制
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
公
的
ル
ー
ト
の
外
か
ら
参
加
し
、
彼
ら
の
意
思
や
利
益
を
直
接
的
に
政
策
決
定
に
反
映
さ

せ
よ
う
と
す
る
点
で
、
利
益
団
体
も
市
民
団
体
（
商
業
的
利
益
を
目
的
と
し
て
い
な
い
点
で
大
規
模
な
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
の
公
益
Ｎ
Ｇ
Ｏ

も
こ
ち
ら
に
分
類
す
る
）
も
政
治
参
加
の
形
態
か
ら
い
え
ば
同
じ
く
市
民
運
動
を
し
て
い
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
共
同
体
政
策
形
成
プ

ロ
セ
ス
に
お
い
て
は
、
前
述
し
た
通
り
、
利
益
団
体
は
す
で
に
無
数
の
ポ
リ
シ
ー
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
に
確
立
し
て
い
る

欧
州
共
同
体
に
お
け
る
「
民
主
主
義
の
赤
字
」
問
題
と
そ
の
処
方
蔓
西
．
完
）
（
細
井
）

二
七
一

（
ｂ
）
ド
イ
ツ
Ｎ
Ｇ
Ｏ

①
彼
ら
が
［
曰
指
す
も
の

か
ら
生
ま
れ
る
新
し
い
代
議
制
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
こ
そ
、
二
一
世
紀
の
欧
州
市
民
が
求
め
る
政
治
的
意
思
決
定
方
法
で
あ
り
、
デ
モ
ク
ラ
シ

ー
を
民
主
化
す
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
代
議
制
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
行
き
届
か
な
い
部
分
を
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
補
い
、
う
ま
く
市

民
の
意
志
を
と
り
い
れ
る
こ
の
シ
ス
テ
ム
こ
そ
、
共
同
体
に
今
必
要
な
「
新
し
い
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
で
あ
る
と
主
張
す
る
。

し
か
し
、
こ
の
「
新
し
い
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
を
阻
止
し
よ
う
と
す
る
勢
力
も
根
強
く
存
在
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
イ
ニ
シ
ァ
テ
ィ
ヴ
と
レ

フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
は
、
現
行
の
制
度
に
お
け
る
権
力
を
制
限
す
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
起
こ
る
た
め
、
そ
の
権
力
の
座
に
あ
る
勢
力
は
そ
れ
を

好
ま
な
い
者
も
あ
る
。
と
く
に
、
共
同
体
で
は
、
そ
の
立
法
に
お
い
て
キ
ー
ァ
ク
タ
ー
と
し
て
加
盟
国
政
府
が
大
き
な
権
限
を
も
ち
、
そ

れ
ゆ
え
二
重
の
権
力
を
も
つ
よ
う
な
こ
と
も
起
こ
り
え
る
た
め
、
説
明
責
任
、
透
明
性
、
そ
し
て
市
民
の
参
加
と
い
う
よ
う
な
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
の
核
と
な
る
コ
ン
セ
プ
ト
は
満
た
さ
れ
な
い
。

「
も
っ
と
民
主
主
義
を
Ｉ
・
」
が
求
め
る
市
民
参
加
ｌ
「
市
民
立
法
」
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法
学
志
林
第
一
○
四
巻
第
二
号

二
七
二

が
、
市
民
団
体
は
そ
の
よ
う
な
も
の
を
一
般
に
持
っ
て
い
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
利
益
団
体
は
特
定
の
職
業
、
業
界
団
体
か
ら
な
り
、
運
動

の
方
向
や
追
及
す
る
目
的
が
一
定
し
て
い
る
が
、
市
民
団
体
は
一
般
に
労
働
者
、
主
婦
、
自
由
業
者
、
学
生
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
平
均
的
市

民
か
ら
な
り
、
追
求
す
る
目
的
も
広
範
で
無
定
形
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
集
団
の
構
成
と
運
動
の
特
徴
の
違
い
が
、
欧
州
委
員
会
政
策
形

成
プ
ロ
セ
ス
へ
の
組
織
化
し
た
参
加
ル
ー
ト
を
確
立
で
き
る
か
否
か
を
分
け
て
い
る
ひ
と
つ
の
要
因
で
も
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
で
は
共
同
体
の
政
策
が
、
特
に
環
境
政
策
な
ど
の
分
野
に
お
い
て
、
生
産
優
先
主
義
に
傾
い
て
し
ま
う
傾
向
は
否
め
な

い
。
そ
の
具
体
例
は
第
三
章
で
示
し
た
通
り
で
あ
る
。
欧
州
委
員
会
で
の
包
装
廃
棄
物
指
金
早
案
作
成
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
産
業
団
体

の
み
が
優
遇
さ
れ
、
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
排
除
さ
れ
た
結
果
、
指
令
は
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
は
じ
め
と
す
る
欧
州
市
民
の
期
待
す
る
よ
う
な
環
境
政

策
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
第
三
章
を
み
て
く
る
と
、
欧
州
市
民
の
意
思
や
利
益
が
「
効
果
性
」
を
も
っ
て
、
な
お
か
つ
民
主
的
に
共
同
体
政
策
に

反
映
さ
れ
る
手
段
は
、
現
在
の
共
同
体
政
治
制
度
に
は
な
い
と
本
論
は
結
論
す
る
。
第
三
章
で
は
、
法
案
発
案
権
を
独
占
す
る
欧
州
委
員

会
の
指
令
草
案
作
成
プ
ロ
セ
ス
に
、
利
益
団
体
以
外
の
欧
州
市
民
参
加
が
ほ
ぼ
不
可
能
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
う
な
る
と
、

残
る
希
望
は
欧
州
市
民
の
直
接
参
加
、
つ
ま
り
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
託
さ
れ
て
く
る
。

し
か
し
、
本
論
は
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
代
議
制
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
の
二
者
択
一
的
な
も
の
と
し
て
提
唱
す
る
の
で
は
な
い
こ
と
を
は
っ
き

（
鋼
）

り
述
べ
て
お
き
た
い
。
イ
ギ
リ
ス
の
代
表
的
な
学
者
た
ち
が
説
く
よ
う
に
、
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
代
議
制
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
補
完
的
機

能
を
は
た
す
も
の
で
あ
り
、
両
者
は
互
い
に
依
存
す
る
関
係
に
あ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
代
議
制
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
有
効
に
機
能
す
る

と
き
に
は
、
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
そ
れ
ほ
ど
期
待
す
る
こ
と
は
な
い
が
、
代
議
制
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
形
骸
化
し
て
い
る
と
き
に
は
、
参

（
調
）

加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
活
発
化
す
る
の
で
あ
る
。
大
き
な
経
済
領
域
で
の
統
合
を
達
成
し
、
欧
州
市
民
が
自
分
た
ち
の
生
活
が
い
や
お
う
な
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し
か
し
、
本
論
で
扱
う
共
同
体
の
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
で
は
、
イ
ニ
シ
ァ
テ
ィ
ヴ
、
市
民
請
願
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
と
い
う
参
加
方
法

を
と
る
。
こ
れ
は
、
憲
法
条
約
草
案
を
作
成
す
る
た
め
の
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
ヘ
、
ド
イ
ツ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
も
っ
と
民
主
主
義
を
！

（
冨
呂
『
□
の
日
。
【
『
農
の
一
）
」
を
中
心
と
し
た
グ
ル
ー
プ
が
ロ
ビ
ー
活
動
に
よ
っ
て
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
導
入
を
は
た
ら
き
か
け
た
と
き

に
提
出
し
た
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
で
は
現
在
、
連
邦
レ
ヴ
ェ
ル
で
は
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
一
切
お
こ
な
わ

欧
州
共
同
体
に
お
け
る
「
民
主
主
義
の
赤
字
」
問
題
と
そ
の
処
方
菱
（
四
．
完
）
（
細
井
）

二
七
三

代
議
制
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
は
有
権
者
に
よ
っ
て
代
表
者
を
選
出
し
、
こ
の
代
表
者
が
政
策
を
決
定
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
デ
モ
ス
・

ク
ラ
テ
ィ
ァ
（
民
衆
が
司
る
）
」
を
選
挙
と
い
う
行
動
に
依
拠
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
は
、
有

権
者
が
政
治
の
運
営
に
直
接
参
加
し
影
響
力
を
与
え
る
。
こ
の
場
合
「
デ
モ
ス
・
ク
ラ
テ
ィ
ァ
」
は
有
権
者
の
自
発
的
参
加
に
求
め
ら
れ

（
鍋
）

る
。
共
同
体
域
内
で
す
で
に
制
度
化
さ
れ
て
い
る
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
は
、
い
く
つ
か
の
加
盟
国
で
統
合
の
節
目
に
一
付
わ
れ
て
い
る
国

民
投
票
が
あ
る
。
し
か
し
、
共
同
体
規
模
で
欧
州
市
民
を
対
象
と
し
た
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
は
存
在
し
な
い
。
欧
州
憲
法
条
約
を
欧
州
市
民

に
よ
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
で
採
択
す
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
提
案
が
な
さ
れ
て
い
る
。
も
う
ひ
と
つ
の
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
は
、
市
民

（
幻
）

立
法
が
あ
る
。
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
形
態
と
い
え
ば
、
有
権
者
が
直
接
政
策
形
成
プ
ロ
セ
ス
（
形
成
・
経
過
・
実
行
）
に
レ
フ
ァ
レ
ン

ダ
ム
（
国
民
投
票
）
、
イ
ニ
シ
ァ
テ
ィ
ヴ
（
国
民
発
案
）
、
リ
コ
ー
ル
（
国
民
解
任
）
に
よ
っ
て
影
響
を
お
よ
ぼ
す
と
い
う
の
が
一
般
的
で

あ
る
。

し
に
共
同
体
政
策
の
中
に
あ
る
こ
と
を
実
感
し
は
じ
め
た
現
在
、
彼
ら
は
一
層
強
く
自
分
た
ち
の
意
思
を
共
同
体
政
策
に
反
映
さ
せ
た
い

と
望
む
よ
う
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
社
会
の
民
主
化
で
は
な
く
、
共
同
体
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
民
主
化
を
求
め
だ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

共
同
体
に
お
け
る
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
現
実
的
可
能
性
は
後
述
す
る
こ
と
と
し
て
、
こ
こ
で
は
そ
の
理
論
的
可
能
性
を
検
証
す
る
こ

と
に
し
た
い
。
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二
七
四

（
犯
）

れ
て
い
な
い
が
、
州
レ
ヴ
ェ
ル
で
は
活
発
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
州
に
よ
っ
て
多
少
異
な
る
が
、
法
律
の
制
定
改
廃
に
関
す
る
州
民
立

〈
胡
）

法
制
度
は
一
六
の
州
憲
法
全
て
で
採
用
さ
れ
、
二
段
階
と
一
一
一
段
階
の
手
続
き
か
ら
な
る
制
度
に
大
別
さ
れ
る
。

こ
れ
か
ら
本
論
で
扱
う
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
イ
メ
ー
ジ
を
描
く
た
め
に
、
ベ
ル
リ
ン
を
例
に
一
連
の
手
続
き
を
簡
単
に
お
っ
て
み
る

こ
と
と
す
る
。
ま
ず
、
ベ
ル
リ
ン
の
全
て
の
住
民
は
州
議
会
の
決
定
権
限
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
ベ
ル
リ
ン
に
関
わ
る
一
定
の
政
治
的
意

思
形
成
案
件
に
州
議
会
を
取
り
組
ま
せ
る
権
限
を
持
っ
て
い
る
。
そ
の
発
案
は
九
万
人
の
ベ
ル
リ
ン
の
有
権
者
に
よ
り
署
名
さ
れ
て
い
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
（
州
憲
法
蜜
王
△
条
、
州
民
発
案
）
。
次
に
、
州
民
請
願
は
、
ベ
ル
リ
ン
州
が
立
法
権
限
を
有
す
る
限
り
に
お
い
て
、

法
律
の
制
定
改
廃
を
目
的
と
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
、
一
被
選
期
間
中
に
お
い
て
ひ
と
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
一
回
し
か

許
さ
れ
な
い
。
州
民
請
願
と
と
も
に
完
成
し
た
法
律
案
が
提
出
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
第
六
二
条
、
州
民
請
願
）
。
州
民
請
願
が
成

立
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
法
律
案
に
つ
い
て
四
ヵ
月
以
内
に
州
民
投
票
が
実
施
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
州
議
会
が
請
願
さ

れ
た
法
律
案
を
内
容
上
そ
の
本
質
的
存
立
に
お
い
て
修
正
す
る
こ
と
な
く
受
け
入
れ
た
場
合
に
は
、
州
民
投
票
は
行
わ
れ
な
い
。
州
議
会

は
、
自
ら
の
法
律
案
を
同
時
に
投
票
に
か
け
る
た
め
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
法
律
が
州
民
投
票
に
よ
っ
て
採
択
さ
れ
る
場
合
に
は
、

五
○
％
以
上
の
投
票
竿
で
、
過
半
数
の
賛
成
を
得
る
か
、
投
票
率
が
五
○
％
十
王
櫛
の
場
合
は
有
権
者
全
体
の
三
分
の
一
以
上
の
賛
成
が
得

ら
れ
た
場
合
で
あ
る
（
第
六
三
条
、
州
民
投
票
）
。

こ
の
よ
う
な
州
民
立
法
の
慣
習
を
持
つ
国
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
も
っ
と
民
主
主
義
を
！
」
は
、
冷
戦
終
結
後
か
ら
ベ
ル
リ
ン
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
な

（
側
）

ど
を
は
じ
め
と
し
た
五
つ
の
州
で
活
発
に
州
民
発
案
に
取
り
組
み
、
実
績
を
あ
げ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
、
彼
二
ｂ
に
と
っ
て
、
州
レ
ヴ
ェ

ル
の
次
は
連
邦
レ
ヴ
ェ
ル
で
、
そ
の
次
は
共
同
体
レ
ヴ
ェ
ル
で
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
実
現
し
よ
う
と
考
え
る
の
は
ご
く
自
然
の
成
り
行

（
机
）

き
で
あ
っ
た
‐
と
い
う
。
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彼
ら
が
こ
の
ド
イ
ツ
の
い
く
つ
か
の
州
に
よ
っ
て
採
用
さ
れ
て
い
る
三
段
階
の
州
民
立
法
手
続
き
を
、
そ
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
基
調
に

し
て
い
る
妥
当
性
を
本
論
は
次
の
よ
う
に
分
析
す
る
。
世
界
各
国
に
お
け
る
政
策
形
成
へ
の
市
民
の
直
接
参
加
を
み
て
み
る
と
、
市
民
の

申
立
に
基
づ
い
て
発
案
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
憲
法
に
基
づ
い
て
組
織
さ
れ
た
い
く
つ
か
の
機
関
、
す
な
わ
ち
立
法
府
や
大
統
領
だ
け

（
他
）

が
発
案
で
き
る
と
い
う
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
法
律
的
に
い
う
と
、
有
権
者
の
な
か
の
一
集
団
に
よ
っ
て
請
求
さ
れ
る
イ
ニ
シ
ァ
テ

（
梱
）

イ
ヴ
で
は
な
く
、
政
府
に
よ
っ
て
請
求
さ
れ
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
を
実
施
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ド
イ
ツ
の
州
に
お
け
る
三
段
階
の
手
続

き
の
う
ち
、
第
一
段
階
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
と
第
二
段
階
の
市
民
請
願
が
、
市
民
で
は
な
く
立
法
府
や
大
統
領
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
よ
う

な
も
の
で
あ
る
。
市
民
は
た
だ
与
え
ら
れ
た
議
題
に
、
イ
エ
ス
か
ノ
ー
を
表
明
す
る
権
利
し
か
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
で
は
そ
の
結

果
が
拘
束
力
を
持
つ
か
持
た
な
い
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
は
諮
問
的
な
投
票
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
の
州
に
お
け
る
州
民
立
法
の
い
ち
プ
ロ

セ
ス
と
し
て
の
投
票
と
は
本
質
的
に
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
彼
ら
が
ド
イ
ツ
の
州
民
立
法
を
共
同
体
の
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
基
調
に
し

て
い
る
妥
当
性
は
、
市
民
が
ア
ジ
ェ
ン
ダ
・
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
・
パ
ワ
ー
を
持
つ
こ
と
に
あ
る
。

ま
た
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
に
は
一
般
的
に
、
①
憲
法
改
正
と
い
う
テ
ー
マ
で
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
、
②
政
府
が
内
部
で
合
意
に
達
す
る

（
帆
）

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
き
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

①
の
よ
う
な
も
の
に
は
、
共
同
体
へ
の
加
盟
、
憲
法
を
基
本
条
約
に
拡
大
適
用
す
る
こ
と
に
対
す
る
承
認
、
中
央
・
東
欧
の
共
産
主
義

体
制
崩
壊
後
、
新
し
い
民
主
的
な
憲
法
の
承
認
な
ど
が
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
共
同
体
の
拡
大
と
深
化
に
伴
い
、
こ
の
タ
イ
プ
の
レ
フ

ァ
レ
ン
ダ
ム
が
一
九
九
○
年
代
以
降
急
増
し
て
い
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
そ
の
中
で
最
も
有
名
な
の
は
、
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
批
准

を
拒
否
し
た
一
九
九
二
年
六
月
の
デ
ン
マ
ー
ク
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
で
あ
る
。
ま
た
記
憶
に
新
し
い
の
は
、
外
相
暗
殺
に
ま
で
発
展
し
た

二
○
○
三
年
九
月
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
欧
州
通
過
同
盟
（
Ｅ
Ｍ
Ｕ
）
同
盟
加
盟
に
関
す
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
な
ど
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

欧
州
共
同
体
に
お
け
る
「
民
主
主
義
の
丞
子
」
問
題
と
そ
の
処
方
菱
西
．
完
）
（
細
井
）

二
七
五
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最
近
一
○
年
く
ら
い
の
間
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
で
は
、
共
同
体
に
関
す
る
重
要
な
決
定
は
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
に
か
け
る
こ
と
が
常
識
と
な

っ
て
き
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
流
れ
の
な
か
で
、
憲
法
条
約
草
案
の
採
択
を
Ｉ
Ｇ
Ｃ
で
は
な
く
、
欧
州
市
民
に
よ
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
で

行
い
た
い
と
い
う
動
き
が
で
て
く
る
の
は
、
い
た
っ
て
自
然
か
つ
妥
当
な
こ
と
で
あ
る
。

た
だ
し
、
重
要
な
こ
と
は
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
の
実
施
一
々
法
で
あ
る
。
従
来
行
わ
れ
て
き
た
よ
う
に
、
各
加
盟
国
が
そ
れ
ぞ
れ
の
憲
法
に

従
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
形
態
（
拘
一
宋
力
の
有
無
な
ど
）
で
、
異
な
る
時
期
に
実
施
す
る
の
で
は
な
く
、
同
日
同
時
に
一
斉
に
全
て
の
加
盟

国
が
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
を
行
う
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
憲
法
条
約
童
案
採
択
を
目
前
に
控
え
た
時
占
（
で
欧
州
市
民
が
求
め
て
い
る
レ
フ
ァ

レ
ン
ダ
ム
と
は
、
各
加
盟
国
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
国
民
投
票
で
は
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
規
模
で
の
（
欧
州
）
市
民
投
票
で
あ
る
。
多
く

の
民
主
国
家
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
手
続
き
に
よ
っ
て
憲
法
を
制
定
改
廃
す
る
こ
と
が
、
共
同
体
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
民

主
化
の
第
一
歩
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
こ
こ
に
も
ま
た
、
一
個
の
民
主
国
家
と
は
違
う
欧
州
共
同
体
特
有
の
問
題
が
で
て
く
る
。
そ
れ
は
、
欧
州
憲
法
自
体
に
憲
法

制
定
改
廃
の
た
め
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
を
規
定
し
て
い
い
も
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
現
在
、
各
加
盟
国
は
そ
れ
ぞ
れ
自
国
の
憲
法
制

定
改
廃
に
関
す
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
を
憲
法
で
規
定
し
て
お
り
、
共
同
体
に
関
す
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
も
同
様
、
各
国
憲
法
梶
依
拠
し
て

行
っ
て
き
た
。
恵
法
条
約
は
、
従
来
行
っ
て
き
た
条
約
批
准
の
延
長
線
に
あ
り
な
が
ら
、
各
加
盟
国
憲
法
の
上
に
制
定
さ
れ
る
初
め
て
の

憲
法
と
い
う
重
大
な
側
面
を
持
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
そ
の
欧
州
憲
法
上
の
扱
い
に
つ
い
て
は
、
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
で
も
意
見
の
分
か

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
欧
州
委
員
会
側
の
立
場
は
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
は
各
加
盟
国
憲
法
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
な
の
で
、

（
幅
）

そ
れ
を
欧
州
憲
法
に
規
定
す
る
こ
と
は
「
行
き
過
ぎ
」
た
感
が
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
加
一
え
て
、
も
し
そ
の
よ
う
な
レ
フ
ァ
レ
ン

ダ
ム
が
実
施
さ
れ
、
一
国
で
も
否
決
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
錘
択
が
遅
れ
る
と
い
う
現
実
的
な
懸
念
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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し
か
し
、
「
も
っ
と
民
主
主
義
を
！
」
を
中
心
と
す
る
グ
ル
ー
プ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
は
、
そ
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
中
で
、
あ
え
て
憲
法
条
約
草
案

へ
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
の
明
確
な
規
定
を
要
求
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
加
盟
国
の
中
に
は
ド
イ
シ
の
よ
う
に
、
国
家
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
参
加
デ

（
楯
）

モ
ク
ラ
シ
ー
に
消
極
的
な
政
府
も
あ
る
た
め
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
は
戦
後
、
連
邦
レ
ヴ
ェ
ル
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
は
一
度
も
行
っ
て
お
ら
ず
、

共
同
体
問
題
に
関
し
て
も
例
外
で
は
な
い
。
実
際
、
「
も
っ
と
民
主
主
義
を
！
」
の
欧
州
問
題
担
当
者
、
ミ
ヒ
ャ
ェ
ル
・
エ
フ
ラ
ー
は
、

コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
・
メ
ン
バ
ー
へ
の
ロ
ビ
ー
活
動
で
、
同
じ
ド
イ
ツ
出
身
者
か
ら
彼
ら
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
ヘ
の
理
解
と
賛
同
を
得
る
の

（
幻
）

が
最
も
難
し
か
っ
た
と
話
し
て
い
る
。

②
の
一
般
に
政
府
が
協
議
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
を
実
施
す
る
ケ
ー
ス
で
は
、
道
徳
的
争
占
（
と
社
会
的
争
占
に

（
梱
）

関
わ
る
分
野
で
頻
繁
に
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
が
実
施
さ
れ
る
。
具
体
的
に
は
環
境
問
題
や
原
子
力
の
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
壹
匂
は
既
成
政
党
の

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
よ
っ
て
カ
ヴ
ァ
ー
さ
れ
て
い
な
い
争
点
で
あ
り
政
党
内
部
に
派
閥
争
い
や
分
裂
の
危
険
を
生
じ
さ
せ
る
。
そ
の
よ
う
な

危
険
を
回
避
す
る
た
め
、
通
常
は
敵
対
関
係
に
あ
る
政
党
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
は
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
に
賛
成
す
る
こ
と
に
共
通
の
利
益
を

（
伯
）

見
出
し
、
自
壼
ｂ
の
意
見
を
自
由
に
表
明
す
る
こ
と
を
派
閥
に
認
め
る
も
の
で
あ
る
。
政
治
家
側
に
と
っ
て
だ
け
で
な
く
、
環
境
保
護
主
義

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
と
っ
て
も
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
は
好
ま
し
い
。
な
ぜ
な
ら
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
が
通
常
の
議
会
手
続
き
よ
り
も
現
行
の
産

（
釦
）

業
界
優
遇
政
策
を
く
つ
が
え
す
可
能
性
を
も
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
共
同
体
に
お
い
て
も
応
用
で
き
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
政
策
形
成
段
階
に
お
け
る
、
欧
州
委
員
会
と
産
業
界
の
不
透
明
で
非
民
主
的
な
つ
な
が
り
を
壊
し
、
よ
り
環
境
保
護
主
義
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
は
可
能
に
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
は
、
通
常
の
選
挙
よ
り
も

〈
副
）

古
い
政
治
的
連
携
と
政
治
的
協
力
を
解
体
す
る
大
き
な
潜
在
力
を
秘
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
二
口
い
換
え
れ
ば
、
政
治
的
に
十
分
に
組
織
さ

れ
て
い
な
い
利
害
関
係
者
、
市
民
、
に
と
っ
て
重
要
な
争
点
が
有
利
な
方
向
に
、
政
治
的
ア
ジ
ェ
ン
ダ
に
影
響
力
を
与
え
る
こ
と
が
で
き

欧
州
共
同
体
に
お
け
る
「
民
主
主
義
の
赤
字
」
問
題
と
そ
の
処
方
菱
西
．
完
）
（
細
井
）

二
七
七
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彼
ら
の
戦
略
は
そ
の
要
求
内
容
を
削
減
さ
れ
な
い
よ
う
に
守
り
抜
く
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
う
。
欧
州
議
会
の
議
員
た
ち
と
の
最
初
の
会

議
で
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
法
的
制
限
が
あ
っ
た
以
外
は
、
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
・
ワ
イ
ド
な
市
民
投
票
に
大
き
な
支
持
が
得
ら
れ
た
。
し
か

し
、
彼
ら
が
初
め
か
ら
唯
一
法
的
に
も
政
治
的
に
も
可
能
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
国
民
投
票
（
ロ
豊
○
口
四
一
『
の
『
の
『
の
ロ
：
）
に
関
し
て
は
一

日
に
し
て
す
べ
て
の
加
盟
国
か
ら
強
い
抵
抗
を
受
け
た
。
し
か
し
、
彼
ら
は
自
ら
の
考
え
を
貫
き
通
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
ら
は
欧
州
議

会
議
員
の
な
か
に
、
市
民
投
票
に
つ
い
て
か
な
り
非
現
実
的
で
と
き
に
理
想
主
義
的
と
も
い
え
る
観
測
を
も
っ
て
い
る
者
が
少
な
か
ら
ず

②
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
・
メ
ン
バ
ー
へ
の
ロ
ビ
ー
活
動
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

前
述
し
た
よ
う
に
、
二
○
○
五
年
発
行
の
態
法
の
草
案
条
約
に
欧
州
市
民
の
イ
ニ
シ
ァ
テ
ィ
ヴ
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
こ
れ
は
ド
イ
ツ
の

Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
も
っ
と
民
主
主
義
を
！
」
の
メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な
り
ド
イ
ツ
以
外
の
関
係
者
を
巻
き
込
ん
で
行
っ
た
、
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

を
求
め
る
ロ
ビ
ー
活
動
の
結
果
で
あ
る
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
も
っ
と
民
主
主
義
を
！
」
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
担
当
す
る
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
エ
フ
ラ
ー
は
、

こ
の
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
の
開
催
瀕
稗
間
の
初
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
、
そ
の
活
動
の
中
心
人
物
と
し
て
働
い
た
。
こ
の
節
は
「
も
っ
と
民
主

主
義
を
！
」
が
行
っ
た
活
動
の
内
部
報
告
書
と
ミ
ヒ
ャ
ェ
ル
・
エ
フ
ラ
ー
ヘ
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

二
○
○
二
年
三
月
か
ら
一
一
月
ま
で
、
彼
ら
は
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
の
憲
法
条
約
タ
ス
ク
・
フ
ォ
ー
ス
・
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
の
メ
ン
バ
ー

と
具
体
案
で
話
し
合
い
を
す
る
こ
と
に
専
念
し
た
。
幾
度
と
な
く
重
ね
た
審
議
の
後
に
決
定
さ
れ
た
提
案
は
二
つ
あ
っ
た
。
そ
れ
は
欧
州

市
民
の
直
》
繕
投
票
、
将
来
的
に
は
市
町
村
単
位
の
市
民
投
票
と
憲
法
改
正
の
た
め
の
義
務
的
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
を
欧
州
憲
法
に
盛
り
込
む

こ
と
で
あ
っ
た
。 法
学
志
林
第
一
○
四
巻
第
二
号

る
の
で
あ
る
。

二
七
八
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い
る
こ
と
に
気
が
つ
い
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
議
員
た
ち
は
、
憲
法
草
案
作
成
プ
ロ
セ
ス
を
、
政
治
的
、
法
的
、
理
論
的
障

害
を
ま
っ
た
く
無
視
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
視
点
か
ら
の
み
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

’
’
○
○
二
年
一
二
円
Ｒ
彼
ら
は
憲
法
条
約
一
早
案
修
正
の
た
め
の
短
い
論
文
を
書
き
、
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
に
お
け
る
作
業
を
開
始
し
た
。

し
か
し
、
小
さ
な
い
ち
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
け
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
彼
ら
は
二
○
○
三
年
一
月
に
開
催
さ
れ

る
欧
州
議
会
の
会
期
中
に
ワ
ー
キ
ン
グ
・
デ
ィ
ナ
ー
を
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
す
る
こ
と
に
し
、
そ
こ
に
招
待
す
べ
き
人
物
を
欧
州
議
会
議
員
か

ら
探
し
始
め
た
。
そ
し
て
、
様
々
な
政
治
的
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
支
持
を
得
て
、
ハ
イ
デ
イ
・
ハ
オ
エ
ア
ラ
（
函
の
三
面
目
８
一
口
）
（
緑
の

党
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
欧
州
議
員
）
、
ダ
イ
ア
ナ
・
ウ
ォ
リ
ァ
Ｓ
一
口
目
言
巴
一
一
四
）
（
リ
ベ
ラ
ル
、
イ
ギ
リ
ス
、
欧
州
議
員
）
ユ
ル
ゲ

ン
・
マ
ィ
ャ
ー
〈
］
日
胸
の
。
ｇ
の
竜
の
『
）
（
社
民
党
、
ド
イ
ツ
、
欧
州
議
員
）
ア
ラ
ン
・
ラ
マ
ス
ー
ル
（
シ
一
回
ご
Ｅ
曰
四
の
ｍ
・
ロ
『
の
）
（
因
用
、

フ
ラ
ン
ス
、
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
・
メ
ン
バ
ー
）
か
ら
８
，
曰
く
富
（
・
『
に
な
る
承
諾
を
と
り
つ
け
た
。
そ
こ
に
震
】
二
言
目
ぐ
の
陣
幻
の
｛
の
『
の
ロ
ー

目
日
旨
の
｛
旨
（
の
忍
の
ブ
ル
ー
ノ
・
カ
ォ
フ
マ
ン
と
「
も
っ
と
民
主
主
義
を
！
」
と
属
□
の
ョ
ｏ
ｎ
３
Ｑ
】
ゴ
【
の
『
ロ
豊
・
冒
一
ど
の
エ
フ
ラ
ー
自
身

が
加
わ
っ
た
。
こ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
・
デ
ィ
ナ
ー
は
大
成
功
を
お
さ
め
、
彼
ら
の
活
動
の
ブ
レ
イ
ク
・
ス
ル
ー
に
な
っ
た
。
出
身
国
も
所
属

す
る
政
治
的
グ
ル
ー
プ
も
違
う
一
○
人
を
超
え
る
人
た
ち
が
こ
の
会
議
に
出
席
し
て
い
た
。
会
議
で
は
集
中
し
た
雰
囲
気
の
中
で
、
か
な

り
深
い
議
論
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
、
会
議
に
参
加
し
た
人
の
み
な
ら
ず
、
も
っ
と
多
く
の
人
々
が
彼
ら
の
ア
イ
デ
ィ
ア
へ
の
関
心
を
Ｅ
メ

ー
ル
で
示
し
て
き
た
。
憲
法
条
約
草
案
の
な
か
で
市
民
イ
ニ
シ
ァ
テ
ィ
ヴ
は
あ
ま
り
問
題
と
さ
れ
ず
、
自
然
と
市
民
投
票
が
議
論
の
中
心

と
な
っ
た
。
こ
の
会
議
の
終
わ
り
に
、
］
ｏ
コ
ゴ
の
己
『
曰
一
旦
（
持
ち
回
り
の
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
・
メ
ン
バ
ー
）
が
、
市
民
投
票
と
参
加
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
の
具
体
的
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
作
成
し
て
、
別
の
会
議
で
議
論
す
る
べ
き
だ
と
提
案
し
た
。

市
民
投
票
に
関
す
る
文
書
に
同
意
を
得
る
た
め
に
は
、
二
つ
の
会
議
が
必
要
だ
っ
た
。
そ
こ
で
彼
ら
は
ひ
と
つ
の
譲
歩
を
強
い
ら
れ
る

欧
州
共
同
体
に
お
け
る
「
民
主
主
義
の
赤
字
」
問
題
と
そ
の
処
方
菱
（
四
。
完
）
（
細
井
）

二
七
九
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法
学
志
林
第
一
○
四
巻
第
二
号

二
八
○

こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
国
民
投
票
を
憲
法
に
よ
り
許
さ
れ
て
い
な
い
加
盟
国
に
は
、
諮
問
的
な
国
民
投
票
で
よ
し
と
す
る
と
い
う
も

の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
彼
ら
の
本
来
の
目
的
は
ド
イ
ツ
を
は
じ
め
と
す
る
こ
の
よ
う
な
加
盟
国
に
も
、
拘
束
力
の
あ
る
国
民
投
票
を
採

（
塊
）

用
す
る
よ
う
憲
法
を
改
正
す
る
こ
と
を
促
す
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
議
論
の
中
で
、
市
民
イ
ニ
シ
ァ
テ
ィ
ヴ
を
導
入
す
る
と
い
う
高
い
出

発
点
を
支
持
す
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
欧
州
委
員
会
の
排
他
的
権
限
で
あ
る
法
案
作
成
、
提
出
権
に
干
渉
す
る
こ
と
に
難
色
を
し
め
す
も
の

も
あ
っ
た
。
そ
こ
で
彼
ら
は
、
複
雑
な
手
続
き
や
数
字
の
議
論
を
避
け
る
た
め
に
、
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
基
本
原
理
と
手
段
の
み
を
提

案
し
た
。
こ
の
会
議
の
最
終
日
で
あ
る
二
○
○
一
一
一
年
二
月
二
七
日
に
は
、
こ
れ
ら
の
困
難
を
話
し
合
う
た
め
に
残
さ
れ
た
時
間
は
わ
ず
か

五
分
と
な
っ
て
い
た
。
と
て
も
、
解
決
可
能
な
状
況
で
は
な
か
っ
た
し
、
さ
ら
に
誰
が
全
体
の
プ
ロ
セ
ス
や
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
で
の
署

名
集
め
に
責
任
を
持
つ
か
と
い
う
問
題
も
残
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
彼
ら
は
、
ユ
ル
ゲ
ン
・
マ
イ
ャ
ー
と
ア
ラ
ン
・
ラ
マ
ス
ー
ル
の
両
氏

と
緊
笛
な
協
力
関
係
を
と
り
な
が
ら
、
そ
れ
を
自
分
た
ち
で
行
う
こ
と
と
し
た
。
そ
の
日
の
う
ち
に
、
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
・
メ
ン
バ
ー

か
ら
の
署
名
集
め
に
と
り
か
か
っ
た
。
選
出
さ
れ
た
代
表
か
ら
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
メ
ン
バ
ー
が
署
名
を
集
め
る
と
い
う
の
は
珍
し
い
こ
と
で
あ
っ

た
が
、
誰
も
そ
の
こ
と
を
問
題
と
す
る
も
の
は
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
み
ず
か
ら
の
ア
イ
デ
ィ
ア
と
文
書
の
た
め
に
闘
志
を
燃
や
し
た
。
そ

し
て
彼
ら
は
二
○
○
一
一
一
年
一
一
月
二
八
日
金
曜
日
、
八
名
の
署
名
を
手
に
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
を
後
に
し
た
。

し
か
し
、
彼
ら
は
ど
の
よ
う
に
こ
の
市
民
立
法
を
続
け
る
の
か
考
え
あ
ぐ
ね
て
い
た
。
そ
し
て
、
一
ヵ
月
近
い
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
・

メ
ン
バ
ー
と
の
話
し
合
い
の
末
、
市
民
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
・
市
民
投
票
。
（
署
名
の
数
や
得
票
率
な
ど
詳
細
を
特
定
し
な
い
）
義
務
的
レ

フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
の
手
由
お
導
入
の
み
に
関
す
る
文
書
の
支
持
を
集
め
る
こ
と
に
し
た
。
会
議
と
会
議
の
間
、
彼
ら
は
文
書
を
多
く
の
コ
ン

ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
・
メ
ン
バ
ー
に
広
め
よ
う
と
、
Ｅ
メ
ー
ル
や
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
話
を
何
百
回
、
何
千
回
と
し
た
。
そ
れ
は
本
当
に
大
変
な

作
業
で
と
き
に
非
常
に
ス
ト
レ
ス
の
た
ま
る
も
の
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
に
出
向
い
て
政
治
家
に
直
接
コ
ン
タ
ク
ト
を
取
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る
ほ
う
が
は
る
か
に
簡
単
で
あ
る
か
ら
だ
。
そ
の
一
方
で
、
彼
ら
全
員
に
直
接
コ
ン
タ
ク
ト
を
と
る
と
い
う
の
は
不
可
能
で
も
あ
っ
た
の

だ
。
二
○
○
一
一
｜
年
三
月
一
一
一
一
日
、
ア
ラ
ン
・
ラ
マ
ス
ー
ル
は
市
民
投
票
の
文
書
と
、
持
ち
回
り
の
メ
ン
バ
ー
や
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
を
含
め
た

コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
・
メ
ン
バ
ー
か
ら
集
め
た
三
七
名
の
署
名
を
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
の
事
務
局
へ
送
っ
た
。
そ
の
と
き
、
二
番
目
の
文

書
に
つ
い
て
は
三
名
の
署
名
し
か
集
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
。

二
○
○
一
一
一
年
四
月
三
、
四
日
の
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
会
議
で
、
彼
ら
は
初
め
て
両
方
の
提
案
へ
の
署
名
を
巣
め
た
。
ア
ラ
ン
・
ラ
マ
ス

ー
ル
、
ユ
ル
ゲ
ン
・
マ
イ
ャ
ー
、
ブ
ル
ー
ノ
・
カ
オ
フ
マ
ン
と
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
エ
フ
ラ
ー
が
参
加
し
、
マ
ス
コ
ミ
も
多
く
か
け
つ
け
る
中
、

彼
ら
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
メ
デ
ィ
ア
に
市
民
投
票
に
関
す
る
文
書
を
提
出
し
た
。
そ
の
会
議
に
お
い
て
、
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
の
審
議
は
、
最

初
の
草
案
、
第
三
四
条
（
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
原
則
）
と
、
代
表
的
な
組
織
と
市
民
社
会
と
の
あ
る
程
度
組
織
化
し
た
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ

を
発
表
し
た
。
こ
の
時
点
で
、
審
議
に
修
正
を
提
出
す
る
の
に
わ
ず
か
一
週
間
し
か
残
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
そ
の
時
審
議
さ
れ
て
い

た
修
正
は
彼
ら
の
意
図
す
る
方
向
に
向
い
て
い
た
の
で
、
さ
ら
に
彼
ら
は
署
名
活
動
を
続
け
る
こ
と
に
し
た
。

二
○
○
一
一
一
年
四
月
一
一
四
、
二
五
日
、
こ
の
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
会
議
は
彼
ら
に
と
っ
て
と
て
も
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、

ユ
ル
ゲ
ン
・
マ
ィ
ャ
ー
が
社
民
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
・
メ
ン
バ
ー
の
会
議
で
両
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
提
出
し
、
多
く
の
支
持
を
得
た
か
ら
で

あ
る
。
「
（
欧
州
）
連
合
の
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
・
ラ
イ
フ
」
と
称
さ
れ
る
本
会
議
で
、
多
く
の
メ
ン
バ
ー
は
憲
法
条
約
草
案
の
中
に
市
民

投
票
と
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
要
素
を
入
れ
る
こ
と
に
賛
成
す
る
む
ね
発
言
を
し
た
。
議
論
の
終
わ
り
に
、
ジ
ス
カ
ー
ル
・
デ
ス
タ
ン
は

本
会
議
で
市
民
投
票
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
正
し
い
と
い
う
認
識
を
示
し
た
。
彼
ら
は
、
七
五
名
の
賛
同
と
二
六
の
署
名
を
得
て
ブ
リ
ュ
ッ
セ

ル
を
発
っ
た
。

一
一
○
○
三
年
五
月
一
五
、
｜
六
日
、
一
一
四
、
一
一
五
日
の
二
つ
の
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
会
議
は
本
会
議
の
作
業
へ
の
積
も
り
つ
つ
あ
る
不

欧
州
共
同
体
に
お
け
る
「
民
主
主
義
の
赤
字
」
問
題
と
そ
の
処
方
菱
（
四
．
完
）
（
細
井
）

二
八
一
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法
学
志
林
第
一
○
四
巻
第
二
号

二
八
二

満
に
性
格
づ
け
ら
れ
た
。
そ
の
時
彼
ら
は
す
で
に
ほ
と
ん
ど
全
て
の
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
・
メ
ン
バ
ー
と
話
し
終
え
て
い
た
。
し
か
し
、

多
く
の
提
出
さ
れ
た
修
正
案
は
考
慮
に
さ
え
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
制
度
に
関
す
る
も
の
な
ど
、
キ
ー
ィ
シ
ュ
ー
に
お
い
て
は
全
く
文
書

が
な
い
ま
ま
、
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
作
業
が
終
わ
る
期
日
は
日
に
日
に
近
づ
い
て
い
た
。
二
○
○
三
年
五
月
の
第
二
回
本
会
議
で
は
、
署

名
活
動
を
終
了
し
た
。
彼
ら
は
「
市
民
投
票
を
求
め
る
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
」
（
｜
閉
目
四
］
一
｛
。
『
『
の
【
の
円
の
且
巨
白
）
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も

と
に
ベ
ル
ギ
ー
と
オ
ラ
ン
ダ
の
活
動
家
に
よ
る
協
力
を
得
て
七
○
○
以
上
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
た
。
彼
ら
は
最
終
的
に
は
九
三
の

賛
同
と
四
三
の
署
名
で
作
業
を
終
え
た
。
そ
し
て
ア
ラ
ン
・
ラ
マ
ス
ー
ル
ュ
ル
ゲ
ン
・
マ
ィ
ャ
ー
は
そ
の
翌
週
に
文
書
を
提
出
す
る
こ
と

六
月
の
第
一
週
に
、
彼
ら
は
幹
部
会
（
勺
『
の
⑫
己
旨
目
）
の
メ
ン
バ
ー
と
他
の
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
・
メ
ン
バ
ー
か
ら
、
参
加
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
に
関
す
る
彼
ら
の
提
案
は
幹
部
会
で
合
意
に
達
し
そ
う
に
な
い
と
い
う
明
確
な
回
答
を
受
け
取
っ
た
。
そ
こ
で
、
彼
ら
は
ユ
ル
ゲ

ン
・
マ
イ
ャ
ー
の
助
言
に
し
た
が
っ
て
、
妥
協
案
文
書
を
作
成
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
。
そ
の
妥
協
案
と
は
、
欧
州
委
員
会
に
市
民
が
法

案
を
提
出
す
る
権
利
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
妥
協
は
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
へ
の
ほ
ん
の
小
さ
な
第
一
歩
で
あ
る
が
、
決
し
て
過
小

評
価
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
も
悲
観
す
べ
き
も
の
で
も
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
頻
繁
に
市
民
に
よ
っ
て
行
使
さ
れ
て

い
る
市
民
の
た
め
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
権
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
ら
だ
。
ス
イ
ス
な
ど
の
経
験
か
ら
、
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
へ
の
道
の

り
は
長
く
、
こ
の
よ
う
な
小
さ
な
権
利
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
悲
観
す
る
ど
こ
ろ
か
、
喜
ぶ
べ
き
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
ヘ

り
は
長
く
、
こ
の
よ
う
な
小
》

の
第
一
歩
と
と
ら
え
ら
れ
る
。

に
し
た
。

彼
ら
は
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
の
国
会
代
表
た
ち
の
大
多
数
か
ら
そ
の
妥
協
案
へ
の
賛
同
を
と
り
つ
け
て
お
り
、
ユ
ル
ゲ
ン
・
マ
ィ
ャ
ー

は
三
○
以
上
の
署
名
を
集
め
た
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
て
い
た
。
そ
し
て
最
終
的
に
は
七
二
名
の
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
・
メ
ン
バ
ー
か
ら
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③
こ
の
活
動
の
意
義

彼
ら
が
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
に
提
出
し
た
二
つ
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
、
憲
法
上
約
批
准
の
た
め
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
、
共
同
体
立
法
過
程

で
の
イ
ニ
シ
ァ
テ
ィ
ヴ
と
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
、
は
残
念
な
が
ら
そ
の
ま
ま
の
か
た
ち
で
は
承
認
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
結
果
は
第
二

の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
一
部
、
つ
ま
り
市
民
に
よ
る
イ
ニ
シ
ァ
テ
ィ
ヴ
の
権
利
の
み
が
草
案
に
盛
り
込
ま
れ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
彼
ら
の
活
動
の
意
義
は
そ
の
結
果
以
上
の
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
第
一
に
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
母
と
い
わ
れ
る
ス
イ
ス
な

ど
の
歴
史
を
み
て
も
、
最
初
は
ほ
ん
の
小
さ
な
市
民
の
権
利
を
認
め
さ
せ
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
、
長
い
年
月
と
努
力
を
重
ね
て
現
在
の

欧
州
共
同
体
に
お
け
る
「
民
主
主
義
の
赤
字
」
問
題
と
そ
の
処
方
菱
西
．
完
）
（
細
井
）

二
八
三

署
名
を
集
め
た
。
何
よ
り
も
彼
ら
を
驚
か
せ
た
の
は
、
ジ
ス
カ
ー
ル
・
デ
ス
タ
ン
が
市
民
の
イ
ニ
シ
ァ
テ
ィ
ヴ
に
好
意
的
で
あ
り
、
幹
部

会
も
そ
の
た
め
に
解
決
策
を
検
討
予
定
で
あ
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
こ
れ
を
聞
き
感
極
ま
っ
て
ル
ク
セ
ン
ブ
ル

ク
広
場
で
砠
匹
杯
を
あ
げ
た
。
し
か
し
そ
こ
で
幹
部
会
の
メ
ン
バ
ー
の
ひ
と
り
に
遭
遇
し
、
幹
部
会
は
圧
倒
的
多
数
で
彼
ら
の
案
を
否
決
し

た
と
知
ら
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
審
議
に
ジ
ス
カ
ー
ル
・
デ
ス
タ
ン
は
い
な
か
っ
た
と
い
う
。
エ
フ
ラ
ー
は
後
に
こ
の
六
月
五
、
六

日
の
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
を
振
り
返
り
、
一
喜
一
憂
さ
せ
ら
れ
た
忘
れ
ら
れ
な
い
二
日
間
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
短

い
期
間
に
幹
部
会
で
ど
の
よ
う
な
変
化
と
話
し
合
い
が
も
た
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
全
く
わ
か
ら
な
い
と
言
っ
て
い
る
。

ベ
ル
リ
ン
に
帰
っ
て
数
日
間
落
ち
込
ん
だ
あ
と
、
エ
フ
ラ
ー
は
ユ
ル
ゲ
ン
・
マ
イ
ャ
ー
に
電
話
し
て
、
今
後
の
活
動
の
展
開
に
つ
い
て

話
し
合
っ
た
。
彼
ら
は
、
こ
れ
か
ら
も
長
期
的
に
共
同
体
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
実
現
に
む
け
て
活
動
を
続
け
て
い
く
と
い

う
。
ま
た
、
Ｅ
Ｒ
Ｃ
は
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
開
催
中
の
み
の
ア
ド
ホ
ッ
ク
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
あ
っ
た
が
、
現
在
も
お
互
い
に
コ
ン
タ
ク

ト
を
と
り
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を
続
け
て
い
る
。
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法
学
志
林
第
一
○
四
巻
第
二
号

二
八
四

シ
ス
テ
ム
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
る
。
共
同
体
に
お
け
る
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
的
手
続
き
を
現
行
の
シ
ス
テ
ム
を
補
完
す
る
か
た
ち
で
導
入

し
よ
う
と
い
う
努
力
は
今
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
。
彼
ら
の
今
回
の
活
動
の
最
も
大
き
な
意
義
は
、
彼
ら
が
そ
の
た
め
の
第
一
歩
を
共

同
体
が
踏
み
出
す
機
会
を
つ
く
っ
た
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。
憲
法
条
約
（
草
案
）
が
正
式
に
採
択
、
批
准
さ
れ
た
の
ち
に
、
た
び
た
び

改
正
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
時
に
さ
ら
に
第
二
歩
、
第
三
歩
と
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
的
手
続
き
、
「
新
し
い
デ
モ
ク
ラ
シ

ー
」
の
歩
み
は
進
め
ら
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。
そ
し
て
第
二
に
、
こ
の
共
同
博
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
歴
史
に
小
さ
く
も
大
き
な
意
義
を
も
つ

第
一
歩
を
影
で
準
備
し
た
の
が
、
従
来
の
政
治
的
ア
ク
タ
ー
の
い
ず
れ
で
も
な
い
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
だ
と
い
う
こ
と
も
ま
た
注
目
に
値
す
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
高
級
官
僚
の
集
団
・
欧
州
委
員
会
、
加
盟
国
首
脳
の
会
合
・
欧
州
理
事
会
、
加
盟
国
関
係
閣
僚
の
集
ま
り
・
閣
僚
理
事
会
、

依
然
と
し
て
共
同
体
の
主
要
な
ア
ク
タ
ー
で
あ
り
続
け
、
こ
れ
か
ら
も
そ
う
あ
る
で
あ
ろ
う
各
加
盟
国
政
府
、
最
近
共
同
体
で
そ
の
政
治

的
存
在
と
発
言
力
を
認
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
加
盟
国
内
の
地
方
政
府
、
そ
の
ど
れ
で
も
な
く
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
こ
れ
ほ
ど
大
き
な
仕
事
を
し
た
こ

と
が
今
ま
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
の
メ
ン
バ
ー
に
彼
ら
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
関
し
て
署
名
活
動
を
し
て
い
る
間
、

そ
の
多
く
が
各
加
盟
国
議
会
の
代
表
者
や
欧
州
市
民
に
彼
ら
の
代
表
と
し
て
直
接
選
出
さ
れ
た
欧
州
議
員
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
よ
う
な
人

た
ち
が
ド
イ
ツ
の
い
ち
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
を
と
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
署
名
、
話
し
合
い
を
も
つ
と
い
う
、
異
例
の
事
態
に
誰
一

人
と
し
て
疑
問
を
も
つ
人
は
い
な
か
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
は
、
そ
れ
が
前
代
未
聞
で
あ
る
と
は
い
え
、
誰
が
イ
ニ
シ
ァ
テ
ィ
ヴ
を
と
る
か

と
い
う
こ
と
は
些
細
な
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
せ
て
し
ま
う
ほ
ど
に
、
彼
ら
が
提
出
し
た
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
内
容
が
共
同
体
全
体
に
普
遍
的

重
要
性
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
す
で
に
市
民
の
直
接
参
加
の
道
に
光
を
与
え
て
い
る
。

第
三
節
共
同
体
に
お
け
る
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
可
能
性
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（
ａ
）
欧
州
連
合
条
約
（
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
）
第
四
八
条
と
各
加
盟
国
憲
法
改
正
問
題

Ｅ
Ｕ
に
お
い
て
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
制
度
と
し
て
採
用
す
る
か
否
か
は
、
法
的
な
問
題
、
つ
ま
り
欧
州
連
合
条
約
（
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ

（
兜
）

卜
条
約
）
第
四
八
条
と
各
加
盟
国
窟
法
が
問
題
と
な
っ
て
く
る
。
第
四
八
条
の
最
後
の
一
文
に
、
欧
州
連
合
条
約
の
改
正
は
す
べ
て
の
加

盟
国
に
よ
り
批
准
さ
れ
た
あ
と
施
行
さ
れ
る
が
、
そ
の
改
正
の
批
准
手
続
は
、
各
加
盟
国
の
憲
法
の
規
定
に
し
た
が
う
こ
と
が
明
記
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
、
各
加
盟
国
の
憲
法
に
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
の
制
度
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
欧
州
連
合
条
約
を
改
正
す
る
際
、

国
民
投
票
を
行
う
必
要
が
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
一
方
、
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
に
関
し
て
は
、
実
際
に
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
作
用
す

る
か
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
あ
る
一
定
の
人
数
の
市
民
が
署
名
を
し
、
欧
州
委
員
会
に
彼
ら
の
意
見
を
表
明
す
る
だ
け
の
も
の
で
あ

る
か
ら
、
法
の
決
定
プ
ロ
セ
ス
に
強
制
力
の
あ
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
と
は
全
く
違
う
も
の
で
あ
る
う
え
、
各
加
盟
国
の
憲
法
を
改
正
す
る

必
要
も
な
い
。
こ
の
こ
と
が
、
イ
ニ
シ
ァ
テ
ィ
ヴ
だ
け
が
今
回
の
憲
法
条
約
草
案
に
盛
り
込
ま
れ
た
理
由
で
あ
る
。

コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
の
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
に
い
た
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
ヴ
ィ
ン
タ
ー
シ
ュ
ダ
イ
ン
に
共
同
体
に
お
け
る
参
加
デ
モ
ク
ラ

（
別
〉

シ
ー
の
可
能
性
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
し
た
と
こ
ろ
、
次
の
よ
う
な
回
答
が
か
え
っ
て
き
た
。
「
加
盟
国
の
多
く
が
国
内
で
レ
フ
ァ
レ

（
弱
）

ン
ダ
ム
を
実
施
し
て
い
な
い
。
諮
問
的
な
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
を
実
施
し
て
い
る
加
盟
国
が
い
く
つ
か
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ

ム
に
関
し
て
は
全
く
統
一
さ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
基
準
（
胃
『
○
℃
の
：
日
一
の
）
と
い
う
も
の
が
存
在
し
な
い
。
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
を
実
施
す

る
か
否
か
は
共
同
体
が
決
め
る
こ
と
で
は
な
く
、
各
加
盟
国
が
国
内
で
決
定
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
い
く
つ
か
の
レ
フ
ァ
レ
ン

ダ
ム
を
必
要
と
す
る
加
盟
国
や
そ
れ
が
可
能
な
加
盟
国
が
実
施
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
そ
の
他
の
加
盟
国
も
同
様
に
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
を

実
施
す
る
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
の
が
私
の
理
解
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
最
近
こ
の
こ
と
に
関
す
る
議
論
は
あ
ま
り
さ
れ
て

い
な
い
。
私
個
人
の
考
え
で
は
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
を
実
施
す
る
こ
と
が
い
い
こ
と
か
ど
う
か
疑
問
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
は
と
て

欧
州
共
同
体
に
お
け
る
「
民
主
主
義
の
赤
字
」
問
題
と
そ
の
処
方
菱
回
．
完
）
（
細
井
）

二
八
五
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法
学
志
林
第
一
○
四
巻
第
二
号

二
八
六

も
梅
忘
雑
な
問
題
で
あ
り
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
は
政
治
家
を
ポ
ピ
ュ
ラ
リ
ス
ト
に
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
誰
か
の
意
図
に
人
々
が
の

せ
ら
れ
て
し
ま
う
と
い
う
リ
ス
ク
が
あ
る
た
め
、
憲
法
に
関
し
て
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
を
論
じ
る
こ
と
は
と
て
も
大
き
な
リ
ス
ク
を
伴
う
。

（
立
法
過
程
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
に
つ
い
て
）

立
法
プ
ロ
セ
ス
の
中
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
は
国
内
法
の
問
題
で
あ
る
。
委
員
会
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
提
出
の
あ
と
に
理
事
会
と
議
会
が
Ｅ
Ｃ

法
を
つ
く
る
。
そ
れ
を
各
加
盟
国
の
国
内
議
会
が
そ
れ
ぞ
れ
の
国
内
制
度
に
て
ら
し
て
実
施
す
る
の
だ
か
ら
、
そ
の
過
程
で
レ
フ
ァ
レ
ン

ダ
ム
を
実
施
す
る
か
否
か
は
、
Ｅ
Ｃ
法
の
意
図
に
沿
っ
て
そ
れ
が
実
施
さ
れ
て
い
れ
ば
、
共
同
体
が
関
与
す
る
こ
と
で
は
な
い
。

（
憲
法
条
約
嘘
批
准
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
に
つ
い
て
）

そ
れ
が
よ
い
こ
と
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
。
ス
イ
ス
な
ど
一
国
内
で
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
を
み
る
か
ぎ
り
、
代
議
制
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
の

対
比
と
い
う
観
点
か
ら
、
い
い
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
と
思
う
が
、
そ
れ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
レ
ヴ
ェ
ル
で
行
わ
れ
る
と
し
た
ら
、
は
た
し
て
そ
れ

が
可
能
か
ど
う
か
、
扱
い
き
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
」

た
し
か
に
、
彼
が
言
う
よ
う
に
共
同
体
で
は
そ
れ
が
規
則
と
い
う
か
た
ち
を
と
ら
な
い
か
ぎ
り
共
同
博
の
法
や
政
策
の
実
施
一
々
法
は
各

加
盟
国
の
法
に
し
た
が
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
を
そ
の
憲
法
に
定
め
て
い
な
い
加
盟
国
に
対
し
て
共
同
体
が
そ
れ
を

変
え
さ
せ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
が
加
盟
国
の
欧
州
連
合
条
約
批
准
一
々
法
に
直
接
関
与
す
る
こ
と
を
好
ま
な
い

こ
と
は
当
然
と
い
え
る
。
よ
っ
て
、
共
同
体
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
が
実
現
す
る
た
め
に
ま
ず
絶
対
不
可
欠
に
な
っ
て
く
る
の

が
、
加
盟
国
に
よ
る
自
発
的
な
趨
法
改
正
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
現
在
の
日
本
に
お
け
る
憲
法
改
正
議
論
を
み
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、
簡

（
弱
）

単
な
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
も
、
対
象
国
は
一
国
で
は
な
く
、
い
ま
や
一
一
五
ヵ
国
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
明
る
い
兆
し
も
見
え
て
き
て
い
る
。
そ
れ
は
、
す
で
に
い
く
つ
か
の
加
盟
国
政
府
が
近
い
将
来
、
レ
フ
ァ
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ち
な
み
に
、
二
○
○
二
年
一
一
月
に
行
わ
れ
た
加
盟
国
に
お
け
る
窟
法
批
准
の
た
め
に
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
に
関
す
る
最
初
の
扇
日
巨
『
‐

８
⑦
の
審
議
と
一
一
○
○
三
年
六
月
に
ド
イ
ツ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
も
っ
と
民
主
主
義
を
！
」
が
行
っ
た
調
査
に
よ
っ
て
、
以
下
の
こ
と
が
明
ら
か
に

（
則
）

な
っ
た
。
①
二
五
ヵ
国
中
一
七
ヵ
国
の
現
・
新
・
加
盟
国
が
、
共
同
体
レ
ヴ
ェ
ル
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
の
展
望
に
つ
い
て
「
よ
い
」
あ
る

い
は
「
と
て
も
よ
い
」
と
評
価
し
て
い
る
。
「
と
て
も
よ
い
」
と
答
え
た
国
の
ほ
と
ん
ど
が
中
小
規
模
の
国
で
あ
っ
た
。
②
フ
ラ
ン
ス
、

ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ス
ペ
イ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
よ
う
な
大
規
模
の
国
々
の
展
望
は
、
「
ふ
つ
う
」
か
ら
「
よ
い
」
で
あ
る
。
そ
の
意

味
す
る
と
こ
ろ
は
、
あ
る
法
的
あ
る
い
は
政
治
的
問
題
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
解
決
可
能
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
③
し
か
し
、
ベ
ル
ギ
ー
、

マ
ル
タ
、
キ
プ
ロ
ス
の
三
ヵ
国
で
は
共
同
体
レ
ヴ
ェ
ル
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
を
実
施
す
る
こ
と
に
関
し
て
深
刻
な
法
的
あ
る
い
は
政
治
的

問
題
が
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
調
査
レ
ポ
ー
ト
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
は
、
リ
ト
ア
ニ
ア
、
ラ
ト
ヴ
ィ
ア
、
エ
ス
ト
ニ
ア
な
ど
の
旧
ソ
連
の

体
制
下
に
あ
っ
た
国
々
は
、
超
国
家
的
組
織
に
主
権
の
代
表
を
送
る
こ
と
に
極
め
て
慎
重
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
リ
ト
ア
ニ
ア
憲
法
一
四

欧
州
共
同
体
に
お
け
る
「
民
主
主
義
の
赤
字
」
問
題
と
そ
の
処
方
菱
（
四
。
完
）
（
細
井
）

二
八
七

ら
で
あ
る
。

レ
ン
ダ
ム
を
実
施
す
る
意
思
を
表
明
し
は
じ
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
す
で
に
市
民
に
よ
る
条
約
批
准
を
行
う
伝
統

を
も
つ
デ
ン
マ
ー
ク
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
フ
ラ
ン
ス
に
加
え
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ス
ペ
イ
ン
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
の
よ
う
な
そ
の
伝
統
を
も

た
な
い
加
盟
国
の
首
相
も
欧
州
憲
法
批
准
の
た
め
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
を
近
い
将
来
鰹
実
施
し
て
い
く
方
向
に
あ
る
と
い
う
意
思
を
表
明
し

（
訂
）

（
記
）
（
弱
）

〈
釦
）

（
印
）

（
礎
〉

て
い
る
。
ま
た
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ベ
ル
ギ
ー
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
少
し
慎
重
な
が
ら
も
検
討
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
イ

（
鍋
）

ギ
リ
ス
（
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
・
チ
ー
フ
代
表
）
は
否
定
と
い
う
状
況
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
加
盟
国
政
府
の
代
表
者
た
ち
自
ら
レ
フ

ァ
レ
ン
ダ
ム
に
注
目
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
大
変
興
味
深
く
、
意
義
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
伝
統
的
に
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
た

ち
は
市
民
に
決
定
権
を
与
え
る
こ
と
に
消
極
的
で
あ
っ
た
し
、
政
治
的
統
制
を
市
民
に
ゆ
だ
ね
る
こ
と
な
ど
は
考
え
て
も
い
な
か
っ
た
か
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（
ｂ
）
手
続
き
の
煩
雑
化
と
璽
子
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
可
能
性

ま
た
、
ヴ
ィ
ン
タ
ー
シ
ュ
ダ
イ
ン
は
共
同
体
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
イ
ニ
シ
ァ
テ
ィ
ヴ
が
困
難
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
に
お
い
て
は
不
可
能
で
あ

る
と
す
る
理
由
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
手
続
き
の
煩
雑
さ
を
あ
げ
て
い
る
。
た
し
か
に
、
言
語
も
行
政
シ
ス
テ
ム
も
違
う
二
五
ヵ
国
の
市
民

が
同
日
同
時
に
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
を
行
う
こ
と
は
膨
大
な
労
力
を
要
す
る
作
箪
〈
で
あ
る
。
イ
ニ
シ
ァ
テ
ィ
ヴ
に
し
て
も
、
署
名
活
動
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
市
民
に
よ
る
討
議
に
お
い
て
は
物
理
的
な
距
離
や
言
語
の
ち
が
い
も
陣
〉
害
に
な
ら
な
い
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
現

行
の
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
で
さ
え
、
二
五
ヵ
国
体
制
に
移
行
し
て
欧
州
委
員
会
は
じ
め
共
同
体
諸
機
関
は
問
題
や
課
題
を
抱
え
て
い
る
。

そ
の
う
え
、
こ
の
よ
う
な
仕
事
を
す
す
ん
で
引
き
受
け
た
い
と
は
思
わ
な
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
こ
の
問
題
に
ひ
と
つ
の
答
え
を
与
え
う
る
可
能
性
が
あ
る
の
は
、
郵
便
シ
ス
テ
ム
や
電
子
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
発
達
と
そ
の
利

用
で
あ
る
。
二
五
ヵ
国
が
集
ま
る
欧
州
共
同
体
と
一
国
を
単
純
に
く
ら
べ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
た
と
え
ば
、
ス
イ
ス
の
レ
フ
ァ
レ
ン

ダ
ム
で
は
郵
送
投
票
が
認
め
ら
れ
て
お
り
最
近
で
は
郵
送
投
票
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
市
民
の
討
議
に
お
い
て
は
従
来
の
新

聞
や
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
を
媒
体
と
し
た
討
議
の
ほ
か
に
、
電
子
討
議
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
。

ま
ず
、
広
い
意
味
で
の
「
参
加
」
に
は
、
イ
ニ
シ
ァ
テ
ィ
ヴ
や
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
が
行
わ
れ
る
際
の
各
案
件
に
つ
い
て
自
ら
知
識
を
得

法
学
志
林
第
一
○
四
巻
第
二
号

二
八
八

八
・
一
条
で
は
、
主
権
に
関
わ
る
よ
う
な
内
容
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
に
お
い
て
は
、
七
五
％
の
承
認
が
必
要
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
現
実
的
に
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
ハ
ー
ド
ル
で
あ
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
（
連
邦
レ
ヴ
ェ
ル
）
や
オ
ラ
ン
ダ
の
よ
う
に
第
二
次
世

界
大
戦
中
の
ナ
チ
ス
政
権
下
の
経
験
か
ら
、
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
ト
ラ
ウ
マ
を
も
つ
国
々
も
あ
る
。
こ
う
し
た
問
題
の
解
決
が
、
こ
れ

か
ら
の
共
同
体
に
お
け
る
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
発
展
を
左
右
す
る
で
あ
ろ
う
。
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る
と
い
う
こ
と
も
含
ま
れ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
本
や
新
聞
、
テ
レ
ビ
、
私
的
な
も
の
か
ら
公
的
な
も
の
ま
で
の
討
議
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
一
々
法
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
段
階
の
参
加
が
な
く
て
も
イ
エ
ス
か
ノ
ー
か
の
判
断
を
す
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
知
識
を
得
て
思
考
を
す

（
髄
）

る
こ
と
に
よ
っ
て
市
民
の
一
口
動
の
質
は
は
る
か
に
声
同
ま
る
。

疲
れ
て
帰
宅
し
た
市
民
の
多
く
は
、
夕
方
か
ら
夜
に
か
け
て
テ
レ
ビ
を
つ
け
る
。
そ
の
時
、
そ
の
他
の
ジ
ャ
ン
ル
の
番
組
と
同
じ
く
ら

い
の
可
能
性
で
、
ニ
ュ
ー
ス
や
時
事
番
組
を
見
る
と
い
う
。
そ
の
点
で
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
は
、
娯
楽
と
政
治
の
垣
根
を
ほ
と
ん
ど
取
り
払

（
髄
）

っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
テ
レ
ビ
の
役
割
と
影
響
力
は
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
の
中
で
も
群
を
抜
い
て
い
る
。
｜
例
を
あ
げ
る
と
、

ま
ず
ニ
ュ
ー
ス
番
組
で
一
般
的
事
実
と
情
報
を
提
供
す
る
他
に
、
知
識
人
や
専
門
家
に
よ
る
討
議
、
市
民
に
よ
る
討
議
の
場
を
提
供
す
る
。

そ
し
て
そ
の
討
議
の
あ
と
に
大
衆
投
票
を
行
っ
た
り
も
す
る
。
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
や
討
議
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
お
け
る
メ
デ
ィ
ア
の
あ
り

（
研
）

方
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
あ
る
が
こ
こ
で
は
あ
え
て
触
れ
な
い
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
一
ナ
レ
ビ
の
次
に
入
手
し
や
す
く
影
響

も
あ
る
の
が
新
聞
で
あ
ろ
う
。
新
聞
は
一
般
的
な
事
実
と
情
報
を
提
供
す
る
だ
け
で
な
く
、
紙
面
に
は
知
識
人
や
専
門
家
た
ち
の
討
論
や
、

市
民
の
投
書
な
ど
に
よ
っ
て
討
議
の
場
も
提
供
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
新
聞
社
の
立
場
を
き
ち
ん
と
表
明
す
る
新
聞
社
も
少
な
く
な
い
。

電
話
に
よ
る
討
議
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
の
情
報
収
集
、
討
議
も
か
な
り
増
え
て
き
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
、
メ
デ
ィ
ア
や
電
子
媒
体
を
駆
使
し
て
、
古
代
ア
テ
ネ
の
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
お
け
る
対
面
討
議
で
は
不
可
能
で
あ
る

こ
と
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
二
五
ヵ
国
と
い
う
比
べ
よ
う
も
な
い
ほ
ど
大
き
な
規
模
の
市
民
が
討
議
を
可
能
に
な
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
少
な

く
と
も
、
対
面
討
議
の
形
式
の
み
を
想
定
し
て
、
共
同
体
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
や
討
議
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
不
可
能
で
あ
る

と
否
定
す
る
主
張
を
切
り
崩
す
こ
と
に
は
な
る
で
あ
ろ
う
。

欧
州
共
同
体
に
お
け
る
「
民
主
主
義
の
赤
字
」
問
題
と
そ
の
処
方
菱
（
四
．
完
）
（
細
井
）

二
八
九
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（
胆
）
Ｆ
の
■
穴
の
ロ
ロ
の
ｏ
］
貰
禺
一
○
コ
ー
ヨ
ヨ
の
司
巨
Ｅ
『
の
。
【
＆
の
固
巨
『
。
□
の
⑪
。
ご
己
。
口
・
シ
ロ
ロ
の
滉
］
・
祠
『
の
⑫
己
の
。
。
『
、
○
口
。
］
Ｅ
ｍ
－
ｏ
ｐ
の
》
向
こ
『
。
□
田
。
ｎ
．
巨
皀
Ｑ
］
ｇ
の
⑦
芹
旨
、
ご

Ｐ
の
■
丙
の
Ｐ
］
』
、
ゴ
ー
田
Ｄ
Ｒ
Ｃ
ヨ
ワ
の
『
ｇ
三
（
三
［
己
ミ
ニ
ラ
ラ
ミ
・
の
巨
函
Ｓ
」
・
ワ
の
｛
ご
国
シ
□
ご
勺
幻
同
の
、
一
・
の
【
ロ
一
一
・
口
の
ロ
ロ
ロ
ｇ
－
８
ｃ
ｃ
Ⅱ
少
少
陣
一
［
の
日
の
己
Ⅱ
唾
］
霊
騨
ｍ
向
）
・

〈
田
）
国
『
巨
認
の
一
ｍ
・
笛
へ
ｇ
へ
９
９
（
Ｃ
ｏ
ｚ
ｓ
刃
田
患
］
）
・
勺
『
。
□
。
⑪
巴
患
］
一
○
ｏ
ｚ
『
の
認
へ
９
．

（
ｕ
）
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
『
ユ
ー
ロ
ト
レ
ン
ド
』
二
○
○
二
年
九
月
号
、
一
三
’
一
四
頁
。

（
旧
）
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
『
ユ
ー
ロ
ト
レ
ン
ド
』
二
○
○
二
年
九
月
号
、
一
五
頁
。

（
咽
）
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
『
ユ
ー
ロ
ト
レ
ン
ド
」
二
○
○
三
年
一
一
一
月
号
、
一
一
｜
頁
。

庄
司
克
宏
「
欧
州
遼
法
条
約
草
案
の
概
要
と
評
価
ｌ
簡
素
化
・
分
権
化
・
民
主
化
・
効
率
化
」

（
Ⅱ
）
前
掲
、
田
中
、
八
頁
。

法
学
志
林
第
一
○
四
巻
第
二
号

二
九
○

（
１
）
現
在
、
閣
僚
理
事
会
で
全
会
一
致
が
得
ら
れ
な
い
場
合
、
各
加
盟
国
は
配
分
さ
れ
た
「
持
ち
票
」
に
応
じ
て
投
票
し
、
総
数
八
七
の
う
ち
六
二
票
以
上
で

可
決
す
る
特
定
多
数
決
を
採
用
し
て
い
る
が
、
こ
の
「
持
ち
票
」
制
度
を
改
め
、
「
人
口
比
」
を
よ
り
忠
実
に
反
映
し
た
制
度
に
す
る
こ
と
を
懲
法
草
案
は

提
案
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
加
盟
国
の
過
半
数
が
賛
成
し
、
賛
成
国
の
人
口
の
合
計
が
全
体
の
六
○
％
を
超
え
れ
ば
可
決
す
る
と
い
う
制
度
で
あ
る
。
「
Ｅ
Ｕ

の
力
は
国
だ
け
で
な
く
市
民
に
も
由
来
す
る
」
と
い
う
憲
法
原
則
に
沿
っ
た
改
革
と
い
え
る
。
『
朝
日
新
聞
』
二
○
○
三
年
一
一
一
月
二
六
日
、
六
頁
。

（
２
）
藤
原
豊
司
『
欧
州
統
合
の
地
平
」
日
本
評
論
社
、
二
○
○
一
年
、
一
○
’
’
’
○
二
頁

（
３
）
。
シ
ｎ
Ｃ
ｐ
の
二
冒
菖
。
ご
【
。
『
両
巨
『
○
℃
の
．
・
塵
『
言
の
同
Ｄ
Ｃ
皀
○
曰
一
切
【
．
．
》
患
へ
］
】
ヘ
ｇ
ｇ
・
ロ
・
臼
．

（
４
）
言
ヨ
ニ
ロ
コ
ロ
ご
一
国
目
の
⑩
弓
・
ヨ
ヘ
Ｓ
へ
９
ｓ

藤
原
豊
司
「
Ｅ
Ｕ
は
将
来
も
加
盟
国
主
体
に
ｌ
「
欧
州
の
将
来
会
議
」
が
憲
法
草
案
提
出
ｌ
」
、
『
海
外
事
惰
研
究
所
報
告
」
、
師
号
、
二
○
○
三
年
．

（
５
）
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
「
ユ
ー
ロ
ト
レ
ン
ド
』
二
○
○
三
年
三
月
号
、
’
一
○
頁
。

田
中
俊
郎
「
欧
州
憲
法
条
約
草
案
採
択
へ
の
道
」
『
海
外
事
情
」
二
○
○
三
年
一
○
月
号
、
一
○
頁
。

（
６
）
『
朝
日
新
聞
』
二
○
○
三
年
一
一
月
二
六
日
。

（
７
）
『
朝
日
新
聞
」
二
○
○
三
年
一
二
月
一
六
日
。

（
８
）
弓
色
の
六
句
〔
）
『
８
句
巨
巨
『
の
。
［
夢
の
ご
ゴ
ー
・
Ｐ
同
巨
『
○
℃
の
：
Ｃ
Ｏ
ヨ
ョ
ー
競
一
・
己
．
、
、
０
８
日
『
旨
〔
，
。
①
ロ
の
３
一
．
ン
｜
の
ｘ
：
。
の
『
言
冒
［
臼
の
【
の
ご
氏
と
二
○
○
四
年
一
一
一
月

三
日
に
行
っ
た
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
よ
り
。

（
９
）
田
中
俊
郎
「
欧
州
憲
法
条
約
草
案
採
択
へ
の
道
」
『
海
外
事
悩
」
二
○
○
三
年
一
○
月
号
、
八
頁
。

（
皿
）
向
巨
『
８
８
コ
○
・
ヨ
ョ
ー
溌
一
Ｃ
Ｐ
向
巨
『
Ｃ
ロ
８
コ
の
。
『
の
ョ
目
Ｄ
Ｐ
シ
ミ
言
（
の
勺
四
つ
の
『
》
亜
目
認
の
｜
印
・
鴎
・
『
・
函
Ｓ
」
Ｃ
○
三
（
蒔
ｇ
］
）
』
畠
［
旨
四
一
・

Hosei University Repository



（
型
）
弓
与
の
］
の
胃
］
『
ご
□
の
〆
。
『
Ｑ
○
日
。
◎
『
月
豈
》
句
『
の
①
。
○
ヨ
四
○
■
“
の
（
言
量
三
三
・
［
『
の
Ｑ
Ｃ
ヨ
ゴ
◎
色
の
．
○
『
狛
一
『
昌
冒
鳴
一
ヨ
ロ
の
浜
・
亘
ョ
）
・

（
躯
）
（
一
三
三
目
ぐ
の
俸
宛
の
瀞
『
の
且
一
』
ョ
目
⑪
［
旨
后
冒
『
・
己
の
に
よ
る
資
料
）

シ
二
号
８
ｍ
の
『
ｏ
協
い
口
Ｑ
、
『
二
二
。
【
凹
巨
｛
ョ
の
二
二
富
少
８
ｇ
ｐ
ｍ
『
、
｛
一
ぐ
の
②
Ｅ
已
望
○
口
昌
一
旨
こ
ぐ
の
四
．
已
勾
の
［
Ｃ
『
の
コ
ロ
ロ
ョ
ー
臼
８
ョ
己
胃
昌
一
く
の
①
ぐ
、
｜
巨
呉
一
○
二
○
『

［
陣
幻
冒
⑭
』
向
巨
『
○
℃
３
．
Ｃ
Ｏ
戸
口
戸
ユ
の
切
患
ご
言
閂
甸
目
同
一
』
『
Ｃ
己
の
○
○
Ｅ
二
一
『
］
一
コ
□
の
涕
Ｃ
ｐ
○
三
繭
の
ロ
］
四
二
「
ヨ
、
颪
ご
駒
ｇ
Ｂ
弓
・
シ
ヨ
⑫
（
の
己
僅
冒
・
呂
冨
・

（
妬
）
（
一
．
冨
呉
宮
の
伜
宛
の
｛
の
『
の
己
巨
目
旨
⑪
二
百
［
の
向
巨
『
（
》
己
の
に
よ
る
資
料
）

四
『
ｐ
ご
ｏ
尻
凹
巨
［
ョ
、
ゴ
ゴ
ー
倉
胃
［
竜
。
ロ
ョ
国
昌
回
。
『
Ｃ
ミ
ユ
・
の
国
ユ
』
『
一
ｍ
。
（
・
・
閂
幻
冒
向
巨
『
Ｃ
己
の
の
こ
『
『
の
望
ｇ
三
○
口
声
。
二
戸
。
①
旨
】
（
旨
二
こ
の
鈩
元
の
『
の
『
の
Ｈ
】
ロ
ロ
ョ
己
『
。
‐

欧
州
共
同
体
に
お
け
る
「
民
主
主
義
の
赤
字
」
問
題
と
そ
の
処
方
菱
（
四
。
完
）
（
細
井
）

二
九
一

（
犯
）
ド
イ
ツ
最
大
の
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
推
進
連
動
団
体
・
会
員
数
は
ド
イ
ツ
全
体
で
は
約
四
○
○
○
人
、
そ
の
う
ち
有
籍
、
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
く
職
員
は
一

五
人
。
パ
ー
デ
ン
・
ヴ
ェ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
州
、
バ
イ
エ
ル
ン
州
、
ベ
ル
リ
ン
州
、
プ
ラ
ン
デ
ン
プ
ル
ク
州
、
ブ
レ
ー
メ
ン
州
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
州
、
ヘ
ッ
セ
ン
州
、

メ
ク
レ
ン
プ
ル
ク
・
フ
ォ
ア
ポ
ン
メ
ル
ン
州
、
ニ
ー
ダ
ー
・
ザ
ク
セ
ン
州
、
ノ
ル
ド
ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
、
シ
ュ
レ
ス
ヴ
ィ
ヒ
・
ホ
ル
シ
ュ
タ

イ
ン
川
に
オ
フ
ィ
ス
が
あ
り
連
撫
し
て
い
る
。
特
に
本
部
は
設
け
て
い
な
い
が
細
井
が
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
に
訪
ね
た
ベ
ル
リ
ン
・
オ
フ
ィ
ス
に
は
職
員
が
五
人
お

り
、
最
大
と
な
っ
て
い
る
。
職
員
、
会
員
に
は
政
治
学
者
な
ど
の
専
門
家
を
擁
し
、
国
会
議
員
や
欧
州
議
会
議
員
へ
の
ロ
ビ
ー
活
動
を
盛
ん
に
行
い
イ
ニ
シ
ア

テ
ィ
ヴ
や
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
を
ド
イ
ツ
基
本
条
約
や
欧
州
惣
法
条
約
草
案
の
条
項
と
し
て
盛
り
込
む
た
め
の
活
動
を
し
て
い
る
。
各
州
で
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
の

申
請
が
許
可
さ
れ
、
州
法
と
し
て
成
立
し
た
件
数
は
数
多
い
。

（
鋼
）
二
。
。
【
す
】
の
・
三
閏
酌
冨
一
一
目
。
【
Ｃ
一
【
す
］
画
、
堀
の
『
・
勺
。
］
】
ミ
ヨ
勺
『
○
一
の
Ｃ
［
“
□
、
国
⑫
（
□
の
⑦
『
の
宣
昌
］
目
］
・
湯
□
１
－
９
ｓ
｛
三
三
三
・
ヶ
②
。
、
ヒ
ョ
己
・
の
こ
こ
一
○
昼
。
ｐ
】
へ

（
幻
）
ご
己
，

一旦〆丙べ－、

２０１９１８ 
－〆￣〆、－〆

戸一､

１７ 
、－〆

弩ロ②。『一℃（》一茸］）・
■
 

『
海
外
事
情
』
二
○
○
三
年
一
○
月
号
、
一
五
頁
。

庄
司
克
宏
『
Ｅ
Ｕ
法
基
礎
編
』
岩
波
書
店
、
二
○
○
○
三
年
。

Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
「
ユ
ー
ロ
ト
レ
ン
ド
』
一
一
○
○
一
一
一
年
三
月
号
、
’
’
’
’
一
一
三
頁
。

『
朝
日
新
聞
』
二
○
○
三
年
一
一
月
二
六
日
。

Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
『
ユ
ー
ロ
ト
レ
ン
ド
」
一
一
○
○
三
年
三
月
号
、
一
一
三
頁
。

（
『
ヨ
目
｛
】
『
の
伜
訶
の
｛
の
『
の
且
巨
ョ
】
。
②
三
貝
の
同
巨
『
。
□
の
に
よ
る
資
料
）

シ
ョ
。
『
の
園
。
『
。
⑫
の
：
已
固
『
ご
ロ
。
尻
目
［
『
弓
目
員
屡
少
８
日
ご
山
『
四
｛
宮
の
②
Ｅ
二
『
◎
自
己
［
旨
こ
ぐ
の
目
□
丙
⑦
〔
の
『
の
コ
ュ
ロ
ョ
ー
ロ
８
ョ
己
の
『
四
（
弓
の
●
ご
回
］
目
【
一
○
三
○
［

｛
伜
丙
ヨ
麓
同
区
『
◎
℃
の
聾
二
○
○
巨
邑
（
『
旨
醜
冨
ヨ
・
苣
宛
目
向
巨
『
○
℃
の
Ｃ
○
二
口
弓
臣
『
ゴ
ロ
の
漁
○
口
Ｑ
二
Ｎ
の
弓
］
口
ミ
ヨ
陣
弄
ヨ
ｍ
ｇ
Ｃ
増
・
缶
ョ
鷺
の
ａ
■
冒
一
ｇ
ｇ
・
ロ
圏
．
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結
ん
だ
。

〈
釦
）
弓
巨

（
則
）
（
三

（
犯
）
シ
一
己
二
℃
の
『
『
の
（
一
言
の
・
倉
Ｃ
酔
凰
（
。
⑦
の
凹
巨
］
】
の
．
匂
凹
琶
量
Ｐ
・
・
で
回
『
】
⑫
．
】
患
二
言
国
巨
頭
盟
ョ
○
コ
・
量
ご
○
『
８
。
『
両
巨
８
℃
の
。
□
（
旨
の
。
⑪
．
宛
の
（
の
『
の
ロ
ロ
巨
冒
切
貰
己
同
臣
『
○
・

℃
Ｃ
口
皀
ご
（
の
、
『
■
二
○
二
冨
・
宛
ｇ
ミ
ヨ
煙
ロ
伜
巨
耳
一
の
『
一
の
一
旦
勺
巨
す
］
］
②
ゴ
の
『
⑫
．
○
〆
［
Ｃ
ａ
・
呂
皀
・

（
羽
）
ス
イ
ス
は
賛
成
票
七
二
・
五
％
で
、
Ｅ
Ｅ
Ｃ
（
胃
『
Ｃ
己
８
口
向
８
コ
・
ョ
】
、
、
。
【
ご
ヨ
ニ
ヨ
ニ
）
と
の
間
で
、
自
由
貿
易
条
約
（
句
『
ｇ
『
『
且
の
『
『
の
陸
【
『
）
を

（
幻
）
写
区
．

（
釦
）
弓
巨
『
。
。
ｐ
【
Ｐ
室
こ
の
一
の
。
【
ｃ
『
四
一
℃
四
『
｛
］
、
一
℃
囚
ご
Ｃ
Ｐ
□
『
国
。
。
⑭
ａ
Ｏ
Ｃ
『
す
の
耳
（
ミ
ニ
ラ
ミ
・
Ｄ
Ｃ
『
す
の
言
‐
の
ロ
『
Ｃ
・
ロ
の
目
Ｏ
Ｐ
Ｃ
。
・
こ
こ
白
日
○
員
．
ご
［
ョ
）
・

（
則
）
（
】
己
一
目
弓
の
律
幻
昌
図
の
且
巨
ョ
『
こ
の
［
冒
芹
⑦
両
巨
『
・
己
の
に
よ
る
資
料
）

シ
ョ
ー
『
の
ロ
の
○
『
Ｃ
⑪
②
山
ロ
ユ
国
『
巨
己
。
【
色
色
『
ヨ
出
口
己
。
。
←
【
詞
目
Ｃ
Ｏ
巨
口
言
望
旨
旦
の
ｘ
○
コ
Ｏ
一
一
旨
の
ロ
ー
囚
ヨ
ヨ
陣
宣
二
ｍ
ｍ
つ
。
増
．

（
犯
）
農
ミ
ヨ
呉
ロ
〕
『
ｇ
【
□
の
ョ
。
、
『
胃
壁
弓
凹
め
｛
。
（
）
（
［
臼
８
｛
ゴ
の
向
巨
『
Ｃ
己
の
四
口
】
己
の
的
『
“
二
○
口
己
『
◎
８
如
罪
》
．
⑩
日
〔
の
ョ
の
。
［
ワ
琶
鈩
唇
Ｑ
『
８
②
。
『
Ｃ
膿
。
＆
の
く
－
，
の
‐

つ
『
の
の
苞
の
己
｛
。
【
［
ロ
の
○
．
ロ
ロ
ｇ
一
○
【
同
色
『
○
℃
の
巳
戸
豈
の
】
宛
一
○
○
コ
『
の
『
の
己
。
①
ご
西
の
『
一
旨
・

（軍『急夛「・一ユーのｐＨ○℃のｂ『ぬ）

（
鋼
）
冨
巳
旨
四
の
⑩
の
。
§
且
少
］
。
】
⑩
⑫
冒
篇
『
・
屡
鈩
『
の
ぐ
・
冨
厨
因
の
耳
の
『
］
。
『
・
『
目
８
ミ
ロ
の
己
ヨ
ゴ
旦
冨
ぐ
の
句
圃
『
ぬ
ｏ
『
⑫
ミ
ヨ
で
。
－
】
二
８
笈
ご
ミ
ョ
ロ
』
具
、
《
。
‐

（
胃
。
否
。
笥
魚
ロ
の
Ｃ
の
ヨ
ワ
の
『
函
Ｃ
つ
い
．

（
狐
）
古
典
的
民
主
主
義
と
比
較
し
て
人
民
の
地
位
や
権
限
を
低
く
か
つ
小
さ
く
規
定
す
る
、
Ｊ
，
Ａ
，
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
に
代
表
さ
れ
る
現
代
派
の
民
主
主
義
理

論
で
は
、
人
民
の
役
割
は
、
単
に
「
政
府
を
つ
く
る
こ
と
」
で
あ
り
、
指
導
者
を
選
挙
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
ペ
ィ
ト
マ
ン
、
ミ
ル
ブ
レ
ィ

ス
、
ラ
イ
ヴ
リ
ー
な
ど
は
そ
れ
が
狭
い
意
味
し
か
持
た
な
い
民
主
主
義
論
で
あ
る
と
批
判
し
て
い
る
。
（
日
工
塁
二
『
現
代
民
主
主
義
論
」
勁
草
轡
房
、
一
九

九
四
年
、
一
九
二
’
’
九
五
頁
参
照
）
ま
た
、
バ
ッ
ジ
は
積
極
的
に
代
議
制
民
主
主
義
と
補
完
的
手
段
と
し
て
の
直
接
民
主
主
義
提
唱
し
て
い
る
。

○
色
『
Ｃ
ｌ
の
勺
、
［
の
ョ
目
・
ざ
ミ
ミ
冒
冒
ョ
目
具
Ｃ
§
８
句
目
蔦
旦
覆
汽
ご
石
凹
ヨ
ワ
『
昼
、
の
Ｍ
ｏ
ｍ
ヨ
ワ
ュ
已
碩
の
ロ
曰
く
の
『
⑪
ご
勺
『
の
⑫
⑭
》
寄
木
勝
美
訳
『
参
加
と
民
主
主

義
理
論
』
出
版
社
、
一
九
七
○
年
、
一
’
二
頁
。

Ｆ
三
・
冨
】
］
ず
『
四
号
市
さ
へ
農
日
扁
さ
赴
曰
巷
貝
ご
誼
・
内
山
秀
夫
訳
『
政
治
参
加
の
心
理
と
行
動
」
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
六
五
年
、
三
一
頁

］
・
口
ぐ
の
］
］
６
§
Ｓ
ｑ
Ｒ
）
》
櫻
井
陽
一
一
他
訳
『
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
は
何
か
』
芦
書
房
、
一
九
七
五
年
一
一
一
一
一
一
一
頁
。

】
目
■
且
、
の
．
ｐ
●
胃
」
ご
目
）
ｏ
官
」
｛
§
函
衝
＆
【
ざ
⑤
ａ
Ｄ
３
ｓ
ｑ
員
§
・
』
忠
Ｐ
杉
田
敷
地
訳
「
直
接
民
主
政
の
挑
戦
函
電
子
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
政
治
を
変
え
る
」

新
咽
社
、
二
○
○
○
年
、
五
八
頁
。

法
学
志
林
第
一
○
四
巻
第
二
号

○
の
鵠
８
口
８
コ
→
ユ
ワ
ロ
ー
の
８
曰
。
『
の
隣
コ
ロ
ゥ
の
［
芹
の
『
こ
の
ョ
Ｃ
Ｄ
『
：
］
．

九
二
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（
灯
）
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
。
二
○
○
三
年
九
月
。

欧
州
共
同
体
に
お
け
る
「
民
主
主
義
の
赤
字
」
問
題
と
そ
の
処
方
菱
（
四
．
完
）
（
細
井
）

へ
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
。

（
妬
）
注
釈
一
三
参
照
。

（
“
）
同
右
、
一
二
二
頁
。

（
妬
）
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
ヴ
ィ
ン
タ
ー
シ
ュ
ダ
イ
ン
氏
（
自
四
鼻
『
。
『
８
句
区
Ｅ
『
。
。
『
三
の
□
三
○
二
局
Ｅ
『
Ｃ
己
３
コ
ｏ
○
己
旦
脇
一
Ｃ
頁
、
の
。
『
の
国
『
旨
（
‐
の
⑦
胃
『
鱈
一
）

へ
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
。
二
○
○
四
年
三
月
一
一
一
日
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
。

￣、二■、

４３４２ 
，－〆～〆

同前
右掲
◎、

（
羽
）
ド
イ
ツ
の
参
加
民
主
主
義
制
度
に
つ
い
て
は
、
村
上
英
明
『
ド
イ
ツ
州
民
投
票
制
度
の
研
究
」
法
律
文
化
社
、
二
○
○
一
年
を
参
照
。
州
民
立
法
の
二
段

階
は
州
民
請
願
と
州
民
投
票
。
三
段
階
は
州
民
発
案
、
州
民
謂
願
、
州
民
投
票
。

（
杣
）
三
三
二
・
目
の
。
『
△
の
日
。
【
日
二
の
。
：

（
似
）
「
も
っ
と
民
主
主
義
を
」
の
欧
州
問
題
担
当
で
、
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
に
参
加
民
主
主
義
を
導
入
す
る
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
提
出
し
、
ロ
ビ
ー
活
動
を
行
っ

た
ミ
ヒ
ャ
ェ
ル
・
エ
フ
ラ
ー
氏
へ
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
。
一
一
○
○
四
年
二
月
二
六
日
ベ
ル
リ
ン
。

（
⑫
）
前
掲
、
バ
ッ
ジ
、
杉
田
他
訳
、
二
九
頁
。

（
Ｗ
）
○
の
国
旨
后
山
『
『
『
・
巴
・
酉
冒
目
（
酉
。
涛
管
ミ
ミ
ミ
包
口
：
。
§
Ｑ
費
口
ミ
ロ
員
］
ｇ
Ｐ
己
．
】
③

（
犯
）
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
苦
い
経
験
を
踏
ま
え
て
制
定
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
ボ
ン
基
本
法
（
。
『
目
片
の
⑫
の
旨
、
以
降
基
本
法
と
す
る
）
は
投
票
に
よ
る
国
民
の

政
治
的
意
思
表
明
の
機
会
が
最
小
限
に
近
い
ま
で
に
削
減
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
恒
常
的
な
政
権
不
安
定
、
過
激
勢
力
に
よ
る
国
民
扇
動
、
大
統
領
権
限
へ
の

過
度
の
依
存
と
い
っ
た
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
の
失
敗
を
回
避
し
た
い
願
望
が
基
本
法
制
定
者
た
ち
に
共
通
し
て
い
た
結
果
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
実
際
、

ド
イ
ツ
の
連
邦
レ
ヴ
ェ
ル
で
は
戦
後
一
切
国
民
投
票
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
基
本
法
は
直
接
民
主
主
義
の
要
素
を
完
全
に
排
除
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。
「
全
て
の
国
家
権
力
は
、
国
民
に
由
来
す
る
。
国
家
権
力
は
、
国
民
に
よ
り
、
選
挙
お
よ
び
表
決
（
シ
ｇ
ご
昌
曰
巨
后
）
に
よ
っ
て
…
…
行
使
さ
れ
る

（
傍
線
は
細
井
に
よ
る
と
（
二
○
条
二
項
）
。
州
レ
ヴ
ェ
ル
に
お
け
る
直
接
民
主
主
義
的
制
度
は
基
本
法
上
否
定
さ
れ
て
い
な
い
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
現
在
で

は
全
て
の
州
憲
法
で
国
民
請
求
と
国
民
投
票
が
保
証
さ
れ
て
い
る
。

山
内
健
生
「
ド
イ
ツ
地
方
自
治
事
情
二
）
ド
イ
ツ
に
お
け
る
直
接
民
主
主
義
（
市
民
参
加
）
を
め
ぐ
る
議
論
に
つ
い
て
」
「
自
治
研
究
」
第
七
三
巻
第

（
妬
）
前
掲
、
日
下
、
三

（
鉛
）
同
右
、
一
七
八
頁
。

山
内
健
生
司

六
号
、
参
照
。

一
九
九
頁
。

九
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（
別
）
筐
の
衝
日
の
円
ミ
ヨ
自
鰯
回
Ｐ
目
②
丙
司
。
『
Ｃ
Ｃ
司
貝
Ｅ
『
の
。
〔
三
の
ご
ロ
】
Ｃ
二
・
同
旨
◎
己
８
コ
○
・
ヨ
ョ
厨
⑪
戸
。
Ｐ
の
①
。
『
の
画
１
律
宇
の
①
回
の
『
四
一
へ
の
細
井
に
よ
る
イ
ン

タ
ヴ
ュ
ー
は
二
○
○
四
年
三
月
一
一
一
日
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
で
行
わ
れ
た
。

（
弱
）
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
開
催
中
（
二
○
○
三
一
王
ハ
月
に
般
終
草
案
を
提
出
）
の
加
盟
国
で
あ
る
一
五
ヵ
国
を
さ
す
。
詳
細
は
第
４
章
図
３
を
参
照
。

（
記
）
こ
の
う
ち
す
で
に
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
を
取
り
入
れ
て
い
る
加
盟
国
も
あ
る
。
詳
細
は
第
四
章
図
３
を
参
照
。

（
訂
）
（
旨
三
ｇ
ｌ
『
①
伜
冗
瓜
の
『
の
且
目
】
旨
の
昌
昌
の
閃
巨
『
Ｃ
で
の
に
よ
る
資
料
）

【
四
具
【
曰
四
ご
自
画
『
巨
皀
ｐ
虞
目
【
］
◎
巨
二
扇
。
（
■
Ｒ
Ｃ
這
旦
②
菌
１
聾
「
一
隅
冒
占
四
両
こ
『
ｏ
己
の
②
巨
『
ぐ
の
望
呂
巨
Ｃ
己
函
◎
肴
言
Ｃ
『
三
二
四
二
『
の
倖
宛
の
詩
『
ｇ
Ｑ
Ｅ
Ｂ
ｂ
８
‐

、
の
め
ゆ
。
②
己
。
○
己
【
ユ
ワ
巨
言
の
（
Ｃ
ヨ
】
。
『
の
ロ
ロ
ニ
ケ
の
耳
の
『
』
Ｃ
員
〕
。
。
『
囚
。
］
マ
ロ
・
』
Ｐ

Ｓ
巨
『
８
国
四
『
『
。
⑫
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
首
相
の
発
表
）

昼
げ
烏
爵
自
亘
貝
冒
（
薯
⑮
§
葛
ｎ
日
ご
再
旦
暮
③
詠
圏
【
ミ
。
ミ
忌
白
唇
訂
ご
『
蔦
員
貝
ご
白
目
斡
目
ミ
ミ
画
》
§
§
ミ
』
盲
（
冒
皀
。
』
烏
⑫
具
巨
さ
耳
馬
鳥
愚

_、￣、￣、￣、￣、伊戸、

５３５２５１５０４９４８ 
－〆、－〆￣〆－グ－グ－グ

太
線
は
細
井
に
よ
る
。

『
ロ
の
碗
Ｃ
ぐ
の
『
口
目
の
ロ
｛
。
【
色
。
巨
富
の
冒
す
の
『
⑫
菌
〔
の
ｃ
『
［
き
①
ｎ
．
ヨ
ヨ
）
の
ｍ
－
Ｃ
二
．
国
望
勿
巨
ワ
ヨ
耳
５
号
Ｃ
Ｃ
Ｃ
巨
国
Ｏ
）
一
己
『
○
口
。
⑪
口
一
切
『
（
〕
『
一
彦
の
四
目
の
ロ
ロ
ヨ
の
。
｛
Ｃ
｛

房
の
『
『
の
呉
】
の
⑩
。
ゴ
ミ
言
：
言
の
ご
己
。
ゴ
ー
唖
百
巨
皀
ロ
の
□
・
閂
【
芸
の
Ｏ
Ｃ
Ｅ
ｐ
ｏ
一
一
・
四
津
の
Ｒ
８
．
如
巨
］
ご
ロ
媚
昌
の
固
巨
『
○
つ
の
自
宅
昌
一
一
目
】
ｇ
【
目
具
尹
『
ゴ
の
『
の
四
℃
己
『
Ｃ
□
『
』
，

口
芹
Ｐ
二
】
の
ｎ
ｏ
閂
ニ
ヨ
ー
の
望
。
貝
已
の
｜
】
『
の
『
⑫
、
。
。
□
一
コ
】
。
『
］
一
皀
命
②
『
○
口
『
ｏ
『
、
陣
一
一
一
［
］
晒
凹
◎
。
■
｛
の
『
の
。
、
⑥
Ｃ
［
『
①
已
円
の
⑫
の
ロ
冨
冨
ぐ
の
ゆ
○
ｍ
←
す
の
館
。
『
の
円
皀
『
ご
①
。
〔
⑪
。
『
二
局

三
の
ヨ
ヮ
の
『
②
日
旨
い
．
ｓ
の
８
口
詩
『
の
。
、
の
鋲
冒
』
］
す
の
８
．
ぐ
の
ゴ
８
９
言
①
厚
の
⑬
】
□
の
。
［
。
｛
旨
の
○
○
目
。
】
］
｛
。
『
【
。
の
已
巨
『
や
。
②
の
。
｛
こ
の
訂
『
ヨ
ヨ
ヨ
碩
亘
８
曰
’

曰
Ｃ
二
四
○
の
。
Ｈ
□
（
す
の
■
曰
①
口
ロ
ヨ
の
ロ
蕨
【
◎
す
の
昌
口
ロ
の
【
。
（
す
。
⑫
の
『
Ｈ
Ｃ
騨
二
の
⑰
．
Ｂ
す
の
両
巨
『
○
℃
の
陣
邑
Ｃ
の
回
【
国
］
国
、
二
六
ｍ
。
』
』
巳
⑪
○
ヶ
の
○
○
コ
⑪
臣
一
言
の
二
冒
冒
の

。
画
の
の
。
『
一
口
印
三
一
巨
二
。
■
巴
の
云
蝕
。
、
、
い
】
皀
再
弓
の
目
。
■
の
戸
口
『
昌
凹
『
の
Ｐ
目
す
の
梯
ヨ
の
回
皀
冒
の
二
豚
の
弓
色
二
の
ヨ
ニ
の
『
耳
■
（
ｃ
閉
◎
列
の
⑪
⑫
津
①
『
ず
の
一
再
鱒
、
色
堂
【
】
の
□
す
忌
毎
二

言
の
三
の
ヨ
ワ
の
『
⑰
冒
一
の
⑰
旨
功
の
８
ａ
■
■
８
亀
】
号
昌
＆
『
『
の
召
⑯
昌
冒
の
８
局
武
冒
一
号
■
い
］
恩
ｃ
員
『
の
曰
①
■
厨
．

同
右
。

同
右
。

目
閂
『
Ｆ
向
く
罠
国
司
自
三
少
伊
で
幻
。
ご
閂
四
○
三
ｍ

法
学
志
林
第
一
○
四
巻
第
二
号

前
掲
、
バ
ッ
ジ
、
杉
田
他
訳
、
一
二
二
頁
。

同
右
。

同
右
。

シ
ユ
旨
一
の
←
碗

二
九
四
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￣、￣、折一一一、〆戸、

６３６２６１６０５９ 
、－〆～〆、－〆、－グ～〆

昔
ヘ
ミ
功
ａ
⑤
ご
ロ
宿
ら
ョ
且
冒
忌
時
＆
周
冴
ご
其
・

ご
勺
Ｃ
『
自
彊
一
己
二
目
二
⑪
［
。
『
『
の
『
の
『
の
且
昌
己
。
。
固
□
○
百
『
一
の
『
薯
・
幻
の
貝
の
『
⑫
．
」
巨
口
Ｃ
］
瞳
・
ｇ
ｇ
・

（
］
。
②
の
三
四
１
四
シ
㈱
目
『
ス
ペ
イ
ン
首
相
の
発
表
）

百
息
ミ
ミ
旨
』
§
ｓ
仁
員
３
籍
目
旦
Ｓ
Ｃ
Ｃ
園
昏
胃
ご
斡
同
ミ
８
８
⑰
８
８
国
亀
貧
ロ
ロ
ミ
唇
『
輸
凰
§
』
の
ミ
。
且
○
鷺
・
的
冒
時
鴎
鳥
冒
【
ミ
ミ
⑮
ヘ
ョ
酵
昌
Ｃ
ａ
日

○
鷺
色
堕
②
Ｓ
⑤
荷
。
『
再
ヨ
』
Ｃ
鉤
ロ
。
》
葛
寓
斡
。
⑫
Ｑ
窪
『
ご
己
③
。
⑫
』
。
へ
』
鞄
亘
の
〕
罹
葛
（
○
昼
③
画
ロ
ロ
ヘ
・

言
シ
目
貫
口
昌
の
『
の
砂
○
ョ
の
（
の
『
四
『
ｃ
［
Ｃ
『
の
。
○
巨
昌
の
『
二
・
⑪
８
ヨ
ー
ｏ
一
○
の
①
ロ
『
（
）
己
の
○
の
一
口
Ｃ
Ｃ
口
鷺
一
目
。
】
・
ニ
ロ
の
一
陣
ご
国
》
シ
国
ｐ
宣
宣
１
口
・
鈩
己
『
一
一
届
．
９
９
．

（
英
訳
叩
］
Ｃ
急
三
貰
旨
少
目
陣
ゴ
園
日
の
こ
】
の
向
皀
『
○
つ
の
：
Ｄ
Ｃ
扇
三
【
昌
一
○
口
Ｓ
ロ
の
望
】
ワ
ョ
旨
８
－
（
）
『
の
司
円
の
ご
目
ヨ
ヨ
②
一
一
二
〕
の
同
己
８
百
日
の
の
。
『
二
コ
の

切
四
ロ
〕
の
。
』
豈
騨
ｍ
（
ず
の
］
］
の
浜
〔
向
で
の
］
の
。
三
○
二
⑪
“
］
雪
」
巨
口
の
』
○
つ
』
）

（
］
の
：
‐
Ｃ
ｌ
曾
己
の
］
目
、
穴
の
『
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
首
相
の
発
言
）

『
コ
ト
貝
②
量
。
員
囚
さ
冒
呂
＆
荷
国
辱
鷺
「
§
３
巨
旨
向
冒
・
葛
湯
、
意
『
甸
旦
口
協
§
宛
●
⑤
昌
篇
意
苞
§
・
」
旨
＆
②
旨
①
営
蛤
【
ｇ
ヨ
ミ
房
９
ｍ
ロ
ミ
量
麗
ご
Ｃ
冒
専
凰
貢
漏

菖
』
（
言
『
ミ
ロ
ミ
鳥
勿
香
ミ
ミ
愚
員
§
盲
寺
輔
：
昏
月
｛
、
『
§
§
冒
吻
§
葛
員
§
・
ロ
白
ミ
ミ
ミ
ミ
蔦
凰
の
意
昼
討
罵
電
弓
員
、
－
ご
得
意
』
自
曾
冒
員
鳥

§
『
画
ミ
・
菖
酵
ｓ
§
一
ご
ぺ
（
局
駒
冒
困
冨
ざ
⑩
闇
の
．
旨
い
愚
ミ
冒
厨
（
周
己
ヨ
騨
量
§
こ
両
冒
‐
Ｑ
§
烏
冒
胃
悉
ｓ

ｚ
Ｆ
巨
〆
の
自
己
Ｅ
『
ぬ
⑩
。
］
］
の
■
写
す
の
『
向
ご
‐
こ
の
凰
凶
②
⑪
巨
己
ｍ
ｍ
ワ
②
｛
一
日
己
Ｃ
ニ
ュ
・
少
⑫
３
Ｄ
国
（
の
巳
で
『
の
②
の
》
］
巨
皀
⑥
画
『
－
９
９
・

（
英
訳
如
冒
Ｅ
ｘ
の
ヨ
ワ
臣
『
頓
旨
の
、
一
一
旨
の
国
⑫
ミ
ー
ニ
ワ
の
：
一
の
８
号
、
三
の
○
口
［
冨
冒
『
。
ｓ
の
自
○
Ｃ
己
禺
目
三
．
二
目
胃
Ｃ
昌
冒
の
〔
ロ
の
ｃ
丘
の
。
。
ご
句
量
目

三
昌
四
『
の
〔
の
『
の
。
。
巨
曰
の
三
Ｃ
ロ
一
○
ｓ
の
す
の
己
⑰
。
ョ
の
言
旨
〕
の
旨
二
】
の
８
ヨ
ヨ
、
］
８
『
・
勺
『
ヨ
］
の
三
目
⑭
一
の
『
」
の
：
’
○
一
色
目
の
］
目
、
汚
の
『
い
＆
。
【
訂
目
三
の
二
①
旨
Ｃ
ｐ
－

ｍ
（
『
ｇ
の
。
｝
】
ｃ
ミ
ヨ
巨
○
彦
旨
〕
や
Ｃ
１
鼬
。
一
ｓ
の
殖
ｃ
『
の
『
コ
ヨ
の
員
口
｛
Ｅ
Ｃ
ゴ
の
。
（
◎
二
〕
の
向
巨
『
○
つ
図
皀
Ｏ
Ｃ
Ｈ
覇
二
一
一
］
｛
】
○
口
）

（
詔
）
・
局
ご
’
『
の
『
註
⑫
②
匡
再
噌
宍
（
）
ゴ
『
二
百
巨
冒
ご
◎
一
丙
困
す
②
二
目
】
白
ロ
ゴ
館
二
・
□
一
の
勺
『
ｃ
“
、
の
。
三
一
の
二
・
］
巨
己
の
屡
・
９
ｓ
・

（
の
◎
す
ロ
⑩
印
の
｜
ご
＆
の
砂
言
二
旦
巨
『
】
口
砠
二
房
向
己
切
巨
ヨ
ヨ
】
】
一
（
す
具
ヨ
の
竃
Ｃ
巨
巨
【
５
（
ｏ
己
己
○
ｍ
の
戸
一
｛
の
『
の
『
『
○
回
の
⑦
ｌ
Ｃ
鋺
三
の
『
の
Ｓ
ｍ
巨
已
已
○
ユ
凹
向
こ
『
Ｃ
℃
の
‐
葛
一
二
の
『
の
｛
‐

屡
一
、
こ
い
（
ｇ
の
口
冒
〔
）
『
『
①
］
の
二
回
目
。
ご
ゴ
ミ
の
『
ご
同
こ
『
《
）
己
の
⑫
の
駒
『
○
二
ｃ
字
「
の
良
Ｃ
の
三
Ｃ
『
碇
の
。
．
」
巨
口
の
臣
・
ｇ
ｇ
・

塵
向
【
】
鼻
■
『
己
ョ
の
口
愈
『
随
一
。
⑫
己
○
一
三
②
ご
一
因
員
『
■
ユ
⑩
百
二
ｍ
ロ
一
ｍ
ｇ
の
［
言
エ
の
｜
⑫
ご
蚕
』
巨
回
の
鵠
》
９
９
．

邑
己
購
巨
『
ヨ
ニ
輿
勾
の
【
の
目
二
二
一
』
ヨ
○
二
○
。
こ
め
二
冨
芹
】
。
ｐ
【
〕
○
一
コ
の
。
①
の
②
②
『
『
言
・
Ｚ
の
三
の
少
狛
の
己
、
竜
Ｃ
｛
芸
の
⑫
一
○
ぐ
四
声
再
Ｃ
□
ご
ワ
ニ
○
口
『
鱈
こ
め
一
四
ぐ
、
』
目
】
の
』
Ｐ
睦
Ｃ
ｓ
・

倉
宅
『
の
い
の
。
。
“
写
］
垢
目
の
『
の
。
⑫
六
Ｓ
一
戸
８
［
要
の
ヨ
ョ
ニ
昶
○
日
向
ロ
’
『
。
『
［
煙
曰
旨
、
葱
．
、
の
【
一
目
、
の
胃
『
一
回
の
己
の
》
【
③
ロ
ｃ
『
一
意
ぐ
Ｐ
こ
こ
胃
》
９
９
．

邑
壺
の
ヨ
ロ
】
②
］
の
。
○
三
コ
、
。
］
己
。
一
一
○
．
Ｅ
Ｕ
冒
冒
『
の
言
・
ヨ
ゴ
の
○
口
日
置
。
・
三
四
］
』
』
》
９
９
・

欧
州
共
同
体
に
お
け
る
「
民
主
主
義
の
赤
字
一
問
題
と
そ
の
処
方
菱
西
．
完
）
（
細
井
）

二
九
五

⑤
『
の
。
□
ご
閂
ゴ
）
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サ
ブ
シ
デ
ィ
ア
リ
テ
ィ
ー
が
欧
州
統
合
の
プ
ロ
セ
ス
で
登
場
し
て
き
た
の
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
直
後
の
連
邦
主
義
者
に
よ
る
論
議
に

（
１
）
 

お
い
て
で
あ
っ
た
。
彼
ら
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
将
来
像
と
す
る
連
邦
と
加
盟
国
を
補
完
的
関
係
に
位
置
づ
け
る
構
想
が
練
ら
れ
て
い
た
。
そ

の
後
、
第
一
章
で
み
た
よ
う
に
、
一
九
七
○
年
代
半
ば
か
ら
一
九
八
○
年
代
前
半
に
欧
州
連
邦
主
義
者
の
ス
ピ
ネ
リ
は
、
欧
州
委
員
や
欧

お
わ
り
に 法
華
古
林
第
一
○
四
巻
第
二
号

二
九
六

（
“
）
固
［
｜
の
【
・
三
百
す
②
の
一
・
一
←
ご
○
一
天
⑪
の
。
厨
。
。
Ｃ
己
皀
ロ
の
『
ユ
ー
の
同
ロ
ー
く
の
己
蔚
切
巨
。
鰭
’
こ
の
匙
山
⑩
の
巨
二
館
鋺
『
⑦
。
三
一
一
○
コ
の
ご
ｏ
扇
○
ゴ
ユ
ヰ
の
口
巨
二
二
℃
○
二
（
】
の
。
茸
の
盟
一
巨
由
二
○
口
ご

Ｑ
の
二
三
一
（
ぬ
一
胃
已
⑰
‐
仁
ｐ
ｐ
ｍ
の
芦
ユ
（
［
②
踵
ロ
ロ
の
『
ユ
令
一
｛
の
弓
【
Ｃ
の
曰
○
斤
『
隆
二
の
。
■
の
『
］
ヨ
・
障
つ
つ
酉
・

くぎ笈『肴．。］。｝）『‐二国二○戸『山蔑の。この｛す巨一０℃。、－，－□二一の－の臣‐『の。己二（）

（
開
）
国
三
六
巨
石
胃
の
丙
亘
・
・
シ
三
】
②
８
口
８
茸
の
こ
□
】
⑫
８
胃
の
①
。
。
や
Ｃ
ｌ
】
二
８
］
Ｃ
ゴ
一
一
恩
二
Ｃ
貝
ざ
』
蔓
目
｛
鷺
負
荷
②
．
一
一
』
④
９
．
℃
ｐ
圏
⑤
－
圏
｝
・

（
髄
）
前
掲
、
バ
ッ
ジ
、
二
二
頁
。

バ
ッ
ジ
は
Ｈ
Ｍ
ｓ
ｏ
の
調
査
結
果
を
引
用
し
て
い
る
。

イ
ギ
リ
ス
（
一
九
九
○
年
）
の
テ
レ
ビ
と
ラ
ジ
オ
の
全
視
聴
率
で
、
一
位
は
ド
ラ
マ
（
一
一
四
％
）
で
、
二
位
が
ニ
ュ
ー
ス
（
二
一
％
）
、
以
下
、
娯
楽

二
七
％
）
、
ス
ポ
ー
ツ
（
一
一
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

エ
三
ｍ
。
（
乞
患
）
・
ｍ
Ｃ
Ｃ
旨
一
日
円
の
。
□
妨
呂
（
い
●
ロ
ロ
○
二
四
冨
印
。
）

（
師
）
ス
イ
ス
に
お
け
る
一
例
を
紹
介
す
れ
ば
、
新
聞
で
は
そ
の
新
聞
社
の
意
見
が
は
っ
き
り
と
表
明
さ
れ
る
が
、
テ
レ
ビ
で
は
キ
ャ
ス
タ
ー
や
記
者
を
は
じ
め

い
っ
さ
い
テ
レ
ビ
局
の
意
見
を
表
明
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
な
ど
の
厳
格
な
ル
ー
ル
が
あ
る
。
ま
た
、
紙
面
や
番
組
内
で
の
識
談
に
お
い
て
も
細
か
な
規
定

と
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
や
討
議
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
お
い
て
、
メ
デ
ィ
ア
の
は
た
す
役
割
と
影
響
力
は
大
き
い
の
で
、

そ
の
規
制
な
ど
に
は
特
別
な
配
慮
が
求
め
ら
れ
る
。

第
二
の
近
代
に
お
け
る
サ
ブ
シ
デ
ィ
ァ
リ
テ
ィ
ー
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州
議
会
議
員
と
し
て
、
い
ち
は
や
く
サ
ブ
シ
デ
ィ
ァ
リ
テ
ィ
ー
を
公
文
書
に
用
い
た
。
彼
は
消
極
的
な
サ
ブ
シ
デ
ィ
ァ
リ
テ
ィ
ー
を
強
調

し
、
統
合
に
対
す
る
警
戒
を
和
ら
げ
、
統
合
を
進
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
サ
ブ
シ
デ
ィ
ア
リ
テ
ィ
ー
が
統
合
の
デ
ィ
ス

コ
ー
ス
と
し
て
世
の
中
の
注
目
を
集
め
る
の
は
、
一
九
九
二
年
の
市
場
統
合
に
む
け
て
統
合
が
加
速
し
だ
し
た
一
九
八
○
年
代
後
半
か
ら

で
あ
る
。
こ
の
加
速
す
る
統
合
の
動
き
に
、
各
加
盟
国
や
、
ド
イ
ツ
の
地
方
政
府
（
州
レ
ヴ
ェ
ル
）
、
欧
州
委
員
会
な
ど
の
ア
ク
タ
ー
が
、

（
２
）
 

共
同
体
へ
の
中
央
集
権
化
に
歯
止
め
を
か
け
る
べ
く
、
消
極
的
サ
プ
シ
デ
ィ
ア
リ
テ
ィ
ー
に
よ
る
統
ム
ロ
を
主
張
し
た
。

そ
し
て
つ
い
に
、
一
九
九
二
年
に
締
結
さ
れ
た
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
に
お
い
て
、
サ
ブ
シ
デ
ィ
ア
リ
テ
ィ
ー
が
明
文
化
さ
れ
る
に
い

た
っ
た
。
さ
ら
に
、
二
○
○
四
年
に
採
択
予
定
の
憲
法
条
約
に
お
い
て
、
共
同
体
、
加
盟
国
だ
け
で
な
く
、
地
方
政
府
の
存
在
も
認
識
さ

れ
、
こ
の
三
つ
の
ア
ク
タ
ー
の
関
連
に
お
い
て
、
サ
プ
シ
デ
ィ
ァ
リ
テ
ィ
ー
が
運
用
さ
れ
る
構
図
が
浮
か
び
あ
が
っ
て
き
て
い
る
。
サ
プ

シ
デ
ィ
ァ
リ
テ
ィ
ー
と
い
う
概
念
は
、
そ
の
性
質
上
、
必
然
的
に
多
元
的
ア
ク
タ
ー
に
よ
る
統
治
構
造
を
前
提
と
し
て
い
る
。
欧
州
共
同

体
に
お
い
て
は
、
共
同
体
・
加
盟
国
家
と
い
う
ア
ク
タ
ー
の
二
層
構
造
か
ら
、
地
方
政
府
を
加
え
た
三
層
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、

長
い
間
、
ド
イ
ツ
の
州
が
中
心
と
な
っ
て
、
地
域
評
議
会
な
ど
の
媒
体
を
通
し
て
、
サ
ブ
シ
デ
ィ
ア
リ
テ
ィ
ー
の
適
用
を
引
き
下
げ
る
べ

く
努
力
し
て
き
た
こ
と
が
か
な
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

（
３
）
 

サ
ブ
シ
デ
ィ
ァ
リ
テ
ィ
ー
を
基
本
原
理
と
し
た
統
ム
ロ
で
は
、
ど
の
レ
ヴ
ェ
ル
の
ア
ク
タ
ー
も
絶
対
化
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
し
か

し
、
第
一
章
を
通
し
て
述
べ
た
と
お
り
、
共
同
体
に
お
け
る
サ
ブ
シ
デ
ィ
ァ
リ
テ
ィ
ー
は
、
本
来
分
権
的
に
は
た
ら
く
べ
き
も
の
で
あ
る
。

そ
の
意
味
で
、
サ
ブ
シ
デ
ィ
ァ
リ
テ
ィ
ー
を
介
し
た
権
限
の
綱
引
き
に
、
地
方
政
府
が
参
加
し
た
と
こ
ろ
ま
で
は
、
サ
ブ
シ
デ
ィ
ア
リ
テ

ィ
ー
は
有
効
か
つ
意
味
の
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

し
か
し
、
第
二
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
「
第
二
の
近
代
」
に
突
入
し
た
現
在
、
「
新
し
い
市
民
」
と
い
う
ア
ク
タ
ー
が
登
場
し
、
そ
の
存

欧
州
共
同
体
に
お
け
る
「
民
主
主
義
の
赤
字
」
問
題
と
そ
の
処
方
菱
（
四
。
完
）
（
細
井
）

二
九
七
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在
、
影
響
力
を
増
‐

人
で
は
な
く
、
白
売

と
こ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
合

ク
タ
ー
か
で
あ
る
。

共
同
体
に
お
け
る
サ
ブ
シ
デ
ィ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
介
し
た
三
レ
ヴ
ェ
ル
の
ア
ク
タ
ー
に
よ
る
権
限
の
綱
引
き
に
、
市
民
と
い
う
新
し
い
ア

ク
タ
ー
は
ま
だ
参
加
し
て
い
な
い
。
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
、
こ
の
市
民
と
い
う
新
し
い
、
そ
し
て
性
質
を
異
に
す
る
ア
ク
タ
ー
は
、
サ

ブ
シ
デ
ィ
ア
リ
テ
ィ
ー
と
い
う
概
念
で
説
明
で
き
る
政
治
空
間
あ
る
い
は
公
共
空
間
を
超
え
て
い
る
た
め
、
こ
の
綱
引
き
に
参
加
す
る
こ

と
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
共
同
体
・
加
盟
国
家
・
地
方
政
府
と
い
う
政
府
系
の
ア
ク
タ
ー
間
で
は
、
サ
ブ
シ
デ
ィ
ァ
リ
テ

ィ
ー
は
有
効
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
有
効
で
あ
り
続
け
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
同
時
に
市
民
と
い
う
非
政
府
系
の
新
し
い
ア
ク
タ
ー
に

は
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
概
念
で
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

現
在
、
共
同
体
加
盟
諸
国
の
多
く
は
第
二
の
近
代
を
む
か
え
、
そ
こ
で
の
市
民
参
加
は
政
治
参
加
だ
け
で
な
く
、
社
会
参
加
で
も
あ
る

と
い
う
こ
と
は
す
で
に
第
二
章
で
述
べ
た
。
そ
し
て
そ
の
第
二
の
近
代
に
お
け
る
「
新
し
い
社
会
」
の
特
徴
に
つ
い
て
も
論
じ
た
。
こ
こ

で
改
め
て
そ
の
市
民
社
会
の
概
念
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
く
こ
と
と
す
る
。
「
市
民
社
会
」
と
い
う
概
念
を
扱
う
場
合
、
時
代
背
景
に
ょ

（
５
）
 

っ
て
そ
の
意
味
す
る
内
容
は
違
っ
て
く
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
市
民
社
会
概
念
は
そ
の
時
代
状
況
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
り
、
第
一
一
の
近
代
の

輪
郭
を
浮
き
彫
り
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

法
学
志
林
第
一
○
四
巻
第
二
号

二
九
八

影
響
力
を
増
し
て
き
て
い
る
。
こ
の
市
民
と
い
う
ア
ク
タ
ー
は
、
政
治
的
あ
る
い
は
社
会
的
な
役
割
を
は
た
す
と
き
は
特
に
、
個
々

（
４
）
 

は
な
く
、
自
発
的
に
形
成
す
る
団
体
と
し
て
現
れ
る
。
つ
ま
り
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
一
ニ
レ
ヴ
ェ
ル
の
政
府
系
ア
ク
ク
ー

の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
ｚ
○
コ
の
Ｃ
ぐ
の
日
日
の
。
国
一
○
『
ぬ
四
日
凶
員
一
○
コ
）
の
違
い
は
、
そ
の
名
が
示
す
と
お
り
、
政
府
系
ア
ク
タ
ー
か
非
政
府
系
ァ

二
欧
州
共
同
体
に
お
け
る
市
民
社
会
と
市
民
参
加
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共
同
体
に
お
け
る
市
民
社
会
の
特
徴
と
し
て
、
次
の
三
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
①
「
国
民
国
家
の
枠
を
超
え
た
人
間
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
連

（
６
）
 

琶
市
」
で
あ
る
一
」
と
、
②
市
場
主
義
や
経
済
成
長
至
上
主
義
の
成
功
が
も
た
ら
す
矛
盾
を
反
省
し
、
人
間
ら
し
さ
や
ゆ
と
り
を
求
め
て
い
る

こ
と
、
③
人
間
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
多
元
性
を
尊
重
す
る
こ
と
、
で
あ
る
。

ま
ず
①
に
つ
い
て
は
、
共
同
体
が
一
五
ヵ
国
体
制
の
も
と
で
急
速
な
統
合
の
深
化
を
し
て
い
た
一
九
九
○
年
代
に
、
そ
の
民
主
性
へ
の

疑
問
と
意
識
を
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
民
に
呼
び
起
こ
す
き
っ
か
け
と
な
っ
た
、
中
・
東
欧
諸
国
に
つ
い
て
ふ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
旧
ソ
連

の
社
会
主
義
体
制
の
傘
下
で
、
独
裁
や
抑
圧
に
苦
し
ん
で
き
た
こ
れ
ら
の
国
々
に
は
、
長
い
間
「
市
民
」
と
し
て
の
自
由
や
尊
厳
、
つ
ま

り
「
市
民
生
活
」
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
八
○
年
代
に
な
る
と
国
家
主
権
の
網
を
破
り
労
働
者
た
ち
の
自
主
労
組
「
連
帯
」
が
結

成
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
が
象
徴
す
る
こ
と
は
、
「
国
民
国
家
が
国
民
主
権
の
擬
制
の
上
に
強
制
す
る
単
一
の
政
治
的
Ⅱ
国
家
的
公
共
性
を
、

個
々
人
が
自
発
的
に
作
り
出
す
多
様
な
社
会
的
公
共
性
に
よ
っ
て
相
対
化
し
つ
つ
、
人
間
に
と
っ
て
意
味
の
あ
る
公
共
性
の
重
点
を
国
家

（
７
）
 

か
ら
社
会
へ
と
移
動
」
さ
せ
て
い
る
と
い
う
一
」
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
中
・
東
欧
の
ひ
と
び
と
は
、
「
市
民
」
と
し
て
の
自
由
や
尊
厳
を

求
め
一
「
市
民
社
会
」
を
形
成
し
な
が
ら
、
つ
い
に
政
治
シ
ス
テ
ム
の
民
主
性
を
は
た
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
次
々
と
民
主
化
を
成

し
遂
げ
て
い
く
中
・
東
欧
諸
国
に
対
し
て
、
す
で
に
民
主
制
の
恩
恵
を
享
受
し
て
い
る
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
市
民
は
彼
ら
を
歓
迎
し
な
が
ら

も
、
同
時
に
、
統
合
の
深
化
に
よ
っ
て
共
同
体
の
統
治
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
民
主
性
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
気
づ
い
た
の
で

あ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
民
主
主
義
の
赤
字
」
と
い
わ
れ
る
問
題
で
、
市
民
の
生
活
に
か
か
わ
る
問
題
が
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
で
決
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
へ
の
危
倶
と
不
満
が
高
ま
っ
た
の
が
一
九
九
○
年
代
で
あ
っ
た
。
そ
の
統
治
構
造
上
の
詳
細
は
第
三
章
で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

そ
し
て
現
在
、
西
・
中
・
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
は
同
じ
欧
州
共
同
体
と
い
う
シ
ス
テ
ム
の
中
に
い
る
。
そ
の
中
で
、
無
数
の
ト
ラ
ン
ス
ナ

シ
ョ
ナ
ル
な
市
民
団
体
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
現
在
も
活
動
し
、
市
民
の
意
思
を
権
力
機
構
や
社
会
に
発
し
て
い
る
。
第
四
章
で
紹
介
し
た
共
同
体

欧
州
共
同
体
に
お
け
る
「
民
主
主
義
の
赤
字
」
問
題
と
そ
の
処
方
菱
（
四
．
完
）
（
細
井
）

二
九
九
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志
林
第
一
○
四
巻
第
二
号

三
○
○

で
の
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
求
め
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
動
き
は
そ
の
最
た
る
例
で
あ
ろ
う
。
市
民
社
会
は
い
ま
や
国
民
国
家
の
枠
を
超
え
た
人
間

の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
連
帯
を
形
成
し
つ
つ
あ
る
。

次
に
②
の
人
間
ら
し
さ
や
ゆ
と
り
を
取
り
戻
そ
う
と
す
る
傾
向
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
黄
金
期
を
む
か
え
た
市
場
主
義
や
経
済
成

長
至
上
主
義
の
成
功
が
も
た
ら
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
ひ
ず
み
へ
の
反
省
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
の
ひ
ず
み
は
、
環
境
問
題
や
公
害
、
過
労
死

や
現
代
人
の
心
の
病
な
ど
に
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
、
そ
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
「
個
性
を
も
つ
人
間
を
同
質
的
な
商
品
へ
と
還
元
し
、

非
人
間
化
」
す
る
高
度
な
資
本
主
義
の
発
展
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
も
、
欧
州
共
同
体
地
域
は
特
に
環
境
や
人
権
に
関
す
る
市
民
団
体

で
あ
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
発
達
し
て
い
る
。

最
後
は
、
人
間
の
個
性
に
関
連
し
た
こ
と
で
、
人
間
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
多
元
性
を
重
視
す
る
動
き
で
あ
る
が
、
共
同
体
地
域

は
こ
の
分
野
で
も
先
進
地
域
で
あ
る
と
い
え
る
。
第
二
の
近
代
に
お
け
る
市
民
社
会
を
構
成
す
る
市
民
は
、
決
し
て
一
元
的
で
は
な
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
文
化
、
宗
教
、
言
語
、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
ー
、
性
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
な
ど
を
も
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
反
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
と
も

い
え
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
は
、
女
性
団
体
、
同
性
愛
者
の
団
体
、
エ
ス
ー
ー
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
自
発
的
な
市
民
団
体
を
形
成
し
て
い
る
。
そ
の
市
民
団
体
の
本
質
は
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
多
元
性
に
基
づ
く
自
発
的
な
人
間

こ
の
よ
う
に
、
第
二
の
近
代
に
お
け
る
市
民
社
会
と
は
、
個
々
人
の
人
間
が
そ
の
利
害
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
な
ど
に
よ
っ
て
自
発

的
に
結
成
し
た
団
体
を
媒
介
に
市
民
活
動
や
市
民
参
加
を
し
、
自
己
実
現
さ
せ
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
そ
の
具
体
的
手
段
と
し
て
、
討
議

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
や
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
注
目
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
。
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急
速
に
深
化
し
た
統
合
に
対
し
て
、
民
主
的
な
統
制
が
き
か
な
く
な
っ
て
い
く
こ
と
へ
の
共
同
体
市
民
に
よ
る
不
安
が
生
じ
る
仕
組
み

と
し
て
、
本
論
で
は
市
民
不
在
の
共
同
体
立
法
シ
ス
テ
ム
を
第
三
章
で
論
じ
た
。
そ
こ
で
は
、
今
ま
で
の
「
民
主
主
義
の
赤
字
」
解
消
の

た
め
に
行
わ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
努
力
や
改
革
は
有
効
で
あ
る
と
認
め
な
が
ら
、
政
治
シ
ス
テ
ム
と
新
し
い
市
民
社
会
の
間
に
生
じ
た
ギ
ャ

ッ
プ
に
よ
り
、
現
在
の
シ
ス
テ
ム
を
維
持
し
、
改
良
す
る
だ
け
で
は
、
新
し
く
登
場
し
た
市
民
と
い
う
ア
ク
タ
ー
を
意
思
決
定
に
生
か
し

き
れ
な
い
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
そ
の
た
め
に
、
主
に
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
補
完
的
な
導
入
と
そ
の
可
能
性
に
つ
い
て
第

三
章
か
ら
第
四
章
に
か
け
て
論
じ
た
。
そ
れ
は
、
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
、
共
同
体
に
お
け
る
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
市
民
団
体
（
ド

イ
ツ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
も
っ
と
民
主
主
義
を
！
」
と
冒
冒
（
弓
の
伜
困
の
【
の
円
の
ロ
目
白
旨
の
耳
目
・
ロ
団
員
。
ご
の
が
中
心
と
な
っ
て
展
開
し
た
回
貝
・
‐

己
の
自
冗
の
【
の
『
①
且
巨
曰
○
煙
日
□
巴
瞥
）
が
実
際
に
求
め
て
い
る
市
民
の
意
思
反
映
、
市
民
参
加
の
か
た
ち
、
ひ
い
て
は
共
同
体
の
デ
モ
ク

ラ
シ
ー
の
民
主
化
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
唯
一
絶
対
の
「
民
主
主
義
の
赤
字
」
解
消
方
法
で
は
な
い
が
、

そ
の
た
め
の
ひ
と
つ
の
有
力
な
一
々
法
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
は
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
い
う
も
の
に
複
雑
な
思
い
を
抱
い
て
い
る
国
や
ひ
と
び
と
も
少
な
く
な
い

こ
と
は
否
め
な
い
。
そ
れ
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
時
の
ナ
チ
ス
に
よ
る
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
濫
用
と
い
う
苦
い
経
験
が
ト
ラ
ウ
マ
と
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
最
近
で
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
納
税
に
関
す
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
の
例
か
ら
、
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ

ー
へ
の
批
判
の
声
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
批
判
を
踏
ま
え
つ
つ
も
本
論
で
は
、
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
、
共

同
体
の
立
法
プ
ロ
セ
ス
に
市
民
の
意
思
を
よ
り
よ
く
反
映
さ
せ
、
「
民
主
主
義
の
赤
字
」
を
解
消
す
る
ひ
と
つ
の
有
力
な
手
段
で
あ
る
と

欧
州
共
同
体
に
お
け
る
「
民
主
主
義
の
赤
字
」
問
題
と
そ
の
処
方
菱
（
四
。
完
）
（
細
井
）

三
○
一

三
欧
州
共
同
体
に
お
け
る
新
し
い
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
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志
林
第
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○
四
巻
第
二
号

三
○
二

考
え
る
。
そ
の
理
由
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
語
る
際
に
悪
名
高
い
の
が
、
プ
ロ
ポ
ジ
シ
ョ
ン
一
三
と
い
わ
れ
る
住
民
投
票
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
一
九
七
八
年
六
月
六
日
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
「
納
税
者
の
反
乱
」
と
し
て
知
ら
れ
る
住
民
投
票
（
投
票
第
一
三
号
、
通
称

プ
ロ
ポ
ジ
シ
ョ
ン
・
サ
ー
テ
ィ
ー
ン
）
が
圧
倒
的
多
数
で
可
決
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
プ
ロ
ポ
ジ
シ
ョ
ン
’
三
の
内
容
は
簡
単
に
い
う
と

固
定
資
産
税
（
っ
『
Ｃ
Ｄ
の
『
ご
弓
目
）
の
大
幅
な
削
減
を
要
求
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
背
景
に
は
当
時
の
不
動
産
価
格
の
上
昇
に
と
も
な

く
８
〉

う
固
定
資
産
税
の
増
大
と
、
五
○
億
ド
ル
も
の
州
の
歳
入
超
過
に
対
す
る
住
民
の
不
満
と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
。
こ
の
住
民
投
票
が
可
決

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
地
方
行
財
政
の
み
な
ら
ず
、
全
米
の
減
税
を
求
め
る
動
き
へ
と
発
展
し
た
。
こ
の
プ
ロ
ポ

ジ
シ
ョ
ン
の
内
容
の
詳
細
は
こ
こ
で
は
ふ
れ
な
い
が
、
こ
の
可
決
と
適
用
に
よ
っ
て
受
け
た
財
政
的
影
響
は
甚
大
で
あ
り
、
カ
ゥ
ン
テ
ィ

（
９
）
 

－
が
徴
収
す
る
固
定
資
産
税
の
総
額
が
適
用
前
と
後
で
は
半
分
以
下
に
減
少
し
た
。
そ
の
後
の
財
政
難
に
つ
い
て
は
詳
し
く
い
う
ま
で
も

な
い
。
プ
ロ
ポ
ジ
シ
ョ
ン
一
三
の
合
憲
性
は
州
最
高
裁
と
連
邦
最
高
裁
に
委
ね
ら
れ
た
が
、
結
果
は
ど
ち
ら
で
も
そ
の
合
憲
性
が
認
め
ら

（
Ⅲ
）
 

れ
、
プ
ロ
ポ
ジ
シ
ョ
ン
一
一
一
一
の
変
更
は
住
民
の
意
思
に
よ
っ
て
の
み
可
能
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
重
大
な
決
定
を
し
う
る
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
住
民
投
票
（
一
九
七
八
年
当
時
）
に
は
、
本
論
で
と
り
あ
げ
た
ド
イ
ツ
Ｎ
Ｇ

Ｏ
が
そ
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
が
前
提
と
し
て
い
る
ド
イ
ツ
の
州
と
く
ら
べ
て
、
い
く
つ
か
の
明
ら
か
な
制
度
上
の
問
題
が
あ
る
。
そ
の
こ
と

が
、
当
時
の
み
な
ら
ず
そ
の
後
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
問
題
の
あ
る
も
の
に
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
ま
ず
第
一
に
、
ド
イ
ツ
の
州
の
例
で
は
、
財
政
に
か
か
わ
る
イ
ニ
シ
ァ
テ
ィ
ヴ
は
州
憲
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
の

よ
う
な
こ
と
は
絶
対
に
起
こ
り
え
な
い
の
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
の
州
で
は
、
財
政
に
は
そ
の
前
後
、
左
右
の
政
策
と
の
連
続
性
が
あ
る
た
め
、

｜
時
点
の
あ
る
事
柄
の
み
を
焦
点
と
し
た
住
民
投
票
で
判
断
す
る
こ
と
は
適
当
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
第
二
に
、
ィ
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ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
を
行
う
手
続
き
と
し
て
、
提
案
す
る
法
律
や
憲
法
改
正
の
条
文
を
作
成
し
、
二
五
人
以
上
の
有
権
者
の
署
名
と
と
も
に
州

法
制
局
（
Ｆ
の
頗
一
の
｝
：
く
の
Ｄ
Ｃ
目
巳
）
に
提
出
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
、
ド
イ
ツ
の
州
と
比
較
し
て
み
る
と
お
そ
る
べ

（
Ⅱ
）
 

き
少
な
さ
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
の
州
に
お
い
て
は
、
州
に
よ
っ
て
多
少
の
差
は
あ
る
も
の
の
、
一
・
五
万
人
か
ら
九
万
人
と
桁
が
ち
が
う
。

必
ず
し
も
署
名
の
数
が
そ
の
ま
ま
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
の
案
件
の
普
遍
性
や
妥
当
性
に
結
び
つ
く
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
れ
な
り
の
署
名
の

数
を
集
め
る
ま
で
に
は
内
容
と
運
動
の
説
得
力
が
求
め
ら
れ
る
。

そ
し
て
何
よ
り
も
プ
ロ
ポ
ジ
シ
ョ
ン
一
三
と
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
考
え
る
際
に
最
も
深
刻
な
こ
と
は
プ
ロ
ポ
ジ
シ
ョ
ン
一
三
そ
の
も

の
よ
り
も
、
そ
れ
が
も
た
ら
し
た
悪
し
き
慣
習
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
本
来
住
民
の
た
め
の
住
民
投
票
で
あ
る
も
の
を
、
政
治

家
や
利
益
集
団
が
政
策
実
現
や
利
益
実
現
の
た
め
に
用
い
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
最
近
の
イ
ニ
シ
ァ
テ
ィ
ヴ
の
傾
向
を
示

す
一
例
と
し
て
ウ
ィ
ル
ソ
ン
州
知
事
時
代
二
九
九
一
年
か
ら
一
九
九
九
年
初
め
ま
で
在
任
）
の
住
民
投
票
を
み
て
み
る
と
、
共
和
党
で

（
旧
）

あ
る
彼
は
民
主
党
主
導
の
州
議
〈
室
に
対
抗
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
、
住
民
投
票
を
用
い
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
州
知
事
は
立
法
府

が
作
成
し
た
法
案
に
対
す
る
拒
否
権
を
持
っ
て
い
る
が
、
法
案
の
提
出
権
を
持
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
。
ウ
ィ
ル
ソ

ン
州
知
事
は
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
に
よ
っ
て
自
ら
の
法
案
提
出
権
を
事
実
上
行
使
し
た
か
た
ち
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
点
に
関
し
て
の
み
、
共
同
体
で
の
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
発
展
を
考
え
る
際
に
真
剣
に
検
討
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
現

在
の
と
こ
ろ
、
憲
法
条
約
で
認
め
ら
れ
て
い
る
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
、
唯
一
の
法
案
提
出
権
を
持
つ
欧
州
委
員
会
に
市
民
が
法
案
そ
の

も
の
あ
る
い
は
法
案
に
関
す
る
要
望
を
「
意
見
」
と
し
て
提
出
で
き
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
意
見
は
法
的
拘
束
力
を
全

く
待
た
な
い
。
よ
っ
て
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
る
可
能
性
は
な
い
。
し
か
し
、
欧
州
委
員
会
が
法
案
提
出
権
を
独

占
し
て
い
る
と
い
う
状
況
の
も
と
共
同
体
の
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
発
展
し
イ
ニ
シ
ァ
テ
ィ
ヴ
と
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
が

欧
州
共
同
体
に
お
け
る
「
民
主
主
義
の
赤
字
」
問
題
と
そ
の
処
方
菱
（
四
。
完
〉
（
細
井
）

三
○
三
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し
か
し
、
第
一
次
世
界
大
戦
に
よ
る
ド
イ
ツ
の
経
済
的
疲
弊
と
大
恐
慌
の
な
か
で
、
勢
い
を
増
し
た
ナ
チ
ス
が
一
九
三
三
年
に
政
権
を

（
Ｍ
）
 

取
り
、
こ
の
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
が
音
を
た
て
て
崩
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

法
学
志
林
第
一
○
四
巻
第
二
号

三
○
四

確
立
し
た
ら
、
加
盟
国
政
府
や
地
方
政
府
が
そ
の
事
実
上
の
法
案
提
出
権
と
し
て
悪
用
し
な
い
と
も
い
い
き
れ
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、

本
論
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
に
応
じ
て
く
れ
た
ド
イ
ツ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
も
っ
と
民
主
主
義
を
！
」
の
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
エ
フ
ラ
ー

は
、
「
イ
ニ
シ
ァ
テ
ィ
ヴ
と
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
を
展
開
す
る
た
め
に
は
街
頭
で
の
草
の
根
活
動
を
要
す
る
。
政
府
や
役
所
が
そ
の
よ
う
な

活
動
を
す
る
と
は
思
え
な
い
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
実
際
に
先
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
例
で
は
、
署
名
集

め
な
ど
が
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
確
立
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
今
後
の
共
同
体
で
の
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
発
展
を
検
証
し

て
い
く
う
え
で
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
ナ
チ
ス
時
代
の
ト
ラ
ウ
マ
と
し
て
の
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
批
判
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
当
時
の
シ
ス
テ
ム
の
問
題
点
と

現
在
ド
イ
ツ
の
州
で
行
わ
れ
て
い
る
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
シ
ス
テ
ム
の
違
い
を
見
ず
に
、
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
即
ナ
チ
ス
の
過
ち
を

繰
り
返
す
と
批
判
す
る
こ
と
は
不
適
切
で
あ
る
。

一
九
一
九
年
に
制
定
、
公
布
さ
れ
た
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
で
は
、
そ
れ
ま
で
の
立
憲
君
主
制
の
原
理
に
代
わ
り
共
和
制
の
原
理
と
国
民
主

（
旧
）

権
の
原
理
が
導
入
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
が
当
時
「
世
界
で
最
も
民
主
的
な
憲
法
」
と
い
わ
れ
た
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
第
一
条

第
二
項
で
は
議
会
議
員
の
み
な
ら
ず
大
統
領
も
、
主
権
者
で
あ
る
国
民
の
直
接
投
票
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
る
｝
」
と
が
規
定
さ
れ
て
い
た
。

さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
の
は
第
七
三
条
に
お
い
て
、
「
有
権
者
の
一
○
分
の
一
が
法
律
案
の
提
出
を
請
願
す
る
場
合
に
も
、
国
民
投
票
に
付

す
も
の
と
す
る
」
と
い
う
規
定
で
あ
り
、
国
民
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
に
よ
る
国
家
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
国
民
投
票
が
制
度
と
し
て
認
め
ら
れ
て

い
た
。
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と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

ナ
チ
ス
政
権
下
の
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
現
在
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
も
っ
と
民
主
主
義
を
！
」
が
そ
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
モ
デ
ル
と
し
て
い
る
州

レ
ヴ
ェ
ル
の
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
お
け
る
決
定
的
な
違
い
は
、
イ
ニ
シ
ァ
テ
ィ
ヴ
を
誰
が
す
る
か
で
あ
る
。
ナ
チ
ス
が
政
権
に
つ
く
前

の
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
で
は
、
発
議
は
主
権
者
た
る
国
民
に
限
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
現
在
の
ド
イ
ツ
の
州
で
も
発
議
で
き
る
の
は
権
力
機

構
で
は
な
く
住
民
で
あ
る
。
ナ
チ
ス
政
権
下
の
国
民
は
、
ヒ
ト
ラ
ー
率
い
る
権
力
機
構
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
た
案
件
に
つ
い
て
イ
エ
ス
か

ノ
ー
を
表
明
す
る
だ
け
し
か
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
提
示
さ
れ
た
国
民
投
票
の
案
件
は
す
で
に
民
主
的
な
内
容
で
は
な
か
っ
た
。
い
う
ま
で

も
な
く
、
投
票
を
す
る
当
時
の
ド
イ
ツ
国
民
の
間
に
は
現
在
の
よ
う
な
市
民
社
会
は
な
く
、
戦
時
中
の
異
常
な
状
況
の
な
か
ヒ
ト
ラ
ー
率

い
る
過
激
勢
力
の
扇
動
に
の
せ
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
投
票
に
あ
た
り
討
議
や
討
議
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
成
り
立
っ
て
い
な
か
っ
た
こ

ま
ず
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
忌
ま
わ
し
い
も
の
に
し
て
し
ま
っ
た
元
凶
は
、
一
九
三
一
一
一
年
に
ヒ
ト
ラ
ー
の
も
と
に
制
定
さ
れ
た
「
国
民
投

票
に
関
す
る
法
律
」
で
あ
る
。
こ
の
法
律
に
よ
っ
て
、
国
民
だ
け
で
は
な
く
政
府
に
よ
っ
て
も
国
民
投
票
が
実
施
で
き
る
こ
と
と
な
り
、

（
応
）

有
効
投
票
の
過
半
数
を
得
た
場
合
に
は
、
憲
法
を
も
改
正
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
ナ
チ
ス
に
よ
る
独
裁
体
制
下
、
帝
国

（
胴
）

主
義
へ
の
道
を
突
き
進
む
さ
ま
ざ
ま
な
案
件
が
国
民
投
票
に
付
さ
れ
て
い
っ
た
。

そ
し
て
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
制
定
さ
れ
た
ボ
ン
基
本
法
で
は
、
そ
の
苦
い
経
験
と
反
省
か
ら
投
票
に
よ
る
国
民
の
政
治
的
意
思
表

（
Ⅳ
）
 

明
の
機
〈
室
は
最
小
限
に
ま
で
削
減
さ
れ
て
い
る
。
連
邦
大
統
領
の
選
出
は
連
邦
参
議
院
に
よ
る
間
接
選
出
に
な
り
、
国
民
投
票
の
制
度
も

廃
止
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
「
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
の
失
敗
、
す
な
わ
ち
恒
常
的
な
政
権
不
安
定
、
過
激
勢
力
に
よ
る
国
民
扇
動
、
大
統
領

（
旧
）

権
限
へ
の
過
度
の
依
存
と
い
っ
た
弊
害
を
回
避
」
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
そ
れ
か
蕾
ｂ
現
在
に
い
た
る
ま
で
、
連
邦
レ
ヴ
ェ
ル
の
国
民
投
票

は
一
度
も
実
施
さ
れ
て
い
な
い
。

欧
州
共
同
体
に
お
け
る
「
民
主
主
義
の
赤
字
」
問
題
と
そ
の
処
方
菱
西
．
完
）
（
細
井
）

三
○
五
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こ
の
よ
う
に
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
例
に
し
て
も
、
ナ
チ
ス
政
権
の
例
に
し
て
も
、
た
し
か
に
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
制
度
（
イ
ニ

シ
ア
テ
ィ
ヴ
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
）
を
媒
介
に
し
て
、
重
大
な
行
政
的
障
害
を
招
い
た
り
平
和
主
義
や
人
道
主
義
に
反
す
る
決
定
が
な
さ

れ
て
き
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
両
者
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
本
来
の
イ
ニ
シ
ァ
テ
ィ
ヴ
の
基
本
原
理
か
ら
逸
脱
し
た
実
施

の
仕
方
を
し
て
い
る
こ
と
に
大
き
な
失
敗
の
要
因
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
発
議
す
る
の
は
住
民
、
国
民
と
い
っ

た
権
力
者
あ
る
い
は
権
力
機
構
に
属
さ
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
基
本
的
な
と
こ
ろ
を
間
違
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
を
考
慮
せ
ず
に
し
て
、
現
在
の
共
同
体
に
お
け
る
イ
ニ
シ
ァ
テ
ィ
ヴ
の
導
入
や
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
発
展
を
は
な
か
ら

否
定
す
る
こ
と
に
、
本
論
は
異
議
を
唱
え
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
一
九
九
○
年
代
に
入
っ
て
、
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
（
市
民
参
加
）
の
要
素
を
政
治
に
も
っ
と
取
り
入
れ
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い

（
旧
）

か
と
い
う
議
傘
魂
が
ド
イ
ツ
で
盛
ん
に
な
っ
て
き
た
事
実
が
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
戦
後
の
目
覚
し
い
経
済
復
興
と
経
済
成
長
に
よ
る
ド

イ
ツ
社
会
の
大
き
な
変
化
が
あ
る
。
地
方
自
治
体
に
お
け
る
か
っ
て
の
地
域
共
同
体
意
識
が
弱
ま
り
、
他
方
で
は
経
済
成
長
や
欧
州
統
合

の
深
化
な
ど
に
よ
り
行
政
が
梅
極
樺
化
、
専
門
化
し
、
生
活
に
深
く
関
わ
る
決
定
が
市
民
か
ら
遠
い
と
こ
ろ
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
へ
の
政

（
印
）

治
・
一
付
政
に
対
す
る
不
満
や
不
信
が
増
大
し
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

ま
た
、
一
九
七
○
年
代
以
降
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
社
会
の
変
革
に
取
り
組
も
う
と
す
る
市
民
は
、
政
治
家
や
官
僚
と
い
っ
た
い
わ
ゆ
る

政
治
の
プ
ロ
に
よ
る
主
導
で
定
式
化
さ
れ
た
運
動
方
針
に
縛
ら
れ
る
既
存
の
組
織
を
避
け
、
同
じ
問
題
意
識
を
も
つ
少
数
の
グ
ル
ー
プ
を

結
成
し
、
具
体
的
な
目
標
を
持
っ
て
活
動
す
る
よ
う
に
な
つ
く
樫
。
た
と
え
ば
、
環
境
問
題
や
健
康
問
題
な
ど
生
活
に
密
着
し
た
問
題
で
あ

る
が
、
代
表
的
な
例
は
緑
の
ひ
と
び
と
（
緑
の
党
、
口
の
の
『
旨
の
。
）
で
あ
り
、
も
と
も
と
原
子
力
発
電
に
反
対
す
る
市
民
運
動
か
ら
は

（
理
）

じ
ま
っ
た
。
こ
こ
に
も
第
二
章
で
述
べ
た
第
二
の
近
代
的
市
民
社
会
と
市
民
に
よ
る
市
民
運
動
が
の
登
場
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
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統
合
が
進
め
ば
進
む
ほ
ど
、
共
同
体
の
民
主
性
に
対
す
る
市
民
の
不
安
と
不
満
が
顕
著
に
な
り
、
分
権
を
求
め
る
動
き
が
強
く
な
る
。

そ
の
よ
う
な
動
き
の
な
か
で
、
共
同
体
に
対
し
て
、
加
盟
国
政
府
だ
け
で
な
く
地
方
政
府
が
サ
ブ
シ
デ
ィ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
介
し
た
権
限
を

求
め
る
綱
引
き
に
名
乗
り
を
あ
げ
て
き
た
。
代
議
制
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
も
と
で
の
、
三
レ
ヴ
ェ
ル
の
政
府
系
ア
ク
タ
ー
の
間
で
、
よ
り
よ

く
、
効
率
的
に
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
レ
ヴ
ェ
ル
に
権
限
が
付
与
さ
れ
る
と
い
う
原
則
が
近
年
の
共
同
体
の
サ
ブ
シ
デ
ィ
ア
リ

テ
ィ
ー
の
構
図
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
第
二
の
近
代
と
い
わ
れ
る
社
会
変
革
が
お
き
、
新
し
い
市
民
社
会
と
市
民
が
登
場
し
た
こ
と

に
よ
っ
て
、
や
っ
と
形
成
さ
れ
た
感
の
あ
る
政
府
系
ア
ク
タ
ー
の
三
層
構
造
に
よ
る
サ
ブ
シ
デ
ィ
ァ
リ
テ
ィ
ー
の
仕
組
み
も
、
市
民
の
意

思
を
反
映
す
る
に
あ
た
り
十
分
な
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
露
呈
し
て
き
た
。
こ
の
市
民
の
利
害
を
最
も
効
率
的
か
つ
直
接
的
に
代
表
し
て

い
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
い
う
非
政
府
系
ア
ク
タ
ー
は
、
労
働
組
合
な
ど
の
従
来
の
市
民
団
体
と
は
ち
が
い
、
権
力
機
構
に
お
け
る
意
思
決
定
シ
ス

テ
ム
に
組
み
込
ま
れ
、
制
度
化
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
流
動
性
、
非
持
続
性
と
い
う
性
質
こ
そ
が
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
市

民
を
代
表
す
る
と
い
う
と
き
に
有
効
性
と
即
効
性
を
発
揮
す
る
か
ら
で
あ
る
。

欧
州
共
同
体
に
お
け
る
「
民
主
主
義
の
赤
字
」
問
題
と
そ
の
処
方
菱
西
。
完
）
（
細
井
）

三
○
七

ょ
う
な
市
民
社
会
と
市
民
運
動
の
成
熟
は
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
考
え
る
上
で
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
要
素
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
共
同
体
に
お
け
る
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
発
展
を
考
え
る
う
え
で
、
ナ
チ
ス
の
経
験
は
無
視
で
き
な
い
が
、
参

加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
否
定
す
る
要
素
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
の
が
、
本
論
の
見
解
で
あ
る
。
そ
し
て
共
同
体
レ
ヴ
ニ
ル
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
規
模
の
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
現
実
的
な
ハ
ー
ド
ル
と
し
て
ド
イ
ツ
を
は
じ
め
と
す
る
憲
法
に
よ
っ
て
そ
れ
を

認
め
て
い
な
い
加
盟
国
の
憲
法
改
正
問
題
が
あ
る
。
そ
の
動
向
に
つ
い
て
も
、
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

四
残
さ
れ
た
研
究
課
題
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市
民
の
な
か
に
は
第
四
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
代
議
制
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
サ
ブ
シ
デ
ィ
ァ
リ
テ
ィ
ー
の
も
と
で
は
な
く
、
そ
こ
に
参
加

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
い
う
新
た
シ
ス
テ
ム
を
補
完
的
に
導
入
す
る
こ
と
で
さ
ら
な
る
分
権
と
市
民
の
意
思
反
映
を
求
め
る
動
き
を
み
せ
て
い

る
。
本
論
で
は
、
従
来
の
ア
ク
タ
ー
と
は
異
質
な
市
民
と
い
う
ア
ク
タ
ー
が
共
同
体
の
政
治
に
登
場
し
た
こ
と
と
、
彼
ら
の
意
思
反
映
に

は
、
従
来
の
代
議
制
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
も
の
で
の
三
層
の
政
府
系
ア
ク
タ
ー
間
で
の
権
限
綱
引
き
や
分
権
だ
け
で
は
不
満
足
な
も
の
に
な

っ
て
き
た
と
い
う
現
象
を
指
摘
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
今
後
の
研
究
で
は
、
こ
の
市
民
と
い
う
非
政
府
系
ア
ク
タ
ー
と
政
府
系
ア
ク

タ
ー
を
共
同
体
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
、
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
、
そ
し
て
、
そ
の
う
え
で
第
二
の
近
代
に
お
け

る
共
同
体
の
サ
プ
シ
デ
ィ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
べ
き
か
、
と
い
う
こ
と
を
検
証
し
て
い
き
た
い
。
つ
ま
り
マ
ル
チ
レ
ヴ
ェ

ル
・
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
の
よ
う
な
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
・
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
と
い
う
も
の
を
探
求
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
本
論
で
は
、
第
二
の
近
代
の
到
来
に
と
も
な
い
、
新
し
い
市
民
社
会
と
市
民
が
登
場
し
た
こ
と
を
述
べ
、
そ
れ
ら
の
性
質
上
、

現
行
の
政
治
シ
ス
テ
ム
と
の
間
に
ギ
ャ
ッ
プ
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
た
め
に
、
つ
ま
り

市
民
の
声
を
政
治
的
意
思
決
定
に
も
っ
と
反
映
さ
せ
る
た
め
に
、
現
行
の
代
議
制
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
補
完
す
る
か
た
ち
で
の
討
議
デ
モ
ク

ラ
シ
ー
や
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
可
能
性
を
検
討
し
て
み
た
。

し
か
し
、
著
者
の
準
備
不
足
に
よ
り
、
そ
れ
ら
ふ
た
つ
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
十
分
に
検
証
で
き
な
か
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
、
時
期
尚
早

の
た
め
欧
州
共
同
体
と
い
う
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
実
証
研
究
に
ま
で
い
た
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
非
常
に
心
残
り
で
あ
る
。
今
後
は
、

実
際
に
欧
州
憲
法
条
約
の
も
と
、
市
民
に
よ
る
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
が
行
わ
れ
た
り
、
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
さ
ら
に
発
展
し
て
い
く
の
を

見
守
り
な
が
ら
、
共
同
体
で
の
討
議
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
や
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
ー
を
も
っ
て
研
究
し
て
い
き
た
い
。

さ
ら
に
、
そ
れ
ら
の
問
題
を
扱
う
際
の
前
提
条
件
と
し
て
不
可
欠
な
の
が
、
ヨ
ー
ロ
ピ
ァ
ン
・
デ
モ
ス
の
存
在
で
あ
る
。
本
論
で
は
、
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ま
た
、
欧
州
共
同
体
に
お
け
る
市
民
参
加
の
あ
り
方
と
し
て
の
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
自
体
を
疑
問
視
す
る
論
者
も
少
な
く
な
い
。
そ
の

理
由
と
し
て
は
安
易
に
欧
州
委
員
会
や
欧
州
議
会
を
経
由
し
な
い
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
的
手
法
で
の
立
法
は
、
専
門
性
や
現
実
性
と
い
う

点
で
問
題
が
あ
り
、
欧
州
共
同
体
に
お
け
る
政
策
実
施
や
さ
ら
な
る
統
合
に
支
障
を
き
た
す
恐
れ
が
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
指

摘
は
妥
当
で
あ
り
本
論
の
立
場
も
そ
れ
に
反
論
す
る
も
の
で
は
な
い
。
本
論
で
扱
っ
た
現
時
点
で
欧
州
共
同
体
に
導
入
さ
れ
た
参
加
デ
モ

ク
ラ
シ
ー
は
ア
ジ
ェ
ン
ダ
・
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
に
お
い
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
民
が
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
を
行
う
権
限
だ
け
で
あ
る
。
イ
ニ
シ
ア
テ

ィ
ヴ
が
行
わ
れ
た
後
の
プ
ロ
セ
ス
は
従
来
の
ま
ま
で
あ
り
、
ど
ん
な
ア
ジ
ェ
ン
ダ
を
欧
州
委
員
会
で
取
り
扱
っ
て
ほ
し
い
か
と
い
う
こ
と

欧
州
共
同
体
に
お
け
る
「
民
主
主
義
の
赤
字
」
問
題
と
そ
の
処
方
菱
（
四
．
完
）
（
細
井
）

三
○
九

ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

こ
の
ヨ
ー
ロ
ピ
ァ
ン
・
デ
モ
ス
の
存
在
は
ま
だ
確
固
た
る
も
の
と
な
っ
て
い
な
い
と
い
う
判
断
に
と
ど
ま
り
、
第
四
章
で
述
べ
た
よ
う
に

共
同
体
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
発
展
に
と
も
な
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
規
模
の
政
治
的
公
共
空
間
が
生
ま
れ
、
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
・

デ
モ
ス
が
形
成
さ
れ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
予
測
を
た
て
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
待
た
ず
と
も
現
在
、
そ
れ
ら
し
き
存
在

が
感
じ
ら
れ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
市
民
社
会
を
検
証
す
る
こ
と
は
、
そ
の
時
代
状
況
を
浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と

で
も
あ
る
。
よ
っ
て
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
現
象
を
も
っ
と
加
味
し
て
第
二
の
近
代
に
お
け
る
市
民
社
会
や
市
民
、
さ
ら
に

は
ヨ
ー
ロ
ピ
ァ
ン
・
デ
モ
ス
を
検
証
し
な
け
れ
ば
包
括
的
な
現
在
の
市
民
社
会
像
や
市
民
像
は
論
じ
き
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
本
論
で
は
、

欧
州
統
合
（
国
際
関
係
的
な
現
象
と
し
て
の
ロ
ー
カ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
、
政
治
権
力
の
あ
る
種
の
中
央
集
権
化
）
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
、
ア

ク
タ
ー
の
重
層
化
と
、
政
治
権
力
の
分
権
化
と
い
う
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
を
強
調
す
る
た
め
に
、
あ
え
て
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
の
イ
ン

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
論
述
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
今
後
の
共
同
体
に
お
け
る
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
や
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
の
研
究
で
は
、
グ
ロ
ー

バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
影
響
を
考
慮
し
た
市
民
社
会
、
ヨ
ー
ロ
ピ
ァ
ン
・
デ
モ
ス
像
、
そ
れ
ら
が
参
加
す
る
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
の
あ
り
方
を
明

Hosei University Repository



法
学
志
林
第
一
○
四
巻
第
二
号

三
一
○

を
市
民
が
表
明
す
る
だ
け
で
あ
る
の
で
、
現
時
点
で
先
に
挙
げ
ら
れ
た
よ
う
な
危
険
は
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
た
だ
し
、
本
論
で
紹

介
し
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
グ
ル
ー
プ
が
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
に
提
出
し
た
（
市
民
立
法
に
関
す
る
）
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
は
そ
れ
以
上
の
プ
ロ
セ
ス
を

提
案
し
て
い
た
し
、
現
在
も
そ
う
な
る
こ
と
を
目
標
に
活
動
し
て
い
る
。
第
四
章
で
触
れ
た
よ
う
に
、
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
発
展
し
て

い
く
プ
ロ
セ
ス
は
そ
れ
ほ
ど
容
易
い
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
こ
と
は
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
推
奨
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
グ
ル
ー
プ
が
何
よ
り
も
心

得
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
れ
が
国
民
国
一
家
内
で
は
な
く
欧
州
共
同
体
と
い
う
レ
ヴ
ェ
ル
に
な
れ
ば
な
お
さ
ら
の
こ
と
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
欧
州
共
同
体
の
立
法
に
お
い
て
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
ど
の
よ
う
な
形
態
で
、
ど
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
を
踏
ん
で
今
後
発

展
し
て
い
く
べ
き
か
は
現
時
点
で
本
論
が
明
確
な
結
論
を
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
今
後
こ
の
分
析
を
続
け
る
に
あ
た
っ

て
は
Ｅ
Ｃ
と
い
う
政
体
の
と
ら
え
方
、
そ
こ
で
の
民
主
的
正
当
性
の
あ
り
方
を
も
っ
と
追
究
す
る
必
要
が
あ
る
。
本
論
は
そ
の
二
点
が
不

十
分
で
あ
る
た
め
に
分
析
に
徴
密
さ
を
欠
い
て
い
る
こ
と
が
最
大
の
弱
点
で
あ
る
。

も
う
ひ
と
つ
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
が
提
案
し
た
、
憲
法
条
約
批
准
を
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
で
行
お
う
と
い
う
参
加

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
関
し
て
、
第
四
章
で
は
ド
イ
シ
の
よ
う
に
国
内
法
が
そ
れ
を
阻
ん
で
い
る
と
い
う
問
題
点
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
実
際

こ
の
博
士
論
文
が
書
か
れ
た
二
○
○
四
年
以
降
、
複
数
の
加
盟
国
が
そ
れ
ぞ
れ
に
国
民
投
票
に
よ
っ
て
批
准
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で

も
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
だ
っ
た
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
国
民
投
票
で
こ
の
憲
法
条
約
が
フ
ラ
ン
ス
国
民
の
国
内
政
治
へ
の
不
満
が
大
き
く

影
響
し
て
拒
否
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
態
は
欧
州
統
合
に
支
障
を
き
た
す
だ
け
で
な
く
、
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
形
骸
化

へ
の
議
論
に
も
つ
な
が
る
。
ま
た
本
論
の
議
論
と
の
絡
み
で
い
え
ば
、
こ
の
よ
う
な
事
態
は
、
ポ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
が
提
案
し
た
よ
う
な
ト
ラ

ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
で
あ
れ
ば
生
じ
な
い
の
か
と
い
う
新
た
な
疑
問
を
投
げ
か
け
る
。
条
約
批
准
の
た
め
の
レ
フ
ァ
レ

ン
ダ
ム
を
議
論
す
る
場
合
、
「
各
加
盟
国
の
国
内
政
治
か
ら
影
響
を
受
け
に
く
い
」
と
い
う
条
件
が
加
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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（
⑩
）
一
九
七
八
年
九
月
二
二
日
の
州
般
高
裁
「
ア
マ
ド
ー
ル
・
ヴ
ァ
レ
ー
統
一
高
等
学
校
区
対
収
税
公
平
化
委
員
会
裁
判
判
決
」
と
一
九
九
二
年
の
連
邦

蛾
高
裁
「
ノ
ー
ド
リ
ン
ガ
ー
対
ハ
ー
ン
裁
判
判
決
」
。

（
皿
）
た
と
え
ば
、
三
段
階
の
州
民
立
法
手
続
き
を
と
っ
て
い
る
州
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

ベ
ル
リ
ン
（
一
八
歳
以
上
の
住
民
九
万
人
、
総
有
権
者
の
三
・
’
九
％
）
、
プ
ラ
ン
デ
ン
プ
ル
ク
（
一
八
歳
以
上
の
住
民
二
万
人
叩
○
・
九
七
％
）
、
ブ
レ
ー
メ

ン
（
一
六
歳
以
上
の
住
民
二
％
）
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
（
有
権
者
二
万
人
、
〒
六
五
％
）
、
メ
ク
レ
ン
プ
ル
ク
Ⅱ
フ
ォ
ア
ポ
ン
メ
ル
ン
（
有
樋
者
一
・
五
万
人
、

一
・
○
六
％
）
、
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
（
有
権
者
七
万
人
、
一
・
一
七
％
）
、
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
Ⅱ
プ
フ
ァ
ル
ッ
（
有
権
者
三
万
人
、
○
・
九
九
％
）
、
ザ
ク
セ
ン

欧
州
共
同
体
に
お
け
る
「
民
主
主
義
の
赤
字
」
問
題
と
そ
の
処
方
菱
〈
四
。
完
）
（
細
井
）

一
一
一
一
一

（
１
）
遠
藤
乾
「
ポ
ス
ト
主
権
の
政
治
思
想
」
「
思
想
」
九
四
五
、
二
○
○
三
年
一
月
、
二
一
九
頁
。

（
２
）
Ｃ
Ｃ
２
ョ
白
】
【
□
の
（
『
ｍ
ご
巴
】
口
の
］
四
Ｂ
こ
の
め
□
の
一
○
別
・
で
『
尉
亘
の
『
二
・
の
一
四
ｎ
．
ヨ
ョ
ニ
⑫
⑩
一
○
ゴ
ロ
の
⑫
ｎ
ｏ
ヨ
ョ
巨
口
陸
巨
扇
砂
目
『
Ｃ
息
の
ロ
ロ
の
②
少
『
。
ｎ
ｓ
⑪
一
○
コ
□
の
一
律
『
目
‐

８
口
←
『
の
僅
冤
の
○
一
四
ｎ
ｏ
臣
示
『
の
己
、
の
Ｑ
の
の
伊
嘩
冨
旦
の
『
》
、
。
。
。
．
ご
ョ
昌
邑
雷
．

（
３
）
前
掲
、
遠
藤
、
二
二
○
頁
。

（
４
）
石
田
徹
「
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
贄
ン
と
国
民
国
家
の
ゆ
ら
ぎ
」
、
望
田
幸
男
、
碓
井
敏
正
編
「
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
市
民
社
会
ｌ
国
民
国
家
は

超
え
ら
れ
る
か
』
文
理
闇
、
二
○
○
○
年
、
一
三
七
頁
。

（
５
）
飯
坂
良
明
「
グ
ロ
ー
パ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
市
民
社
会
１
Ａ
・
フ
ァ
ー
ガ
ソ
ン
再
考
」
千
葉
輿
、
佐
藤
正
志
、
飯
島
昇
蔵
編
『
政
治
と
倫
理
の
間
二
一

世
紀
の
規
範
理
論
に
向
け
て
』
京
都
、
昭
和
堂
、
二
○
○
｜
年
、
第
五
章
、
九
六
頁
。

（
６
）
加
藤
節
『
政
治
と
知
識
人
ｌ
同
時
代
史
的
考
察
ｌ
」
岩
波
書
店
、
’
九
九
九
年
、
’
八
七
頁
。

（
７
）
前
掲
、
加
藤
、
一
八
七
頁
。

（
８
）
羽
生
雄
一
郎
「
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
プ
ロ
ポ
ジ
シ
ョ
ン
一
三
の
そ
の
後
と
住
民
投
票
制
度
の
功
罪
」
『
地
方
税
」
一
九
九
九
年
一
二
月
号
、
六
四
頁
。

（
９
）
固
定
資
産
税
の
客
体
は
土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産
で
あ
る
こ
と
か
ら
で
『
８
⑮
『
ご
『
閏
は
日
本
で
い
う
固
定
資
産
税
に
蛾
も
ち
か
い
。
固
定
資
産
税
を
財

源
と
し
て
い
る
の
は
、
カ
ゥ
ン
テ
ィ
ー
以
下
の
地
方
公
共
団
体
（
カ
ウ
ン
テ
ィ
ー
、
市
、
学
校
区
、
特
別
区
）
で
あ
る
。
固
定
資
産
税
の
徴
収
は
カ
ウ
ン
テ
ィ

１
の
仕
事
で
あ
り
、
州
法
で
定
め
ら
れ
た
配
分
率
に
よ
っ
て
上
記
の
各
司
法
公
共
団
体
に
配
分
す
る
。
ま
た
、
適
用
前
と
後
と
い
う
の
は
、
一
九
七
七
年
七
月

か
ら
一
九
七
八
年
六
月
ま
で
の
年
度
と
一
九
七
八
年
七
月
か
ら
一
九
七
九
年
六
月
ま
で
の
年
度
を
さ
し
、
一
○
三
億
ド
ル
か
ら
五
○
・
四
億
ド
ル
ま
で
固
定
資

産
税
の
徴
収
総
額
が
減
少
し
た
こ
と
を
さ
す
。

同
右
、
六
六
頁
。
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（
肥
）
た
と
え
ば
、
一
九
三
三
年
一
一
月
一
二
日
「
国
際
連
盟
か
ら
の
脱
退
」
（
賛
成
九
五
・
一
％
）
、
一
九
三
四
年
八
月
一
九
日
「
大
統
領
と
首
相
職
の
統

合
」
（
賛
成
八
九
・
九
％
）
、
一
九
三
五
年
一
月
一
三
日
「
ザ
ー
ル
ラ
ン
ト
州
の
ド
イ
ツ
へ
の
帰
属
」
（
賛
成
九
○
・
六
七
％
）
、
一
九
三
六
年
三
月
二
九
日

「
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
ヘ
の
進
駐
」
（
賛
成
九
八
・
八
％
）
、
一
九
三
八
年
四
月
一
○
日
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
合
併
」
（
ド
イ
ツ
側
賛
成
九
九
・
○
二
％
オ
ー
ス
ト
リ

ア
側
九
九
・
七
三
％
）
、
’
九
三
八
年
一
二
月
四
日
「
ズ
デ
ー
テ
ン
・
ド
イ
ツ
人
住
民
投
票
」
（
賛
成
九
八
・
九
％
）
。

林
健
太
郎
編
「
ド
イ
ツ
史
（
新
版
臣
山
川
出
版
社
、
一
九
七
七
年
、
四
四
○
頁
。

行
）
同
右
、
四
七
七
頁
。

（
旧
）
須
郷
登
世
治
一
．
ド
イ
ツ
憲
法
の
解
説
」
中
央
大
学
出
版
部
、
一
九
九
一
年
、
九
頁
。

（
ｕ
）
宮
崎
良
夫
「
ナ
チ
ズ
ム
と
行
政
法
学
」
、
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
法
体
制
』
墓
泉
大
学
社
会
科
学
研
究
所
編
、
一
九
七
九
年
、
七
○
頁
。

両
）
山
内
健
生
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
直
接
民
主
主
義
（
市
民
参
加
）
を
め
ぐ
る
議
論
に
つ
い
て
」
、
『
自
治
研
究
』
、
第
七
三
巻
第
五
号
、
一
九
九
七
年
、
一
○

危
）
前
掲
、
羽
生
、
九
一
頁
。

ご翌ごUlili
關關灘
｡、｡、編

七
頁
。

法
学
志
林
第
一
○
四
巻
第
二
号

一一一一一一

（
有
権
者
四
万
人
、
一
・
｜
｜
％
）
、
ザ
ク
セ
ン
Ⅲ
ア
ン
ハ
ル
ト
（
有
椛
者
三
・
五
万
人
、
一
・
六
三
％
）
、
シ
ュ
レ
ス
ヴ
ィ
ヒ
Ⅱ
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
（
有
櫛
者

二
万
人
、
○
・
九
四
％
）
、
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
（
有
権
者
六
％
）
。

村
上
英
明
『
ド
イ
ツ
州
民
投
票
制
度
の
研
究
』
法
律
文
化
社
、
二
○
○
一
年
、
三
七
五
頁
。

同
右
、
二
○
頁
。

Ｅ
・
イ
ェ
ッ
セ
、
渡
辺
重
範
訳
「
政
治
的
お
よ
び
社
会
的
諸
勢
力
」
大
西
健
夫
編
『
現
代
ド
イ
ツ
・
政
治
と
行
政
」
三
修
社
、
一
九
八
二
年
認
第
四
章
、

’
八
’
一
二
三
頁
。

山
内
、
一
○
九
頁
。
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